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平成19年６月20日（水曜日）

午前10時０分開会

会議に付託された議案等

○議案第１号 平成19年度宮崎県一般会計補正

予算（第１号）

○議案第３号 平成19年度宮崎県公営企業会計

（ ） （ ）電気事業 補正予算 第１号

○議案第５号 宮崎県警察本部の内部組織に関

する条例の一部を改正する条例

○報告第２号 専決処分の承認を求めることに

ついて

○報告事項

・損害賠償額を定めたことについて（別紙１）

・県が出資している法人の経営状況について

財団法人宮崎県暴力追放県民会議（別紙17）

・平成18年度宮崎県公営企業会計（電気事業）

繰越計算書（別紙20）

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・公立学校の耐震化の状況について

出席委員（９人）

委 員 長 太 田 清 海

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 米 良 政 美

委 員 福 田 作 弥

委 員 野 辺 修 光

委 員 宮 原 義 久

委 員 西 村 賢

委 員 長 友 安 弘

委 員 井 上 紀代子

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 吉 田 尚 正

警 務 部 長 田 畑 勝 己

松 尾 清 治
警務部参事官兼
首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 柄 本 重 敏

刑 事 部 長 鬼 束 昭 己

交 通 部 長 柄 本 憲 生

警 備 部 長 谷 口 数 雄

警 務 部 参 事 官 椎 葉 今朝邦

中 原 雅 男
警務部参事官兼
会 計 課 長

山 中 勇一郎
生活安全部参事官
兼 地 域 課 長

総 務 課 長 松 井 宏 益

生活安全企画課長 黒 木 憲 生

少 年 課 長 柏 田 和 彦

交 通 規 制 課 長 今 井 和 久

運 転 免 許 課 長 徳 留 勝次郎

教育委員会

教 育 長 高 山 耕 吉

一 原 則 幸
教 育 次 長
（総 括）

寺 田 建 一
教 育 次 長
（教育政策担当）

福 島 信 雄
教 育 次 長
（教育振興担当）

総 務 課 長 梅 原 誠 史

政 策 企 画 監 満 丸 洋 一

財 務 福 利 課 長 靍 田 歳 明

学 校 政 策 課 長 飛 田 洋

学 校 支 援 監 白 川 智

特別支援教育室長 有 馬 順一郎

教 職 員 課 長 堀 野 誠
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生 涯 学 習 課 長 勢 井 史 人

スポーツ振興課長 得 能 剛

文 化 財 課 長 井 上 貴

人権同和教育室長 遠目塚 勉

事務局職員出席者

政策調査課主幹 田 中 浩 輔

議 事 課 主 査 湯 地 正 仁

ただいまから、文教警察企業常○太田委員長

任委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてであります。お

手元に配付いたしました日程案のとおりでよろ

しいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○太田委員長

します。

執行部入室のため暫時休憩いたします。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

本委員会に付託されました議案等についての

説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明がすべて

終了した後にお願いいたします。

警察本部長の吉田でござい○吉田警察本部長

ます。

委員の皆様方には、本日の常任委員会よろし

くお願いいたします。

御説明に入ります前に、委員の皆様方に一言

おわびを申し上げたいと存じます。不適正な事

務処理の関係でありますが、今般、県警におき

ましても、一部の警察署におきまして、過去に

おける不適正な事務処理が判明いたしました。

県民の皆様の信頼を損ねることになりまして、

大変遺憾に存じておるところでございます。二

度とこのようなことが起こることのないよう指

示を徹底しているところでございますが、今後

とも、委員の皆様方に御指導をよろしくお願い

いたしたいと存じます。

それでは、本日御審議いただきます公安委員

会関係の議案等でございますが、まず 「平成19、

年度宮崎県一般会計補正予算について 「宮崎」、

県警察本部の内部組織に関する条例の一部を改

正する条例について 「専決処分の承認を求め」、

ることについて 「損害賠償額を定めたことに」、

について 県が出資している法人であります 財」、 「

団法人宮崎県暴力追放センターの経営状況につ

いて 、この５件につきまして、それぞれ関係部」

長から説明・報告させますので、御審議のほど

よろしくお願いいたします。以上であります。

、○田畑警務部長 議案等の説明に入ります前に

今回の不適正な事務処理事案につきまして御説

明をさせていただきたいと思います。今回の不

適正な事務処理に関しましては、まことに遺憾

でございまして、県民の皆様に大変申しわけな

く思っておるところでございます。心からおわ

びいたします。報道されましたとおり、高鍋警

察署、西都警察署、高千穂警察署の３署におき

まして、不適正な事務処理の事実が判明いたし

ました。

各署の状況を申し上げますと、まず、高鍋警

察署についてでございますけれども、同署にお

きましては、過去に、事務用品類の物品購入契

約の際に不適切な手続が行われ、これによる当

時の契約の残額が現在も１業者の帳簿上に約23

万円あるということが判明したものでございま

す。

次に、西都警察署についてでございますけれ
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ども、同署におきましても、過去に、事務用品

、類の物品購入契約の際に不適切な手続が行われ

これによる契約の残額が、現在はないものの、

平成18年度当初 １業者の帳簿上に約38万円あっ、

たということが判明したものでございます。

最後に、高千穂警察署についてでございます

けれども、同署におきましても、17年度以前、

同様の契約時の不適切な手続があったというこ

とが判明したものでございます。

なお、不適切な事務処理が判明しましたいず

れの警察署におきましても、私的流用の事実は

認められなかったということでございます。

警察といたしましては、県と連携し、引き続

き調査を進めるとともに、二度とこのような事

案が発生しないよう、改めて、職員一人一人に

、公金取り扱いの責任の重さを再認識させるなど

必要な措置を講じてまいる所存でございます。

それでは、平成19年６月定例県議会提出の議

「 」案第１号 平成19年度宮崎県一般会計補正予算

（第１号）の公安委員会関係につきまして、御

説明をいたしたいと思います。

お手元の平成19年度６月補正歳出予算説明資

料の349ページをお開きいただきたいと思いま

す。公安委員会一般会計警察本部の補正額は、

。増額５億7,021万9,000円をお願いしております

今回の補正によりまして、公安委員会の補正後

の予算額は、298億7,126万円となります。

それでは、今回の補正の内容を科目別・事項

別に御説明いたしますので、説明資料の353ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

まず、上段の左側の会計、科目、事項の欄を

ごらんいただきたいと思います （款）警察費。

（項）警察管理費（目）警察本部費（事項）運

営費、補正額976万4,000円でございます。これ

、 、は 警察職員設置に要する経費でございまして

番号１の庁用備品購入費976万４,000円でござい

ます。老朽化し、使用に耐えられなくなった事

務机、いす等を買いかえるための経費でござい

ます。

次に （目）警察施設費（事項）警察施設費、、

補正額3,729万2,000円でございます。これは、

警察施設の計画的整備と適正な維持管理に要す

る経費でありまして、番号１の宮崎県総合自動

車運転免許センター建設整備事業3,500万円、番

号２の日南警察署執務環境整備事業229万2,000

円でございます 宮崎県総合自動車免許センター。

建設整備事業につきましては、同センターの建

設に係る地質調査、基本設計、仕様書の作成等

を３カ年計画でコンサルティング事業者に委託

するための初年度に要する経費でございます。

、現在の宮崎県自動車運転免許試験場の庁舎は

築後41年が経過し、庁舎全体の老朽化に加え、

耐震性能も極めて低く、早期の建てかえが必要

となっております。また、運転免許証の作成等

を行う運転免許センターが別庁舎であり、利用

者が庁舎間を行き来するなど不便を強いていま

すことから、建てかえに際しましては、運転免

許試験場と運転免許センターの機能を同一庁舎

内に有する施設が望ましいと考えております。

このため、平成18年度には低コストによる建設

手法や無駄のない建築規模等を検討するための

調査をコンサルティング事業者に委託したとこ

ろでございます。その結果、庁舎建設に係る実

施設計と施工を一括して行う「デザイン・ビル

ド」方式による建設手法がコストや工期の面か

。ら最適であるということが判明をいたしました

また、このデザイン・ビルドにより設計・建

設を行う業者を選定する際は、入札希望者の技

術提案を受け付け、この技術提案が事前審査で

承認された場合、その技術提案に基づき入札を
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行う「入札時ＶＥ｣、バリュー・エンジニアリン

グのことですが、入札時ＶＥを採用するととも

に、これらの技術提案と入札金額とを総合評価

をする「総合評価方式一般競争入札｣を行うこと

により、一層のコスト低減と品質の確保が図れ

ることが判明しております。平成19年度のコン

、 、サルティング委託は これら一連の作業として

現地の地質調査を行い、技術公募を行うための

基本設計書、仕様書の作成を行うものでござい

ます。

なお、平成20年度では、入札により業者を決

定し、平成21年度には、この業者が設計した実

施設計書に入札時の技術提案が盛り込まれてい

るかどうかの確認を行いますＶＥ提案の管理を

実施することといたしております。このため、

あわせて債務負担行為も要求しており、お手元

の平成19年６月定例県議会提出予算事項別明細

書の187ページをお開きいただきたいと思いま

す。

その一番下のところにございます宮崎県総合

自動車運転免許センター建設整備事業をごらん

いただきたいと思います。当該年度以降の支出

予定額の欄に記載してあります期間の欄には平

成19年度から平成21年度までとなっております

が、これは平成19年度分を含んだ事業全体の期

間でございます。平成19年度につきましては、

当年度予算といたしまして3,500万円を要求して

いるところでございますので、債務負担行為と

、 、いたしましては 残りの2,000万円を平成20年度

。平成21年度で要求することといたしております

これによりまして、平成19年度６月補正で3,500

万円、平成20年度から21年度までで2,000万円の

３カ年合計で5,500万円のコンサルティング委託

となるものでございます。以上が宮崎県総合自

動車運転免許センター建設整備事業の説明でご

ざいます。

再度、歳出予算説明資料のほうに戻っていた

だきたいと思います。その353ページをごらんい

ただきたいと思います。番号２の日南警察署執

務環境整備事業でございます。日南警察署は、

、 、築後48年が経過し 老朽・狭隘化が進んでおり

女性用トイレが一室しかないことや女性用シャ

ワー室がないこと、さらには、警察安全相談を

受ける部屋や取調室が不足するなど、市民応接

や執務環境面でさまざまな問題を抱えているこ

とから、これを改善するために警察署敷地内に

プレハブ庁舎をリース方式により建設するもの

でございます。リース庁舎は、鉄骨プレハブづ

、 、 、くり２階建てとし 生活安全課事務室 取調室

当直仮眠室、女性用トイレ、女性用シャワー室

などを設け、庁舎の狭隘を解消するとともに、

現庁舎の当直用仮眠室を警察安全相談室に改修

するなどして、市民応接機能を向上させること

といたしております。

次に （項）警察活動費（目）警察活動費（事、

項）一般活動費、補正額246万１,000円でござい

ます。これは、一般警察活動、刑事警察活動、

生活安全警察活動及び交通警察活動等警察活動

全般に要する経費でございまして 番号１の 地、 「

域の安全を守る街頭活動強化事業」の（１）地

域の安全を守る街頭活動強化事業（スクールサ

ポーター新設）135万3,000円、番号２のその他

警察活動経費等の（１）県民と警察の集い開催

経費110万8,000円でございます。

番号１（１）の地域の安全を守る街頭活動強

化事業（スクールサポーター新設）につきまし

ては、平成19年度骨格予算で措置した地域の安

全を守る街頭活動強化事業に、新たにスクール

サポーター１名を新設するものでございます。

近年、全国的には、子供被害の凶悪事件が後を
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絶たず、また、少年による凶悪な犯罪が発生す

るなど、少年を取り巻く情勢は、非行、被害の

両面におきまして、依然として厳しい現状にご

ざいます。

本県におきましては、凶悪事件の発生こそご

ざいませんけれども、凶悪事件に発展するおそ

れのある、いわゆる声かけ事案の発生は増加傾

向にございます。スクールサポーターは、この

ような少年非行、被害の両面の厳しい現状に対

、 、応するためのものでございまして その任務は

少年の非行防止・立ち直り支援、非行・犯罪防

止教育の支援などでございます。

文部科学省の事業に スクールガードやスクー、

ルガードリーダーというものがございますけれ

ども、これらが主に登下校時の見守り活動等、

学校外における子供の安全確保を目的にしてい

ることに対しまして、スクールサポーターは、

教育委員会の要請等に基づきまして当該学校に

派遣し、児童生徒の問題行動や校内の安全対策

を図り、児童生徒、保護者等学校関係者への指

導・助言等を行うものでございます。したがい

まして、スクールガードリーダー等とは性格が

異なり、また、警察官や少年補導職員との違い

は、問題のある学校に駐留して活動するという

点にございまして、学校内でのあらゆる少年の

非行問題等に関する専門職と言えるわけでござ

います。スクールサポーターの身分は、非常勤

職員といたしまして、少年の非行問題等に専門

的知識を有する警察官ＯＢを採用して、警察本

部少年課に活動の拠点を置きまして、教育委員

、 。会 学校との連携を図りたいと考えております

番号２の（１）県民と警察の集い開催経費に

つきましては、毎年、宮崎県警察音楽隊が開催

しております県内における定期演奏会に要する

費用でございまして 会場借り上げ費やポスター、

の作成費等でございます。

。次のページをごらんいただきたいと思います

最後に（事項）交通安全施設整備事業費補正額

５億2,070万2,000円でございます。これは、交

通安全施設整備事業に要する経費でございまし

て、番号１の交通管制及び信号機改良等整備費

１億585万7,000円、番号２の信号機新設、道路

標識及び道路標示等整備費４億1,484万5,000円

でございます。

番号１の交通管制及び信号機改良等整備費の

増額につきましては、警察本部内の交通管制セ

ンターは、道路上に設置してある信号機や交通

情報板などと常時接続されておりまして、車両

感知器等により収集した道路の交通状況を同セ

ンター内のコンピューターにより分析し、交通

量に応じた適切なタイミングで信号機を作動さ

せ 車の流れをスムーズにするなどの業務を行っ、

ておるところでございます。こうしたスムーズ

な交通を確保するために、交通管制センターと

接続する交差点をふやしたり、信号機を車両や

歩行者に反応するような機能に高度化したりす

る経費は、国から10分の５の補助を受けて事業

を行っているところでございますが、平成19年

度は国から３億632万6,000円の事業費が認めら

れており、骨格予算で２億46万9,000円を措置し

たことから、残りの１億585万7,000円の措置を

お願いするものでございます。

番号２の信号機新設、道路標識及び道路標示

等整備事業の増額につきましては （１）の起債、

対象事業費8,167万2,000円 （２）のその他整備、

費２億8,006万7,000円 （３）の高齢者及び交通、

環境に配意した信号機新設整備事業5,3 1 0

万6,000円となっております。

（１）の起債対象事業費とは、信号機の新設

や道路標識を設置する経費のうち、車両を感知
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して信号機の作動を調整する「全感応式信号機｣

や「半感応式信号機 、道路標識の内部に照明が」

組み込まれており、視認性をよくした「灯火式

標識｣など、国が地方債をその財源とすることを

許可しているものでございまして、信号機が設

置されていない交差点等や新しく道路が開通す

ることにより、新たに信号機や道路標識を設置

する経費でございます。

（２）のその他整備費は （１）の起債対象事、

業費以外のもので、老朽化した信号機や道路標

識を建てかえたり、横断歩道等の道路標示を設

置・補修する経費等でございます。

（１）起債対象事業費の8,167万2,000円につ

きましては、全額を今回の肉付け補正予算で措

置をお願いするものでございます。また （２）、

その他整備費につきましては、骨格予算で１

億1,126万2,000円を措置しておりまして、予算

要求額との差額となる２億8,006万7,000円をお

願いするものでございます （３）の高齢者及び。

交通環境に配意した信号機新設整備事業につき

ましては、高齢者の交通事故防止を目的とした

信号機22基を平成18年度からの３カ年計画で整

備することとしていたところでございますけれ

ども、平成18年度は９基を新設し、平成19年度

は５基を新設することとしておりました。

一方、県民からの設置要望がなされている箇

所への信号機の新設や、新たに道路が開通する

ことに伴い設置が必要となる信号機つきまして

は、先ほど説明いたしました（１）の起債対象

事業費と（２）のその他整備費で対応してきた

ところでございますけれども、平成19年度は、

国道269号加納バイパスと国道220号青島バイパ

スが開通し、この路線上に設置する８基の信号

機は、１基当たりの単価が高い「半感応式信号

機」を設置する必要があることから （１）と、

（２）の事業で実施する交通安全施設整備事業

費のいわゆる既定予算では、県民からの要望に

こたえられる信号機新設が不十分となるわけで

ございます。そこで 「高齢者のための信号機新、

設整備事業」に、県民の要望等にこたえるため

の信号機９基分を追加し、改善事業として「高

齢者及び交通環境に配意した信号機新設整備事

業｣分計14基の信号機新設をお願いするものでご

ざいます。これによりまして、平成19年度の信

号機新設は、全体で26基となり、平成18年度と

同数を整備することといたしております。以上

で議案第１号平成19年度宮崎県一般会計補正予

算第１号の公安委員会関係について説明を終わ

ります。

次に、議案第５号の「宮崎県警察本部の内部

組織に関する条例の一部を改正する条例（案）｣

につきまして、御説明いたします。

改正理由につきましては、平成19年４月１日

の「犯罪による収益の移転防止に関する法律｣の

施行を受けまして、同日、警察法施行令が改正

され、同施行令に示されました都道府県警察の

内部組織基準にあります刑事部の所掌事務に 犯「

罪による収益の移転防止に関すること」が追加

されたことが改正理由でございます。

これに対応しまして、宮崎県警察本部の内部

組織に関する条例に同条項を加えるなど、現行

の警察法施行令に示されております所掌事務に

沿った条項の表記としたものでございます。具

、 、体的には お配りしております資料１のとおり

条例第５条の刑事部所掌事務に第５号薬物及び

銃器に関する犯罪の取締まりに関すること、第

６号組織犯罪の取締まりに関すること（他の部

の所管に属するものを除く 、第７号犯罪によ。）

る収益の移転防止に関することを追加し、条項

の整理を行ったものでございます。
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この条例（案）の施行期日につきましては、

条例公布の日といたしております。

次に、平成19年６月定例県議会提出議案の報

告第２号「専決処分の承認を求めることについ

て」につきまして御説明をいたします。

これは、平成18年度宮崎県一般会計補正予算

。第７号の公安委員会関係歳出予算でございます

明細につきましては、お手元の平成19年６月定

例県議会提出予算事項別明細書、その事項別明

。（ ） （ ）細書の291ページにございます 款 警察費 項

（ ） （ ） 、警察管理費 目 警察本部費 節 職員手当等

金額190万6,000円でございまして、退職手当の

支給額が確定したことに伴い、その不足額を補

。 、正するものでございます 不足額が生じたのは

本年３月自己都合による退職職員１名が生じた

ことによるものでございます。以上で報告第２

号「専決処分の承認を求めることについて」の

。公安委員会関係につきまして説明を終わります

次に、平成19年６月定例県議会提出報告書の

報告件名「損害賠償額を定めたことについて」

につきまして御説明いたします。

これは、お手元の平成19年６月定例県議会提

出報告書３ページの上から２番目の事案でござ

います。都城警察署の警察官が公用バイクを運

転して警ら中、前方不注視により、相手当事者

運転の軽四輪貨物自動車に追突した交通事故で

ございます。相手方車両の修理費用として10

万5,483円を損害賠償金として県費で支払ったも

のでございます。以上でございます。

。○鬼束刑事部長 刑事部長の鬼束でございます

私のほうからは「財団法人宮崎県暴力追放セン

ターの経営状況について」御報告を申し上げま

す。

財団法人宮崎県暴力追放センターの経営状態

について御報告いたします。なお、財団法人宮

崎県暴力団追放センターについては、従前は、

「財団法人宮崎県暴力追放県民会議」という名

称でありましたが、平成19年６月１日に開催さ

れた理事会において承認を受けまして、６月13

日から改称をしております。資料は、平成19年

６月定例県議会提出報告書の147ページでござい

ます。それでは、お手元の提出報告書によりま

して御報告いたします。

御案内のとおり、宮崎県暴力追放センターに

ついては、県から３億円、市町村から１億円の

出捐金、それと民間から１億円の寄附の計５億

円を基本財産にしまして、平成４年４月１日に

設立されまして、その果実収入や公安委員会か

らの委託事業費等をもとに、１の事業概要記載

のとおり 「暴力のない安全で住みよい宮崎」の、

実現に向けて、県民総ぐるみによる暴力追放・

暴力団排除活動を推進しております。しかし、

近年の低金利時代の到来等から、果実収入が激

減しましたので、その不足分につきましては、

県や市町村から補助金等の交付を受け諸事業を

展開しているところであります。

ところが、平成16年度から県の補助金が全額

廃止されたことから、事業の内容の見直しや広

報活動費、それから人件費などの削減を図った

のでありますけれども、対応できずに、平成16

年度と平成17年度の２年間は、基本財産の一部

を取り崩して事業を推進してまいりました。平

成18年度につきましては、基本財産の運用益等

により、基本財産を取り崩すことなく事業を推

進することができました。

次に、２の事業実績については、別紙記載の

とおりであり、主なものとしては（１）の暴力

追放のための広報・啓発事業 （２）の暴力団追、

放相談事業、それから（６）の責任者講習等の

事業を推進しております。
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次に、資料151ページの正味財産増減計算書

であります。平成18年度の経常収益につきまし

ては、基本財産運用益が801万1,509円でありま

す。これは基本財産の利息収入と、基本財産で

北海道債や大阪府債を購入した際に生じました

利益の償還差益先取り分を含んでおります。受

け取り会費の283万円については、賛助会員134

団体等からの賛助金であります。事業収入の218

万2,000円は、県公安委員会からの責任者講習受

託収入であります。補助金等の330万9,000円に

ついては、市町村連合会からの補助金と全国暴

力追放推進センターからの助成金であります。

受け取り賛助金・寄附金等の100万円は、九州地

区遊技業組合連合会からの寄附金であります。

雑収益の5,466円は、基本財産の一部である預金

の受け取り利息であります。以上のとおり、経

常収益の合計は1,733万7,975円となります。

一方 経常費用につきましては 事業費が1,041、 、

万970円、管理費が781万1,921円で、計1,822

万2,891円となります。

よって、当期経常増減額につきましては、マ

イナス88万4,916円となりますが 資料の157ペー、

ジの平成19年度収支予算書予備費支出欄の記載

のとおり、これは下から２行目になりますけれ

ども、平成17年度からの繰越金前期繰越収支差

益が449万5,280円あったことから、平成18年度

は基本財産の取り崩しを回避して、次期繰越収

支差額は361万364円となっております。

次に、153ページの財産目録についてでありま

す。

資産の部は、流動資産として現金預金が417

万2,319円、固定資産として基本財産で購入しま

した投資有価証券、定期預金と退職給付引当資

産が４億9,940万8,200円の計５億358万519円で

あります。

負債の部は、流動負債として未払い金、預か

り金が56万1,955円、固定負債として退職給付引

。当金が440万8,200円の計497万155円であります

。正味財産が４億9,861万364円となっております

次に、154ページの平成19年度事業計画書につ

いて申し上げます。基本方針、事業計画は、前

年度と同様でありますが、本年も、昨年に引き

続き、県民総ぐるみによる暴力追放・暴力団排

除活動のさらなる活性化を図っていくことにい

たしております。

次に、156ページの平成19年度収支予算書であ

ります。事業活動収入としましては、基本財産

運用収入が524万4,000円、会費収入が300万円、

事業収入が268万2,000円、補助金等の収入が289

万7,000円、賛助金・寄附金等収入が700万円、

雑収入が4,636円の計2,082万7,636円としており

ます。

一方、事業活動支出につきましては、事業費

支出が1,574万1,000円 管理費支出が759万7,000、

円の計2,333万8,000円を予定しております。

以上のとおり、平成18年度は、基本財産の運

用益、前期繰越金等により基本財産の取り崩し

を回避することができました。また、平成19年

度につきましては、財団法人法律扶助協会か

ら700万円の寄附をいただきましたことから、基

本財産の取り崩しを回避できる見込みでありま

す。

以上のとおり、財団法人宮崎県暴力追放セン

ターの平成18年度の事業報告並びに平成19年度

事業計画を御報告させていただきました。本事

業報告等は冒頭に申しましたように、去る６月

１日に行われました理事会において承認を得て

おります。本年度も県民総ぐるみによる暴力追

放・暴力団排除活動を強力に推進してまいる所

存でありますので、御指導、御協力をよろしく
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お願いしたいと思います。以上でございます。

執行部の説明が終了いたしまし○太田委員長

たが、議案及び報告事項について質疑はありま

せんでしょうか。

ちょっとお尋ねをいたしますが、○米良委員

歳出予算説明資料の353ページでお話がございま

した件ついてでございますが、地域の安全を守

る街頭活動強化事業でございますが、今、それ

ぞれの自治体とかあるいは地域ぐるみで、安全

安心な、子供たちを守るための高齢者クラブが

特に力を注いでくれていましてね、いろんなと

ころで辻々に立って見守っていただいておるわ

けでありますが、そういうものに付随する事業

だと思っておりますが、スクールサポーター新

設ということで、教育委員会に派遣する事業と

かおっしゃいましたが、そういう大事な事業に

ついてでありますから、135万3,000円というの

は、ちゃちな予算配分のような気がするんです

が、もう少し説明をいただいて、これは特定な

市町村による事業なのか、そこ辺をちょっと部

長。

、○田畑警務部長 先ほども説明しましたように

スクールサポーターにつきましては、問題のあ

る学校であるとか、支援を要望されている学校

等に派遣いたしまして、少年非行防止だとか、

あるいは被害を受けた少年の援助とか そういっ、

た活動を行うことを目的としておるものでござ

いますけれども、とりあえず、非常勤の職員を

、１名採用するということの予定でございまして

今回の常任委員会、県議会等で承認を受けまし

たら採用するということでございまして、今年

度分の、その採用する非常勤職員の給与に相当

する額ということでございますので、このよう

な予算額になっておるものでございます。

最近、久しくそういう学校におけ○米良委員

る非行問題というのは余り聞かない、幸いだな

と思っておりますけれども、今、部長からお話

がありましたように、特定な学校ということに

なると理解していいのか、それとも１名という

ことでありまして、なかなか県下広いわけであ

りましてね、そういうことからすると、もう

ちょっと大きくですよね。一人とは言わずにも

うちょっと問題行動が予測をされるという、そ

ういう学校であるかないかわかりませんけれど

も、そういうことを想定をしての１名派遣とい

うことでありましょうから、もうちょっと広い

意味で、１名と言わず……。何かそういう事案

に対処するための一人と理解していいのかです

よね。現在の社会情勢における一つの予測から

いたしますと、もうちょっと広範囲にわたった

人材の登用というか、そういうことが考えられ

ると思うんですけれども、１名で大丈夫なんで

すか。

スクールサポーターの新設事○田畑警務部長

業はですね。今年度から開始するということで

ございますので、財政当局との協議の過程で、

、 、とりあえず ことしから始めようということで

１名ということになったものでございますけれ

ども、ことしの成果とかそういったものを見な

がら、また、来年度は来年度別途で検討してま

いりたいと考えておるものでございまして、と

りあえず、ことしは１名ということでお願いを

しておるものでございますので、来年度は、そ

の成果を見ながら、またいろいろ検討してまい

りたいというふうに考えておりますので、御理

解をお願いしたいと思います。

最後に、教育委員会に派遣すると○米良委員

いうことでありますが、どこの教育委員会、県

の教育委員会ですか、それともどっか特定な市

町村の教育委員会……。
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具体的には教育委員会と協議○田畑警務部長

をしまして、必要な学校等をピックアップして

もらって、その学校の問題になるテーマ等につ

いて派遣をして、問題解決を図っていきたいと

いうふうに考えておるものでございます。

信号機の件、県民の要望が大変多○福田委員

いわけでありますが、私も過去、幾つも設置を

、 、お願いして 要望にこたえていただきましたが

今、この近郊で一番交通の流れが極端に変わっ

たところとしまして、私、イオン関係かなと見

ているんです。私が、あの道路をフェニックス

自然動物園から日向大橋まで 以前は農道で―

あったのを県道に昇格して、その後、幾つか工

場等が進出しましたから、信号機の配置をお願

いしましたが、その後、イオンというのが出て

きて、かなり変わったきたなと思っているんで

す。設置場所等が数カ所になりますと、交通の

流れが悪くなりますから、やはりいつも陳情の

ときには 「いや、交通が遮断されますからね」、

ということをお聞きするんです。だから、あの

区間は７キロぐらいですが、一定の区間で、そ

ういう状況の変化で信号機の設置箇所、増設が

望ましいんでしょうけど、増設が難しい場合に

は、交通の変化に応じて設置箇所を変更すると

か、その辺はできるんですか、どうですか。

信号機を新設あるいは移設と○柄本交通部長

、 、かする場合に必要性ですとか 緊急性ですとか

あるいは交通事故の発生状況ですとか、いろん

な要素を勘案しながら、緊急度の高いところか

らつけておるわけでございますけれども、今、

委員御指摘の交通流の問題ですね。信号機を設

、 、置したことによって かえって渋滞が出たとか

そういう状況がまたあれば、移設なりその辺は

また検討させていただきたいと思うんですけれ

ども、不可能ではございません。

交通流と信号機の関係でご○吉田警察本部長

ざいますけれども、先ほどの警務部長の説明の

中にも若干ございましたけれども、交通管制セ

ンターで感応式あるいは半感応式の高度な信号

機も整備いたしておりまして、御指摘のイオン

近辺についてどうなっているか、今、ちょっと

即答はいたしかねますけれども、やはり交通管

制センターである程度交通流全体をすべて把握

をした上で、コンピューターの制御によりまし

て、渋滞の状況に応じて信号機の青の時間を調

節するでありますとか、そういった形での交通

の円滑化を図る措置もとっておりますので、御

指摘の路線につきましても、そういう観点から

も検討させていただきたいと思います。

流れがかなり変わってきたような○福田委員

感じがいたしますから、特に、その交通管制セ

、ンター管轄はどこまでになっているんですかね

宮崎中央部では。全体を網羅しているんですか

ね、この中央センターは。

。○柄本交通部長 宮崎市全体ではございません

幹線道を中心に 市街地を中心に管制セン―

ター。あと、都城、日向、延岡、高鍋、ここに

もサブセンターがございまして、幹線道路は管

制センターで集中管理しておるという状況でご

ざいます。

わかりました。ぜひ、調査をお願○福田委員

いしておきたいと思います。

それからもう一点、暴力追放県民会議の件で

ありますが、私、４年間浪人しておりましたか

らびっくりしたんですが、基金の取り崩しが起

こる。当然、基金の運用利回りが大変低下して

おりますから、いろんなこういう類の基金をも

とに運用果実で運用しているところは大変だと

思うんですが、よく運用されていろんな債券等

買われまして頑張っておられるなと思いました
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が、そこで、私もかつてこの会議ができるとき

におりましたので、いろんなことを今、思い起

こしているんですが、この会員とか賛助会員寄

附金収入、この最近の動向はどうあるんでしょ

うかね、今。

言われるとおり、最初、５億○鬼束刑事部長

円ということの基本財産で運用を開始したわけ

ですけれども、当時は、非常に利息もよくて年

間2,000万円の予算を大体その基本財産の果実収

入で見れてきておりました。ところが、ああい

う状況になりまして、非常に利息が下がったと

いうことで、平成13年から賛助会員制度という

のを取り入れまして、現在、これが先ほど説明

しましたように、法人が117、個人が17というこ

とで、法人からは一口１万円、個人からは5,000

円という賛助金を集めておりまして、あと、寄

附というのは、それぞれ暴追センターなり、ま

た警察署の方で個々にお願いをして、寄附をい

ただけるものについては 趣旨に賛同してもらっ、

て寄附をいただくということで運営をしており

、 。まして 賛助会員も徐々にふえてきております

ですから、今後とも、そういう努力もやってい

きたいというふうに思っておるところでござい

ます。以上でございます。

大変貴重な基金の設立をお願いし○福田委員

たわけですから、できるだけ、賛助会員等を努

力されましてふやし、この暴力追放会議が永続

的に運営できますように、御要望しておきたい

と思います。以上です。

信号機の件ですけど、変則的な交○長友委員

差点といいますか、十文字になってなくて、そ

こにちょっと特殊な場合ですけれども、学校等

がある関係で、生徒の道路横断の安全を確保す

るために信号機をつけていただきましたけれど

も、一方、今度は、わき道から出る車が朝夕の

混雑のときになかなか出られないという状況が

発生しているんです。非常に変則的な交差点に

なっているところがあるわけですね。そういう

ところの信号機の時間的な調節といいますか、

あるいはまた、道路標識等によりまして、わき

道から出られるようなスペースを確保していた

だくとか、これは個別の事例になりますから、

そういうこと等もいろいろと要望が出てきます

けれども、そういうことの対応というのをして

もらえないものか。特に、交通事情が変わって

きまして、具体的に言いますと、日章学園のと

ころの信号機なんですけれども、道路が向こう

の方から、新しい道路が抜けてきたという関係

もありまして、交通量がちょっとましてきてい

るという状況がございます。だから、朝夕、特

に朝とかのラッシュのときだろうと思うんです

けれども、そういう時間帯だけ、信号機の時間

が変えられるかどうかという問題ですね、これ

は外しておきますが、また、これはちょっと要

望になろうかと思いますので、個別にちょっと

御相談申し上げて、一回調査をしていただきた

いと思います。

それと これ 確認ですけれども このスクー、 、 、

ルサポーター制度、ちょっと勉強不足で申しわ

けないですけど、その対象の学校というのは小

中高等学校も私立・公立ありますけれども、こ

れはどのあたりまでになるもんでしょうか。

スクールサポーターに関○柄本生活安全部長

しましては、一応県の教育委員会のほうとの申

し合わせで、あちらからの要望で派遣するとい

う形になっております。いわゆる学校内、小学

校はそれほどないと思いますが、中学校、高校

が主体になると思うんですけど、このスクール

サポーター制度につきましては、今回１名とい

うことで、先ほど警務部長から説明させていた
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だきましたが 非常に このスクールサポーター、 、

の必要性というのが近年高まっております。い

わゆる学校内で処理できないようないろんな問

題事案とかそういうものを、現場に行って学校

に対してアドバイスだとか、生徒個人に対する

指導とか、それから、いわゆる非行防止教育だ

とか、それから被害防止教育などいろいろやる

ことがありまして、そういうのを荒れた学校だ

とか、必要性の高い学校に派遣して、学校の先

生と一緒に対応してもらうというのが趣旨であ

ります。

現在、全国での導入状況なんですけれども、

４月１日現在、全国で30都道府県423名を採用さ

れております。九州管内では、佐賀が１名、長

崎が４名、熊本が３名、鹿児島が３名、沖縄が

４名でございまして、福岡は検討中でございま

すけれども、私どもとしましては、各警察署に

１名ずつぐらい欲しいなというふうに考えてお

ります。学校内でいろいろ問題が起こって、警

察に届けるのも何だというような、事件とする

のもちょっと何だというような問題行動とかい

ろいろあった場合に、やはり早めに学校の先生

と相談して対応できるというところがメリット

で、少年非行防止、健全育成、被害防止に対し

て非常に効果が期待できるんじゃないかと考え

ているところであります。以上であります。

できるだけ、そういう事案がない○長友委員

、 、ことが望ましいわけでありますけれども 特に

最近犯罪の低年齢化とか凶悪化等もございます

ので、未然に防止する意味では、これは非常に

重要な仕事ではないかと思いますので、大変で

しょうけれども まず導入していただいて頑張っ、

ていただきたい、こういうふうに思います。

宮崎県総合自動車運転免許セン○宮原委員

ター建設整備事業ということで、これから地質

調査をして、設計をして、そしてつくっていく

ということになると思うんですが、今、免許の

種類ってかなりありますよね。バイクから大型

１種、それから大型２種、牽引という形まであ

ると思うんですが、ここでは全種類の免許をこ

こで受けることができるということになります

か。

そのとおりでございます。す○柄本交通部長

べての試験は試験場のほうで受験できるという

ことです。今度、中型免許が導入されましたの

で、今、１種、２種、仮免、３種の17種類にな

りました。

限定つきの免許があると思うんで○宮原委員

すよ。例えば、農耕車に限るとかですよ。そう

いうときに、今、いろいろ話を聞かしてもらう

と、県内全体の農家の方が、農耕車が大型化に

なってきて、牽引で引っ張るというのがかなり

大きなのがあるんですよね。10トンぐらいのを

牽引するというのまであるんですが、いろいろ

聞くと、ほとんど牽引の免許を持っておられな

いと 大型トラクターの免許は持っている 持っ、 。

ているんだが、牽引の免許は持ってない。

一方では、ＪＡあたりからいろいろと言われ

るんですが、免許を受けたくても受ける場所が

ない。それを受ける場所がない。いろいろ担当

、 、の方に話を聞かせてもらうと 受けるとすれば

農耕にしか乗らないんだから、農耕車限定でい

、 、いと言われるんだけど 受けに行ったときには

大型トラックしかないから 大型トラックで乗っ、

て試験を受ける。試験を受けて申請したときが

「農耕車に限る」ですから、農耕車に限るとい

う免許になる。今度はランクを落として小さい

車両では、今度は牽引がない。だから、やっぱ

りその大型の牽引車で運転をして、申請したと

きにはその大型じゃないからその免許になるん
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だというような話も聞いたんですが、当然、こ

れだけ整備されるんであれば、本当は本会議で

質問したいなと思ったんですが、マスコミの方

がいらっしゃるかどうかわかりませんけど、県

内全部の大型トラクターに乗っておられて、秋

口になると特に牽引でやられるんですが、皆さ

ん、無免許でやっているということになるんで

すよね だから そういったのの改善をまずやっ。 、

てほしいというふうに思うんですが、各自動車

学校でも大型の牽引の試験を実施しているとこ

はあるようなんですけど 今度はそのトラクター、

なりの牽引の車両がない。車両を買っても一時

的なもので、長くそれが続くものでないから、

車両の導入をするという考えはないというよう

な話も聞くんですが、そういったものが当然、

こういったところには、免許の種類に応じたも

のが、せめて県が管理する免許センターには当

然その車両があって 持ち込めばいいですよ―

という話のようなんですが、整備されるべきと

いうふうに思うんですが、どんなもんでしょう

かね。

農耕用トラクターの関係○徳留運転免許課長

でございますけれども、農耕用トラクターと被

牽引車の関係ですね。農耕用トラクターで総重

量が750キロを超えるトラクターを引く場合に

は、御指摘のとおり、牽引免許が必要となりま

す。牽引免許を取得するためには、普通免許と

か、中型とか、大型とか 特殊免許を持って―

おるということが条件でありますが、この大型

特殊免許を取得するためには、現在、県下で９

カ所の指定校で取得ができますし、また試験場

で直接受験をすることができます。

また、大型特殊の農耕用限定免許というのを

取得できますけれども、試験場に直接農耕用の

トラクターを持ち込んで受験ををしていただい

ております。現在、この農耕用トラクターの免

許についても受験をしたいという方もたくさん

おります。この方たちのための試験日も特定し

、 、て実施しておりますので 試験場に来られれば

受験は可能だと思われます。

また、先ほどの御指摘のありましたひょっと

したら無免許かもしれないということにつきま

しては、各警察署等と連携をとりながら、指導

取り締まりをしていきたいと考えております。

以上でございます。

指導もしていただくことは大変あ○宮原委員

りがたいことなんですが 「持ち込めばできます、

よ」というのではおかしいというふうに思うん

。 、ですよ 持ち込めばいいということじゃなくて

当然、免許センター、今からこれだけ立派なの

をつくろうとすれば、知事も言われるように、

日本で指折りの農業県と言われるところに、受

けるための車両を持ち込めばいいですよという

ことではなくて、当然、そこにあって、これで

受けさせてくださいうことでないと、それは持

ち込めばいいと言われても、例えば、高千穂町

の方がわざわざ持ってきてという話になります

ので。

、 、ただ こちらに来れば練習をする日があって

次の日は受けられますよというような感じであ

れば、皆さん、無免許であれほどうまい運転が

、 。皆さんできるわけですから 一発で通りますよ

いや、それは普通の人が乗るよりも皆さんプロ

ですから、よく入れるなというぐらいきっちり

入れますから。だから、それは当然、ここに整

備しなければならないんじゃないかというふう

に思いますし、確かに、いろいろ聞くと、あち

こちでうわさがうわさを呼ぶもんですから、そ

れで無免許でやられたと、つかまったという話

があるんですが、いろいろ聞くとそれで違反と
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して点数を引かれたということは聞かないよう

なんですよ。実際それがうわさがうわさで言っ

ているだけの話のようですから。

ただ、それは警察の方々もそういう免許セン

、 、ターのところに その車両がないわけですから

できれば、大型ででも免許を取ってくださいね

、というような話にはなっているようなんですが

ただ 「もし、事故をしたときにはどうなります、

か」と聞くと 「事故をしたときには完全に無免、

許ということになりますよね」と言われるわけ

ですよ。そうすると、いつどうやって事故が起

きるかわからないという状況で事故になったと

きにはやばいですよという、そういうあやふや

な制度であってはいかんのかなというふうに思

いますから、１台当然ながら車両が入るべきと

―いうふうに思うんですよ。でないと農業県

これがある程度免許何人かが取られると 「あそ、

この人が今出たから、今つかまえに来い」と言

われるんだそうですよ。だから、お互いお金か

けて免許取ってくるわけですから、隣の人は金

をかけてないわけですから 「今出たから、今つ、

かまえに行け」というふうな通報をするという

話を聞くんですよ。こうなってしまうと、にっ

ちもさっちもいかない状況が来るなというふう

に思ったもんですから、一回、どっかの時点で

こうやって話をさせてもらおうと思いました。

これ、一般質問でやっちゃうと県内のほとん

、どの農家の方は無免許でという形に書かれると

これ、ちょっとやばいかなというふうに思いま

したので きょうはマスコミの方が入っていらっ、

、しゃらないだろうというふうに思ってますので

今、話をさせていただいたところですので、十

分検討していただきたいなというふうに思いま

す。これ 「はい、します」とも言えないでしょ、

うから、検討していただいて、予算化していた

だきたいというふうに思いまして、関連した形

で質問させていただきました。よろしくお願い

します。

スクールサポーターのことで、生○井上委員

活安全部長にちょっとお話を聞かせていただき

たいですけど、今、学校現場には、もちろん警

察の方に来ていただきたいということもありま

すが、弁護士さんなんかも来ていただいて、訴

訟に至らないように、その知恵をかりるという

ようなこととかも今、起こりつつあって、例え

ば給食費の未納があって、それの取り立ての問

題がどうこうとか、学校内で何か子供がちょっ

とけがをしたというのなども訴訟問題になった

りとか、学校現場に教師以外のいろんな人たち

が入ることというのがすごく多くなったわけで

すよね。そのことについて、後で教育委員会に

もちょっと聞いてみたいと思うんですが、教育

委員会から要請があれば、学校に入っていくと

いうことになっていますが、そういうことも含

めてですけれども、教育委員会を中心として、

一緒に青少年の問題とかを話し合いをする場所

みたいなのというのは確保されているんでしょ

うか。青少年の犯罪も含めて……。

教育委員会と子供の非行○柄本生活安全部長

等についての話し合いは行われているかという

ことなんですけれども、これは、今、警察本部

とそれから教育庁の担当課ですね、それから、

現場というか、各署におきましては、各署の生

活安全課と各学校、それから各市町村の教育委

員会、それから教育事務所等との定期的な連絡

会議は行っています。学校、警察 「学警連」と、

言うんですけれども 連絡協議会というのつくっ、

ておりまして、そこでいろんな問題行動なんか

を定期的に話し合うという場はございます。た

だ、事件・事故とかいろいろ問題行動といいま
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すのはやはりそのとき 定期的には行われて―

いるんですけれども、そこでは情報交換程度の

ことでございまして、いざ必要になったときに

は、やはり学校では学校なりの対応だけで、警

察と十分に連携をとっていればいいんですけれ

ども、そこはお互いに最近個人情報の問題だと

かいろんなのが出てきまして、なかなか言えな

い部分もあるというところがありまして、そう

いう部分を含めて今回のは必要に応じて教育委

員会からの要請で行ってもらうということで、

スクールサポーター制度というのができていま

す。

これは平成14年から始まった全国的な取り組

、 、みでありまして こういうスクールサポーター

今、徐々にふえてきているんですけれども、導

入の説明につきましては、教育庁それから市町

村の教育委員会に導入の説明は行っております

けど、今のところ、これに対する反対意見もご

ざいません。また、スクールサポーターについ

ての学校側の対応ですけれども、これまで学校

側としては なかなか警察に言えない部分があっ、

たんですけれども、最近は、非常に連携という

か、連絡がうまくいくようになりまして、特に

今 私立の中学校 高校等については ひむかっ、 、 、「

子健全育成サポート制度」というのをつくって

いまして、お互いにいろんな情報交換をする。

それから県立学校、公立学校についても、今、

その作業を進めておりまして、間もなくこれも

実現できるものというふうに考えております。

それに合わせてサポーターが学校等に入ります

と、警察ＯＢを使いますので、今度は警察署と

の連携がうまくいくようになるんですね。専門

的な知識を持っております。そして、その的確

な対応なりとともに、警察との連携がうまくい

くという部分もございまして、これについての

教育委員会からの反対意見とか、そういうもの

は全く出てきておりません。例えば、昨年、延

。岡で発生しました高校生被害の殺人事件ですね

これにつきましては、警察、教育機関、それか

ら臨床心理士がチームを組んで女子高生のサ

ポートに当たったんですけれども、このような

チームづくりに大きな戦力になったということ

もありますし 警察と教育委員会というのはまっ、

たく違うノウハウを持っておりまして、それが

学校現場で協力し合うということは、今後の非

行防止、被害防止に大きく役立つんじゃないか

というふうに考えております。今後とも、警察

それから教育委員会、それから学校との連携を

密にして、将来の宝である子供を健全育成する

ための努力をいろんな方面からやってみたいと

いうふうに考えております。以上であります。

ぜひ、そこは丁寧にやっていただ○井上委員

ければな思っています。大概事件が起きたりす

ると、学校現場ではなかなかよくわかっていな

かったと、でも、学校から離れて地域に入った

ときには違う面が見えているというところとい

うのがすごく多いですよね。ですから、違う目

で子供たちをまた見ていく、地域で育てるとい

うことがすごく大事だと思いますので、ぜひ、

これについては、学校も非常に今までは閉鎖的

で、中に人を入れるということはしてなかった

んですけれども、こういう刺激がどんどんある

と、学校体制も少し変わっていくのではないか

なというふうに思いますので、努力をいただき

たいと思います。

続けて 「県民と警察の集い」の開催の経費で、

すけれども、私にすると、これはちょっと額が

低いんではないかと思うぐらい、ちょっともっ

とお金をかけてもいいのではないかというふう

に逆に思っています。先日ありました全国の音
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楽祭のときも、本部長ももちろんピアノを弾い

、 、ていただいて 警察庁長官も弾いていただいて

新たな面を見せていただくというのがいかに私

たち県民にとっても刺激になるかということが

私自身も実感できたという感じなんですけど、

あのときもそうですが、多くの皆さん、よく来

、 、 、ていただいてて そこもよかったし それから

ストリート音楽祭にも来ていただいててすごく

よかった。地域のそういう音楽隊と一緒にコラ

ボしていくということもすごくいいのではない

かというふうに思いますので、ぜひ、地域に出

ていただくと、私は、たまたま宮崎市にいるか

らそれが聞けるのか、それとも宮崎県内をどん

なふうにしてそういうふうな集いを広げていく

のかということがちょっと大事なのかなという

ふうに思うんですけれども、その方向性といい

ますか、そういうことについてはどんなふうに

お考えなんでしょうか。

警察音楽隊の活動でございま○田畑警務部長

すけれども、今回の県民と警察の集い開催経費

につきましては、毎年一回開催しております定

期演奏会にかかる費用としてお願いしているも

のでございますけれども、それとは別に、音楽

隊につきましては、年40回ぐらいいろんなとこ

ろから演奏を聞かしてほしいというような要望

が多数ございます。そういったものにできるだ

けこたえていこうということで、学校に出向い

ていったり、いろんな行事等に呼ばれていった

際に行って演奏をしていると、警察の広報とか

そういったも含めてやらせていただいていると

ころでございまして、これはまたいろんな要望

を受けたら検討させていただいて 出向いていっ、

て演奏したいというふうに考えております。

ただ、御承知かと思いますけれども、音楽隊

といえども、すべて警察官もしくは警察職員で

ございまして、別にそれぞれ本務の仕事を持っ

ております。そういった中で訓練と演奏会とい

うものを両立させながらやっておりますので、

大府県の警視庁だとか大阪のように、そればか

りをやっているということではございませんの

で、要望にこたえるには若干限度があるという

ことで、現時点では、年間40回ぐらいをめどに

そのぐらいの演奏会をこなしていこうというこ

とで今、頑張っているところでございます。

今回の予算は、それとは別の定期演奏会のみ

に必要な予算ということでお願いしておるもの

でございますので、先ほど言いましたように、

演奏活動等につきましては、できるだけ要望に

こたえるように努力はしてまいりたいというふ

うに考えております。御理解お願いを申し上げ

たいと思います。

もちろん警視庁音楽隊とか、特に○井上委員

また愛知もいい音を出しておりましたが、ああ

いうふうなところまでというふうには思ってい

ませんけれども、本当にいいかけ橋になってい

ただけると思います。ですから、ここはまた、

そこに所属している皆さんに対しては、本部長

の方からでもまた評価していただければという

ふうに私も思います。勤務をできるだけそこで

もやっていけるような状況がつくれるといいの

かなというふうに思っているところです。

それから、先ほど福田委員からも出たんです

が、暴力追放県民会議の今、賛助会員が134団体

という御報告をいただきましたけれども、これ

は本当にお力添えぜひいただきたいというふう

に思いますし、予算の規模がどんどん縮小して

いけばやれる行動というのも非常に限定されて

いくということになると思うんですよね。です

から、先ほども答弁いただいたので再度答弁は

要りませんが ぜひ この134団体からもっともっ、 、
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と団体数が広がっていくように、そしてまた企

業の皆さんからも御協力がいただけるように

ちょっと努力をいただくと広報活動と同時に、

お金も集まってくるという感じになるので、ぜ

ひ、これについては、もっと強力なアピールを

していただいて、そして、それに見合う活動が

、 、あれば 対価としてお金を払うことについては

皆さん喜んで出していただけるものと思います

ので、ぜひ、努力をしていただきたいというふ

うに思います。

ただ、私がちょっとお聞きしたいのは、この

財団法人になっておりますが、この理事長さん

。とおっしゃる方は警察ＯＢの方なんでしょうか

その方はどういう方なんでしょうか。

理事長は、従来は県知事をお○鬼束刑事部長

、 、願いしておったんですけれども 何年か前から

現在は宮銀の頭取の佐藤勇夫さんをお願いして

おります。以上でございます。

ぜひ 宮銀は 非常にお金もうかっ○井上委員 、 、

ていますので、佐藤さんからまた声をかけてい

ただくことも……。各企業にもっとアピールし

ていただいて、とても大事な活動の中身ですの

で、ぜひ、それは御協力いただけるように、134

団体からもっともっと団体数がふえていくよう

。 。に御努力をいただけたらと思います 以上です

今の県民会議のことですがね、部○米良委員

長、153ページですよ。今、４億9,500万であり

ますが、それぞれ基本財産として預け入れまし

て、有価証券としてあるわけですけれども、そ

れぞれの利回りといいますか 利息といいましょ、

うか、わかっておれば教えてくれませんか。

それともう一つ、さっき賛助会員の話があり

ましたが、我々が賛助会員になったときには、

寄附行為に当たるのかどうかですよね。そこ辺

はどうなんでしょうね。その２つ。

御説明いたします。○鬼束刑事部長

現在、基本財産が４億9,500万ございますが、

そのうち8,000万については北海道債で、これは

利回りが1.3％です。それから1,500万、これは

定期預金ですね。これが0.03ですね。それから

地方債、これは大阪市債と思いますけれども、

、 。 、２億円 これが0.5％ それから大阪府債１億円

これが1.8％、それから同じく大阪府債１億円、

これが1.3％、以上でございます。

それから、寄附の件ですけれども、これは私

も選挙、やっておりましたけれども、寄附につ

いては選挙区内のものにというふうに規定上は

なっておるんですよね。ですから、そこ辺が

ちょっとわかりませんけれども、それについて

は、ちょっと私が責任ある回答はできませんの

、 。で また追って調べて御連絡したいと思います

以上でございます。

これは、今、福田委員が「出す気○米良委員

があっとか、君は」と言うから、我々45名おり

ますからね、特に、やっぱり何らかに寄附行為

が当たらなければ、そういうことも考えてね、

どのくらいになるかわかりませんけど、一考し

てもいいなと思ったもんですからね。いいと思

いますよ。

それから、余計なことですけれども、刑事部

長、宮崎銀行の0.03というのはえらい安いもん

ですな、これは。さっき井上委員がお金持ちだ

と言うたけど、えらいちゃちですな、これは。

これについては、これはもう○鬼束刑事部長

決まったことですから、私がどうこうすること

はできませんけど、従来は、宮銀に相当お願い

しておったんですけれども、金利が安くなった

もんですから、いろいろ運用を検討して、宮銀

にもお願いしまして、了解をいただいて、特に

余りリスクがあってもだめですから、リスクが
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なくて金利がいいというものをいろいろ検討し

て 現在は府債を購入しておるという状況になっ、

ております。以上でございます。

ほかにありませんかね。西村委○太田委員長

員。

議案外でいいですか。○西村委員

その他報告までですね。その他○太田委員長

。 。はその他でやりますから 報告までいいですよ

それではその他で……。○西村委員

。○太田委員長 その他は後で聞きましょうかね

いいでしょうか。ほかの皆さんありませんか。

では、先ほどの件は、選管のほうと確認して

ということだろうと思いますので、各委員にま

た報告をお願いいたします。

それでは なければ その他ということで入っ、 、

ていきたいと思います。その他意見、何かあり

ませんでしょうか。

先般から、ちょうど先週報道特集○西村委員

でも特集に挙げられた例の鹿児島県警の志布志

。 、 、事件ですね ４年前の選挙取り締まりで 結局

中山さんという方が無罪になって、今回返り咲

くことができたという、11名の方ですかね。冤

罪に遭われたということで マスコミ報道によっ、

てですね、私のほうにも、この委員会に属して

いるもんですから、宮崎県警のほうはどうなの

かと。例えば、署内のノルマ制度とか、そうい

う手柄制度みたいなものはないのかとか。

逆に、これは警察庁全体、日本全体の警察の

信頼にも大きく影響する事件でしたから、そう

、いうことで本庁のほうからお達しといいますか

あえて取り組みというようなものが宮崎県警の

ほうにもあったのか、教えていただきたい思い

ます。

御存じのとおり、志布志事件○鬼束刑事部長

。 、というのがありました これは御存じのとおり

平成15年の統一地方選挙のときに、鹿児島県の

当選議員が現金買収等で12名逮捕されまして、

ことしの２月23日に全員無罪ということで、３

月８日でしたか、地検も控訴断念ということで

。無罪が確定したというような事件でありました

これを受けまして、私も５月に全国の部長会議

等もございまして、その席上等でも担当の局長

あたりから指導がございました。その中で特に

３点ですね、１つは捜査指揮の問題ですね。幹

部が事件の全体をとらえておったのかというよ

うなこととか、供述の状況とか、そういう内容

を把握しておったのかどうか、それからもう一

つは裏づけの問題ですね、裏付け捜査、これが

きちんとなされておったのか、特に、アリバイ

とかそういうものがですね。それから３点目と

、 、しては やはり取り調べでの言語対応の問題等

踏み字があったとかいろいろありました。こう

いう３点が指導がございまして、これについて

は、私も、翌日５月10日が全県下の署長会議で

ございましたので、署長に対してそのままこう

いう指導があったということで指示をして、宮

崎県ではこういうことが絶対ないようにという

ことでお願いをしております。今、言われたよ

うに、これは警察の捜査というのは、刑事訴訟

法という法律がありまして、それに詳しく、特

に強制捜査やる分については、裁判官の令状が

要るんだとか、国家公安委員会規則の犯罪捜査

規範でその中に捜査員の心構えとか、捜査手法

。とかそういうものが事細かに規定されおります

今、問題になるようなことではないんですけど

も、やはりこういう問題があったということで

特に警察庁長官からもこの問題については真剣

に受けとめてくれと、警察の捜査の信頼が失わ

れたということで、今後、こういうことが再発

しないようにということで、これは本庁からも
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文書でも局長名でまいっておりますし、緻密な

捜査をやりなさいということを事あるごとに指

導も受けておりますし、本庁からもわざわざ見

えて業務指導等も受けております。

そういうことで、本県においても、ことしの

異動で経営企画室というのをつくりまして、各

署に室長がじかに行って、具体的に本当に末端

まで浸透しているのかどうか、そこまで検証し

てやっておりますので、宮崎県では、こういう

ことは起こらないように最善の努力をしていき

たいというふうに思っております。以上でござ

います。

ほかにその他でありませんか。○太田委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって警察本○太田委員長

部を終了いたします。執行部の皆様には大変御

苦労さまでございました。

暫時休憩いたします。

午前11時26分休憩

午後１時01分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

本委員会に付託されました議案等の説明を求

めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明がすべて

終了した後にお願いいたします。

教育委員会でございます。よろ○高山教育長

しくお願いいたします。

まず、説明に入ります前に、おわびを申し上

げたいと思います。先日、知事からも説明のあ

りましたように 「不適正な事務処理に関する自、

主申告」の結果、教育委員会におきましては、

５つの所属で「預け」の事実が判明いたしまし

た。このうち、２つの所属におきましては、平

成19年５月31日現在、124万7,869円の残高が確

認されております。このような事実が確認され

ましたことは、議会及び県民の皆様方に大変申

しわけなく存じております。深くおわび申し上

げます。教育委員会といたしましては、今後８

月までを目途に予定されております「全庁的な

調査」におきまして、引き続き、徹底的な実態

把握に努めますとともに、再発防止に向け全力

で取り組んでまいりますので、御理解を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げたいと思いま

す。

次に、お礼を申し上げます。さきに開催され

ました「みやざき県民総合スポーツ祭」開会式

におきましては、太田委員長を初め、委員の皆

様方に御臨席いただきまして、まことにありが

とうございました。この場をおかりしまして厚

く御礼申し上げます。

それでは、平成19年度補正予算等につきまし

て御説明いたします。お手元の「平成19年６月

定例県議会提出議案」をお願いいたします。表

紙をめくっていただきまして目次をごらんくだ

さい。今回、御審議いただく予算関係議案は、

議案第１号「平成19年度宮崎県一般会計補正予

算」の１件であります。報告事項につきまして

は、目次の一番下、報告第２号「専決処分の承

認を求めることについて」の１件であります。

その他の報告事項といたしましては、お手元の

文教警察企業常任委員会資料をお願いいたしま

す。表紙をめくっていただきまして、目次の一

、「 」番下でございますが 公立学校の耐震化の状況

についてでございます。

それでは、予算関係について御説明いたしま

す。

委員会資料の１ページをお開きください。平

。成19年度６月補正予算課別一覧表でございます

平成19年度の補正予算編成に当たりましては、
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厳しい財政状況の中、宮崎らしい教育を推進す

るための事業を構築したところであります。平

成19年度の一般会計の補正予算額についてであ

りますが、表の下のほう、太線で囲んでおりま

すが、補正前は1,152億785万4,000円、補正額は

８億7,904万2,000円、補正後の合計は1,160

億8,689万6,000円であります。前年度の予算額

に対しまして100.2％となっております。増額の

主なものとしましては、骨格予算で計上しまし

た「西諸県地区総合制専門高校設置事業」にお

きます校舎建設等工事費などの増などによるも

のございます。教育委員会といたしましては、

施策を進めていくための必要な予算は、ほぼ確

保できたのではないかと考えております。

次に、教育委員会の平成19年度の重点施策に

ついて説明いたします。資料の２ページに重点

施策を掲載いたしておりますが ３ページの は、 「

ばたけ！宮崎の子どもたち」により説明をいた

したいと思います。

県勢発展のかぎは、人づくりにあり、郷土や

国の発展を支える子供たちはまさに地域の宝で

あります。そのような中、本県教育の現状とい

たしましては、教育に対する県民の期待の高ま

りや子供たちを取り巻く厳しい環境、学力、体

。力等の相対的な低下への懸念等が挙げられます

これらの現状によりまして、重点的に取り組む

べき課題をすぐれた知性をはぐくむ知育の充実

を初めとします３つに整理をいたしたところで

あります。

このような現状や課題を踏まえ 「知 「徳」、 」

「体」の調和のとれた健やかな子供を育成する

ため、３に示しておりますように 「明日の宮崎、

を担う子どもたちを育む戦略プロジェクト」に

平成17年度から取り組んでいるところでござい

ます。最終年度となります今年度は、４本柱の

施策はもとより、プロジェクト全体に係る横断

的な取り組みといたしまして、学校、家庭、地

域社会が一体となりました教育環境づくりに鋭

意努めてまいりたいと考えております。

まず、横断的取り組みの１つ目の「みやざき

の教師力アップ事業」におきましては、授業力

の向上を目指しました研修の充実を図ることに

よりまして、教職員の資質向上に努めてまいり

たいと考えております。また、３つ目の「 地域「

教育システム創造」実践モデル事業」におきま

しては、県教育委員会が中心となりまして、市

町村教育委員会や関係団体等との連携を図りな

がら、シニアパワーやコミュニティパワー等を

積極的に活用いたしまして学校、家庭、地域社

会におきます教育活動を支援する取り組みを進

めてまいりたいと考えております。

４本柱を構成いたします主な施策でございま

すが、一貫教育の推進につきましては、これま

で「小中連携推進事業｣や「中高連携推進モデル

事業」の成果等も踏まえまして、今年度新たに

地域の特性を生かした多様な一貫教育研究事業

。 、に取り組むことといたしました この事業では

構造改革特別区域を含む10地域程度の地域を指

定いたしまして、小中高の12年間を見通した小

中高一貫教育など系統性、一貫性を深めました

多様な一貫教育のあり方についての研究を行い

まして、その成果を県内各地に普及させること

によりまして、全県的な一貫教育を推進してい

きたいと考えております。

これらの取り組みを総合的に推進することに

よりまして、３ページの一番下の二重枠で囲ん

でおりますけれども、よりよい教育環境を整備

するとともに、より質の高い教育を提供するた

め、学校力、教師力や家庭・地域の教育力の向

上に重点的に取り組みます。これらによりまし
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て、戦略プロジェクトの効果的な推進を図りま

して、県民全体により子供たちの人間力を育成

する「教育県みやざき」の実現に向けまして、

全力で取り組んでまいりたいと考えおります。

私の方からの説明は以上でございますが、詳

細につきましては、担当課長が説明をいたしま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。

総務課関係について御説明申○梅原総務課長

し上げます。

お手元の歳出予算説明資料でございますが、

総務課のインデックスのところ、305ページをお

開きください。今回の補正は、一般会計予算995

万8,000円の増額補正をお願いしております。こ

の結果、補正後の額は、右から３番目の欄でご

ざいますが、33億9,177万1,000円となります。

以下、主なものにつきまして御説明申し上げま

す。

307ページをごらんください。下のほうにあり

ますけども （目）教育研修センター費（事項）、

教育研修センター費で728万7,000円の増額補正

でございます。その内容でございますが、１の

新規事業「インターネットでｅ－（いい）研修

事業」119万7,000円でございますが、これは県

教育研修センターにおきまして、教職員の資質

向上を目的として、インターネットによります

、講座等の画像配信システムを構築いたしまして

学校単位で校内研修や個人研修として、何回で

も視聴できる環境を整備するものであります。

その下にあります２の「教育研修センター施

設改修事業」609万円でございます。これは研修

センターの臨時的な施設修理等に要する経費で

。 。ございます 総務課については以上であります

財務福利課関係について○靍田財務福利課長

御説明申し上げます。

同じく歳出予算説明資料、これの財務福利課

のところをお願い申し上げたいと思います。309

ページでございます。今回の補正額は、一般会

計のほうで２億6,409万7,000円の増額をお願い

しております。なお、補正後の予算額は右から

３列目、上から１段目になりますけれども、特

別会計を合わせまして81億9,420万4,000円とな

ります。以下、主なものにつきまして事項別に

御説明申し上げたいと思います。

311ページをお開きください。まず、５行目の

。維持管理費6,360万6,000円を計上しております

これは校舎等の外壁剥落防止工事、こういうも

のを行うための経費でございます。

続きまして、312ページをお開き願いたいと思

います ２行目の学力向上推進費に1,267万3,000。

円を計上しております。これは県立学校の教育

用コンピューターのソフトの更新あるいは機器

。 、の修繕等に要する経費でございます それから

下のほうに参りまして、下から２番目内容設備

整備費1,609万2,000円、その下の産業教育設備

費1,474万4,000円、それから、313ページの産業

教育施設費460万8,000円を計上しております。

この３つにつきましては、県立学校での理科あ

るいは家庭科等の実験実習に要する経費、さら

にはまた、職業系高等学校における実習のため

の施設設備の整備を行う、こういう経費でござ

います。

次に、下から２番目の事項になりますけれど

も、県立学校運動場整備費に4,320万円を計上し

ておるところでございます。これは県立学校の

運動場に防球・防砂ネットの整備を行うもので

ございまして、本年度は都城商業高等学校、そ

れと佐土原高校の２校を予定しております。次

の県立学校体育施設整備費2,873万9,000円を計

上しております。これは宮崎工業高校の武道場
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の整備を行うものでございます。補正予算関係

は以上でございます。

続きまして、常任委員会資料のほうで御説明

申し上げたいと思います。常任委員会資料の16

ページをお開き願いたいと思います。そこにご

ざいますように、公立学校の耐震化の状況につ

いてでございます。この表は耐震化の全国の状

況につきまして、文部科学省が４月１日現在の

内容を今月の８日に公表したものをもとに、本

県分をまとめたものでございます。１の耐震診

断・補強実施状況をごらんください。

まず、県立学校の状況について御説明いたし

ます。Ａの欄は、耐震化の対象となります非木

造２階建て以上または床面積200平米を超える建

、 。 、物 これが県立学校は700棟ございます Ｂ欄は

昭和57年以降の新しい耐震基準でつくられた建

物が246棟、これは大きな地震があっても大丈夫

という耐震基準でございます。そういう建物

が246棟、Ｃ欄、これは昭和56年以前、旧耐震基

準で建てられた建物、これが454棟ございます。

Ｄ欄の上になりますけれども、これは耐震診断

を実施した建物で448棟ございます。これに解体

予定の建物６棟を加えたものが下の数字になり

ますけれども、454棟でございます。その結果、

本県の診断率は以上のとおり100％となっており

ます。次に、耐震化率について御説明申し上げ

たいと思います。Ｆ欄のとおり、補強済みの建

物は315棟でございます。この315棟とＢ欄に出

てきました、大きな地震にも耐え得るという246

棟、これを合わせた561棟を本県の県立学校全部

の棟数、いわゆるＡ欄の700棟、これで割ったも

のが耐震化率でございまして、そこにございま

すように、本県は80.1％となっているところで

ございます。前年度は54.8％でございましたの

で、Ｉの欄にございますように、全国順位は前

年度の24位から９位ということになっていると

ころでございます。

次に、小中学校の状況について若干御説明申

し上げたいと思います。Ｅ欄の耐震診断の実施

率が97.3％でございます。耐震化率はＨ欄のと

おり67.6％となっているところでございます。

全国順位は前年度の13位から11位という現状が

小中学校の現状でございます。

次に、今後の県立学校の耐震化の取り組みに

ついて御説明いたしたいと思います。そこにご

ざいますように、２の（１）のとおり、本年度

耐震補強工事を延岡高等学校ほか10校13棟で、

さらにはまた、耐震補強設計、設計のほうを小

林高校ほか９校12棟で予定しているところでご

ざいます 事業費は ８億9,378万2,000円となっ。 、

ているところでございます。

また、今後の計画といたしましては （２）の、

とおり、昨年度策定されました「宮崎県耐震改

修促進計画」に基づきまして、緊急度、さらに

は優先度、こういうものを考慮しながら、県立

学校の整備計画を作成しまして、この計画に基

づき、学校施設の耐震化に努めてまいりたいと

存じておるところでございます。財務福利課関

係は以上でございます。

よろしくお願いします。○飛田学校政策長課

学校政策課の補正予算について説明させていた

だきます。歳出予算説明資料の315ページ学校政

策課分をお願いいたします。学校政策課の補正

予算総額は１億6,866万5,000円でありまして、

補正後の総予算は１段目の列の右から３番目の

欄でございますが、21億7,081万9,000円となり

ます。以下主なものについて説明させていただ

きます。

317ページをお願いいたします。まず、上から

５段目 事項 県立高等学校再編整備費の1,523、（ ）
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万8,000円でございますが、これは新規事業「高

鍋農業高校実習施設緊急整備事業」に要する経

費でございます。高鍋農業高校の食品製造関連

、 、の実習棟は 昭和48年に建設されたものであり

老朽化が著しく、一部では雨漏りがするなど、

食品製造実習に支障を来しているところでござ

います。そのため、来年度までに現在の実習棟

を解体し、新たな実習棟を建設するものでござ

います。今年度は、２棟ある実習棟のうち１棟

を解体するとともに、新たな実習棟の実施設計

を行うこととしております。

次の（事項）学力向上推進費3,391万2,000円

でございます。１の「ハイスクール学力アップ

総合推進事業」1,768万8,000円は、普通科高校

９校を学力向上推進モデル校に指定し、教師の

指導力の向上、生徒の学習活動の充実、進路に

対する意識啓発などの視点で、それぞれの学校

に応じた学力向上対策に取り組みます。また、

県下で教科ごとに指導力のある教員を、教科指

導力向上支援教員として任命し、この支援教員

の授業を広く県下全教師に公開し、一般教員の

指導力の向上を図るとともに、この支援教員を

講師として県立、私立合わせて高校３年生の大

学進学希望者を対象とした合同学習会を開催す

るものでございます。４の新規事業「地域の特

性を生かした多様な一貫教育研究事業」497万円

につきましては、後ほど常任委員会資料にて説

明させていただきます。

次に、一番下の（事項）指導者養成費4,021

万8,000円でございます。このうち、２の新規事

業「小学校における英語活動推進事業」938万円

ですが、英語の歌とかゲーム、そういうものを

通して小学生に英語を親しませる活動を取り組

んでいるところですが、それを小学校英語活動

と呼んでおりますが、その実施率というのは全

国でも非常に高くなっております。本県でもそ

の活動は全小学校で実施されておりますが、そ

の取り組みには学校によってかなりのばらつき

がございます。そこで、小学校教員の指導力向

上を図るための研修を実施するんですが、その

研修に先立ち、国の事業を活用し、研修会の指

導者を養成したいと、さらに小学校英語活動の

拠点として10の小学校を指定し、教材の開発と

か、授業研究会、そういう研修会を実施するも

のでございます。３の新規事業「理科支援員等

配置事業」2,025万4,000円は、本県で実施しま

した小中学校学力調査の結果によると、本県の

小学生は、例えば科学的な思考あるいは観察・

実験の技能表現の分野というのは、十分でない

という状況がございます。そういうことから小

学校５～６年生の理科の観察・実験の時間に中

学校、高校の理科教員のＯＢ等、そういう方を

理科支援員、あるいは企業等から特別講師を配

置して、理科授業における観察・実験の充実を

図るとともに、小学校教員の理科指導力向上を

図るものでございます。

318ページをお願いいたします。上から１番目

の（事項）生徒健全育成費1,498万6,000円でご

ざいます。このうち、２の新規事業「問題を抱

える子ども等の自立支援事業」1,019万9,000円

は、本県生徒指導上の重要課題であるいじめ、

不登校、非行等の問題行動、そういうものの未

然防止、早期発見、早期対応を図るため、国の

事業を活用し、自立支援相談員７名を県内に配

置するなど、そういう手法によりまして、各地

域が抱える諸問題の解決のための総合的な体制

の充実を図るものでございます。次の３「自己

指導能力育成充実事業」1,419万円の減額補正で

ございますが、この事業のうち、これは国の事

業なんですが、不登校対策として事業化されて
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いた分が文部科学省が事業を見直しまして、昨

年いじめ等の状況が全国的にいろいろあったも

んですから、不登校だけじゃなくて、いじめ等

も加えた形で事業を立て直しました。それで、

先ほど説明いたしました２の「問題を抱える子

ども等の自立支援事業」という形で新しく組み

かえたということになりまして、そのために補

正をさせていただいたものでございます。それ

から４の新規事業「学校における豊かな体験活

動推進事業」1,788万円でございます。この事業

は、児童生徒の豊かな人間性や社会性をはぐく

むため、自然体験などさまざまな体験活動が重

要であることから、体験活動に児童生徒が取り

組むことにより、子供たちの豊かな人間性や社

会性の育成を図るものでございます。

次に、上から３番目の（事項）就学前教育推

進費188万3,000円の新規事業「宮崎の就学前教

育すくすくプラン推進事業」ですが、これにつ

きましては、後ほど常任委員会資料にて説明さ

せていただきます。

最後に、320ページをお願いいたします。上か

ら１番目の 事項 学校安全推進費2,283万3,000（ ）

円でございます。下の２の「地域ぐるみの学校

安全体制整備推進事業」2,208万円でございます

が、この事業は、スクールガードと呼んでおる

んですが、地域の学校安全ボランティアの方々

の養成研修、それからスクールガードリーダー

と呼ばせていただいているんですが、警察官Ｏ

Ｂ等の地域学校安全指導員による巡回警備等を

行う、そういう各種取り組みを通じて地域社会

全体で学校の安全に取り組む体制を整備し、子

供たちにとって安全で安心できる学校の確立を

目指すものでございます。歳出予算説明資料に

つきましては以上でございます。

続きまして、学校政策課の２つの主要事業に

ついて説明をさせていただきます。

常任委員会資料のほうをお願いいたします。4

ページをお開きください。新規事業「地域の特

性を生かした多様な一貫教育研究事業」でござ

います。

１の事業の目的でありますが、本県の子供た

ちに「知 「徳 「体」の一層の調和のとれた質」 」

の高い教育を提供するためには、小中高の円滑

な連携と接続を図る中で系統性、一貫性のある

教科指導による基礎学力の定着や、多様な交流

活動による豊かな人間性や社会性の育成等が必

要であります。そこで、地域それぞれの特性を

生かしながら、構造改革特別区域も活用し、小

中高の12年を見通した系統性、一貫性を深めた

教育を県内各地でこれまでにも増して推進して

いくための実践的研究等を行うものでございま

す。

事業といたしましては、２の事業の内容にあ

りますように、まず（１）の教育課程等のあり

方に関する調査研究を行います。①の一貫教育

調査研究地域による実践的な研究として、新教

科等の指導目標、それから内容等の検討に関す

る調査研究、学校種、小学校とか中学校とかい

う意味ですが、学校種を超えた教師の相互乗り

入れによる指導方法等の実践的な研究、一貫教

育推進上の課題解決のための意見交換、及び講

演会の実施などを行います。また②の教育庁内

プロジェクト会議を設置し、全県下に一貫教育

を推進していくための手引等の検討を行うこと

としております。

また （２）の 中高一貫教育校についての調、

査研究として、有識者による調査研究委員会、

及び教育庁内プロジェクト会議を設置し、新た

な中高一貫教育校についての調査研究、その設

置理念や設置形態、設置地域等の検討・研究を
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行うこととしております。

なお、事業費につきましては、497万円でござ

います。

次に、５ページをごらんください。新規事業

「宮崎の就学前教育すくすくプラン推進事業」

についてであります。

１の事業の目的でありますが、昨年度策定い

たしました本県の就学前教育の指針となります

宮崎の就学前教育すくすくプランの具体的な推

進を図っていくため、関係機関等の代表等で構

成する推進会議を設置するとともに、研究推進

のための幼稚園・保育所を指定し、プランの実

践を図っていくものでございます。

２の事業内容の（１）にありますように、プ

ランの推進を図るための協議・検討を行う就学

前教育推進会議の設置や（２）にありますよう

に、プランを実践する研究推進の拠点となる幼

稚園や保育所を指定し、指定園がプランの実践

や成果をまとめて発表を行い、近隣の幼稚園と

か保育所に成果を広げていただく、そういうた

めの①の「元気な幼稚園・保育所モデル事業」

の実施や、プランの実践事例集の作成に向け研

究内容の充実を図るため、プランについての推

進状況について②の連絡協議会開催を実施する

ことといたしております。

事業費につきましては188万3,000円でござい

ます。

なお、６ページ、7ページに宮崎の就学前教育

すくすくプランの概要を示しております。参考

にごらんいただけたらと思います。以上でござ

います。

特別支援教育室の補○有馬特別支援教育室長

正予算について御説明いたします。

歳出予算説明資料の321ページをお開きくださ

い。特別支援教育室の補正予算は3,159万7,000

円でありまして、補正後の額は右から３番目の

欄でございますが、２億5,791万2,000円となっ

ております。

それでは、主なものを御説明いたします。323

ページをお開きください。まず （事項）特別支、

援教育推進費、上から５段目の枠でございます

が、199万1,000円の新規事業「宮崎県特別支援

学校総合整備計画策定事業」と、次の（事項）

特別支援教育振興費の７番目の新規事業「発達

障がいに対応した指導力向上事業」367万円につ

きましては、後ほど常任委員会資料で御説明い

たします。８番目の新規事業「養護学校スクー

ルバス整備事業｣1,629万1,000円でございます

が、これは障がいのある児童生徒の通学の安全

確保を図るとともに、保護者の負担軽減を図る

ため、延岡南養護学校にスクールバス３台を運

行させるための経費でございます。歳出予算説

明資料につきましては以上でございます。

次に、常任委員会資料をお願いいたします。

８ページをお開きください。新規事業｢宮崎県特

別支援学校総合整備計画策定事業｣でございま

す。

１の事業の目的でございますが、学校教育法

が改正され、特別支援学校の創設が可能となっ

たことから、これまでの宮崎県立盲・聾・養護

学校再編整備計画を見直し、新たな視点で特別

支援学校の総合整備計画を策定するものでござ

います。

、 、（ ）２の事業の内容といたしましては まず １

｢宮崎県特別支援学校総合整備計画｣策定委員会

の設置でございますが、学識者や医師、障がい

者団体の代表等で構成し、新たな視点で総合的

に今後の本県における特別支援学校のあり方を

検討することとしております。次に（２）｢宮崎

県特別支援学校総合整備計画」策定作業部会の
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設置でございます （１）の策定委員会の検討を。

受け実態調査等策定に係る具体的な作業を行う

ものであります。

３の事業費といたしましては、199万１,000円

となっております。

次に ９ページをごらんください 新規事業｢発、 。

達障がいに対応した指導力向上事業｣でございま

す。

１の事業の目的ですが、学校教育において、

現在、喫緊の課題となっております発達障がい

について、広く理解啓発を図るとともに、教職

員の高い専門性を確保するため、研修会等を実

施し、特別支援教育の一層の充実を図るもので

あります。

２の事業の内容ですが、まず（１）発達障が

いに関する理解啓発の推進でありますが、まず

①としまして、すべての小中学校の管理職・教

員を対象とした研修を実施するとともに、幼稚

園・保育所、高等学校には特別支援学校の職員

、 。を派遣し 研修支援を行うこととしております

また、②でありますけれども、保護者、一般県

民を対象として発達障がいや特別支援教育につ

いて理解を図るため、発達障がい理解啓発セミ

ナーを県内７カ所で行うこととしております。

次に(２)発達障がいに関する実践研究の推進で

ありますが、①にありますように、幼稚園、高

、 、等学校 特別支援学校から実践研究校を指定し

発達障がいに対応した指導について実践的に研

。 、 、究してまいります また ②にありますように

すべての特別支援学校において、地域の小中学

校等の教職員も含めた専門的指導力向上のため

の研修会を行います。次に （３）特別支援教育、

に関する高度な専門性の確保でありますが、各

学校の特別支援教育コーディネーターが指導や

相談方法 連絡調整方法等の技能をステップアッ、

プするための中・上級レベルの研修を県教育研

修センター等で実施いたします。

３の事業費といたしましては、研修に係る講

師の謝金や研修生の旅費等といたしまして367万

円となっております。特別支援教育室といたし

ましては以上です。

教職員課関係の補正予算に○堀野教職員課長

ついて御説明申し上げます。

歳出予算説明資料の325ページをお開きくださ

い。一般会計で1,589万2,000円の増額補正をお

願いしております。その結果、補正後の額は右

から３列目でございますけれども、989億5,256

万3,000円となります。それでは、主なものにつ

いて御説明いたします。

327ページをお開きください。上から６段目の

（事項）教職員人事費でございます。今回、教

職員人事管理に要する経費といたしまして1,477

万8,000円の増額補正をお願いしております。そ

の主なものといたしましては、まず、ウの「学

校の組織運営に関する調査研究事業｣の400万円

であります。これは文部科学省の委嘱事業で教

職員評価制度と学校事務の共同実施の改善など

に向けた研究を行うものであります。

次に、エの新規事業｢みやざきの教師力アップ

事業｣の900万円でございます。これは後ほど委

員会資料で説明させていただきます。補正予算

関係につきましては以上でございます。

次に、お手元の平成19年６月定例県議会提出

議案をお願いいたします。

55ページをごらんください。報告第２号｢専決

」 。処分の承認を求めることについて であります

平成18年度宮崎県一般会計補正予算第７号でご

ざいますけれども、その内容につきましては、

恐れ入りますが、60ページをお開きください。

一番下の教育費の欄であります。教育総務費に
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つきましては、平成18年度中の退職者及び退職

手当支給額が確定したことに伴いまして、３

億5,065万5,000円の減額補正を行ったものでご

ざいます。その主な要因は、定年退職者や勧奨

退職者の減により退職手当額が見込み額を下

回ったことによるものでございます。

最後に 「みやざきの教師力アップ事業」につ、

、 。いて 委員会資料で御説明させていただきます

委員会資料の10ページをお開きください。

まず１の事業の目的についてであります。教

員に求められる授業力、幅広い社会性、マネジ

メント力の育成を目指した取り組みを組織的・

段階的に推進することにより、教員一人一人の

力量と学校の組織力の向上を図るものでござい

ます。

次に、２の事業の内容であります （１）の①。

の校内研修推進モデル事業は、15校程度のモデ

、 、 、ル校を設定し 例えば 授業力を高めるために

大学との連携による授業研究を行うなどの新た

な校内研修を実施しまして、その成果を取りま

とめた上で、各学校の取り組みを促進していき

たいと考えております。②の授業力リーダー養

成事業は、小中高の研究教科ごとに５つの塾を

開設し、授業力にすぐれたベテラン教員の指導

のもと、県内の若手教員から応募した意欲ある

５名の塾生が２年間にわたり定期的に集合し、

実践的な研修を行うものであります。このこと

、により若手教員の授業力の向上を図るとともに

研修会などにおけるリーダーとして育成してま

いりたいと考えております ③のスーパーティー。

チャー制度推進でございます。すぐれた実践を

行っている教員をスーパーティーチャーとして

委嘱しておりますけれども、県外大学の研修等

を通して、一層の資質向上を図ることにより、

公開授業等を通して本県教員の授業力の向上に

努めまいりたいと考えております。

（２）の人材育成プラン推進事業につきまし

ては、プランの普及・啓発に向けた会議や研修

等を行うこととしております。

事業費につきましては900万円をお願いしてお

ります。以上でございます。

それでは、生涯学習課関○勢井生涯学習課長

係の補正予算について御説明いたします。

歳出予算説明資料の329ページをお開きくださ

い。一般会計で5,117万4,000円の増額補正をお

願いしております。その結果補正後の額は右か

ら３番目にございますように ６億2,837万3,000、

円となっております。以下、事項別に主なもの

につきまして御説明いたします。

次の331ページをお開きください （目）の社。

会教育総務費でございますが、ページの中ほど

の（事項）成人青少年教育費484万6,000円でご

ざいます。これは青年団活動の充実を図るため

に実施される全国青年大会と宮崎県青年大会に

対する補助金交付に要する経費でございます。

次に （事項）家庭教育振興費の385万7,000円、

でございます。これは１の改善事業｢地域いきい

き読書活動推進事業」に要する経費でございま

すが、これにつきましては、後ほど常任委員会

資料で御説明させていただきます。

続きまして、332ページをごらんください。一

番上のほうでございますが 目 図書館費の 事、（ ） （

項）図書館費651万3,000円でございます。これ

は県立図書館の防水補修工事などに要する経費

でございます。

次の（事項）奉仕活動推進費440万3,000円で

ございます。これは１の新規事業｢図書館情報シ

ステムセキュリティ強化対策事業」に要する経

費でございます。現在、県立図書館では利用者

約17万人分の個人情報、それと約100万件の図書
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情報を保有しております。この事業は、これら

の情報に関する個人情報の保護体制整備、それ

から情報セキュリティの確保を目的としますと

ともに、不審者等への危機管理対策として実施

するものでございます。

続きまして、中ほどの（目）美術館費の（事

項）美術館費672万3,000円でございます。これ

は県立美術館の外観の鉄骨腐食防止に要する経

費でございます。

次に （事項）美術館普及活動事業費1,804、

万1,000円でございます。主なものは５の県美術

館展の開催経費でございます。

次に、333ページでございますが （事項）美、

術館資料整備費の638万8,000円でございます。

主なものは１の資料収集費でございます。これ

は寄贈作品等に対する審査、それから作品輸送

等に要する経費でございます。補正予算の説明

は以上でございます。

次に、主要事項について御説明いたします。

常任委員会資料の11ページをごらんください。

改善事業の｢地域いきいき読書活動推進事業｣で

ございます。この事業は、昨年度まで実施して

おりました「宮崎県読書活動総合推進事業」を

、 。さらに充実させ 再構築したものでございます

まず１の事業の目的でございます。近年国民

の活字離れや読書離れの傾向が指摘され、また

幼児期からの子供の読書習慣が十分に形成され

ない状況が憂慮されております。そのため、地

域ぐるみの読書活動を全県的に推進することに

、 、よりまして 家庭・地域の教育力の向上を図り

子供の健やかな成長や心豊かな人づくりを目指

すものでございます。

、 、 （ ）次に ２の事業内容でございますが まず １

の読書活動推進講座につきましては、各教育事

務所において読書の重要性に関する講話や読み

聞かせの技術向上に関する演習等を実施するも

のでございます （２）の地域ふれあい読書祭り。

につきましては、各市町村におきまして地域の

図書館や読書活動ボランティア等と連携し、読

書活動推進に関する講演や実践発表、絵本の読

み聞かせ等を実施するものでございます。

事業費としまして385万7,000円を計上いたし

ております。以上でございます。よろしくお願

いいたします。

スポーツ振興課関係○得能スポーツ振興課長

について御説明いたします。

歳出予算説明資料の335ページをお開きくださ

い。一般会計で２億381万3,000円の増額補正を

お願いいたしております。その結果、補正後の

額は13億896万3,000円となります。以下、主な

ものにつきまして事項別に御説明いたします。

337ページをお開きください。まず（事項）社

会体育指導費、表の5段目でございます。8,310

万8,000円の増額補正をお願いいたしておりま

す。主なものは４の「生涯スポーツ拠点施設整

備促進事業」で、生涯スポーツ活動拠点施設の

改修を行う市町村に対して補助を行うものでご

ざいます。

次に、一番下にあります（事項）スポーツ施

設管理費でございますが、4,900万円の増額補正

をお願いしております。県総合運動公園内の陸

上競技場改修に係る経費でございます。

。 （ ）338ページをごらんください ２段目の 事項

体育大会費でございます。3,741万7,000円の増

額補正をお願いしております。主なものは２の

｢全国スポーツ・レクリエーション祭｣を本県で

開催するための経費ですが、詳しくは後ほど常

任委員会資料で御説明いたします。

次に、その下にあります（事項）体育振興助

成費でございますが、1,005万8,000円の増額補
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。 、正をお願いしております 内容につきましては

全国高校総体への派遣など、各種体育団体の活

動促進のための経費でございます。

次に、その下にあります（事項）競技力向上

推進事業でございます。2,116万4,000円の増額

補正をお願いしております。339ページをごらん

ください 主なものは改善事業の みやざきジュ。 「

ニアアスリート育成事業」のほか、ルール改正

や老朽化に対応するための競技用具の整備に要

する経費でございます。みやざきジュニアアス

リート育成事業につきましては、後ほど常任委

員会資料で御説明をいたします。

続きまして、主要事業について御説明をいた

します。常任委員会資料の12ページをごらんく

ださい。新規事業の｢全国スポーツ・レクリエー

ション祭開催準備事業｣でございます。全国ス

ポーツ・レクリエーション祭は、１の事業の目

的にありますように スポーツ・レクリエーショ、

ン活動を全国的な規模で実践する場を提供する

ことによりまして、国民の生涯を通したスポー

ツ・レクリエーション活動の振興を目的に毎年

各県持ち回りで開催される大会であります。平

、成21年秋の本県開催を予定いたしておりまして

本年度から本格的に準備を進めるものでござい

ます。

２の事業の内容でございますが、７月には関

係各課・団体の方々をメンバーとする準備委員

会を発足させたいと考えております。今後の具

体的な取り組みとしましては （２）から（４）、

にありますように、大会に向けての啓発活動や

スポーツ・レクリエーションの普及活動、プレ

イベントなどを開催してまいります。

３の事業費につきましては、2,069万2,000円

を計上いたしております。

次に、資料の13ページをごらんください。改

善事業「みやざきジュニアアスリート育成事業｣

でございます。この事業は、１の事業の目的に

ありますように、これまで実施してまいりまし

たジュニア養成事業やジュニア連携事業で得ら

れました基礎基本の習得や小中学校の連携、指

導者相互の交流などの成果を踏まえまして、各

競技ごとに一貫指導体制を確立させることによ

り競技力の向上を図り、九州や全国を舞台に活

躍するジュニアアスリートの育成を目指すもの

でございます。

２の事業の内容でございますが、各競技団体

が実施主体となり、県内トップ選手を集めての

練習会やスポーツ教室などのほか、指導者を対

象にした合同研修会を開催するものでございま

す。

３の事業費につきましては、450万円を計上い

たしております。以上でございます。よろしく

お願いいたします。

文化財課関係の補正予算に○井上文化財課長

ついて御説明申し上げます。

歳出予算説明資料の341ページをお願いいたし

ます。今回補正をお願いいたしておりますのは

一般会計予算１億2,552万1,000円の増額でござ

います。補正後の一般会計予算額は右から３列

目でありますが、13億6,548万円となります。以

、 。下 主な内容につきまして御説明申し上げます

343ページをお願いいたします。中ほどやや下

にあります（事項）埋蔵文化財保護対策費につ

きまして1,724万2,000円の増額をお願いいたし

ております。その内容は、埋蔵文化財緊急調査

補助であります。これは市町村が開発事業等に

伴って緊急に実施いたします発掘調査等に要す

る経費について、県がその４分の１を補助する

ものであります。

次に、一番下の（事項）博物館費であります
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が、4,040万8,000円の増額をお願いいたしてお

ります。その主なものは、説明欄の一番下であ

りますが、新規事業｢県民文化ホール解体工事及

び跡地の有効活用事業」3,401万3,000円であり

ます。これは本年４月１日をもって用途廃止と

なりました県民文化ホールの解体工事及びその

跡地の有効活用として駐車場の整備に要する経

費であります。

おめくりいただきまして344ページをお願いい

たします。一番上の（事項）博物館資料整備費

につきまして4,521万円の増額をお願いいたして

おります。その主なものは、説明欄の一番下の

４にあります民家園ふるさと文化再生事業4,014

万1,000円であります。これは昨年度総合博物館

の民家園のうち、老朽化の著しかった椎葉の民

、家を修理のため解体いたしておりましたものを

本年度復元して民家園全体の一層の活用につな

げようとするものであります。

その下の（事項）考古博物館教育普及費につ

きまして271万2,000円の増額をお願いいたして

おります。内容は改善事業「特別史跡西都原古

墳群地中探査・地下マップ制作事業｣であります

が、これにつきましては、この後、主要事業と

して御説明申し上げたいと存じます。予算補正

につきましては以上であります。

続きまして、主要事業について御説明申し上

げます。常任委員会資料のほうにお移りいただ

きまして、同資料の14ページをお願いいたしま

す。特別史跡西都原古墳群地中探査・地下マッ

プ制作事業であります。

まず、１の事業目的でありますが、平成16年

度から18年度まで実施してまいりました男狭穂

塚・女狭穂塚陵墓参考地地中探査の成果を踏ま

え、新たに本年度から平成23年度までの５カ年

計画で西都原古墳群全体の地中探査と陵墓参考

地内における墳丘墓を除く調査未実施部分につ

いての探査を行い 西都原古墳群全体の地下マッ、

プを作成することにより、日向古代史の解明と

本県からの国内外へ向けての歴史及び観光等に

かかわる情報発信の促進に資するものでありま

す。

２の事業の内容につきましては （１）にあり、

、 、 、ますとおり 西都原台地上における第１ 第２

第３等の古墳群はもとより、古墳群以外の部分

につきましても調査の対象といたすものであり

ます （２）の西都原台地周辺主要古墳群とは、。

西都原西方にあります百塚原古墳群などであり

ます。また（３）にありますように、過去12年

間にわたる同古墳群の探査結果のデータも重ね

合わせまして （４）にありますように、ＧＩＳ、

地理情報システムの利用により地下に埋も―

れている遺構等の地形状況を表示する地下マッ

プを平成23年度に制作するものであります。

３の事業費といたしましては、初年度分とし

て271万2,000円をお願いいたしております。文

化財課関係は以上であります。

人権同和教育室に○遠目塚人権同和教育室長

ついて御説明申し上げます。

歳出予算説明資料の人権同和教育室のイン

、 。デックスのところ 345ページをお開きください

一般会計で832万5,000円の増額をお願いいたし

ております。補正後の額は1,664万8,000円とな

ります。以下、事項別に御説明申し上げます。

347ページをお開きください （事項）人権教。

育総合企画費788万3,000円の増額をお願いして

おります。その下の説明欄１の人権教育総合企

画の推進740万7,000円のうち （１）の人権啓発、

資料についてでありますが、これは学級や家庭

等で人権について語り合っていただくため、身

近な人権問題等扱った啓発資料 「ファミリーふ、
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れあい」を作成し、小中高校の１年生に配付す

るものでありまして、今回478万円を計上してお

ります。

次の（２）新規事業｢人を大切にする子どもを

育てる人権文化充実事業｣につきましては、後ほ

ど委員会資料の中で説明させていただきます。

その下の２の人権教育行政会議から４の人権

教育状況調査につきましては、旅費や需用費な

どの業務の執行に必要な経費を計上いたしてお

ります。

次に 事項 人権教育連絡調整費で44万2,000、（ ）

円の増額をお願いいたしておりますが、これは

人権教育関係団体との連絡調整や人権教育の調

査指導に要する旅費等でございます。

続きまして、委員会資料の方をお願いいたし

ます。15ページをお開きください 「人を大切に。

する子どもを育てる人権文化充実事業」につい

てでございます。

（ ） 、事業の目的は １ にあります指導者の養成

そして（２）にあります学習教材の作成の２つ

でございます。これからの人権教育では、子供

たちに知識面だけでなく、豊かな人権感覚を身

につけさせることが大事になってまいります。

そのためには、子供たちが自分で考え、感じ、

行動するという主体的、実践的な学習方法を多

く取り入れる必要がありますので、そういった

専門的な知識や技能を身につけた指導者を養成

するとともに、あわせて各学校で教育を行う際

の学習教材を作成しようとするものであり、事

業期間としては２年間を予定しております。

、 （ ）具体的な事業の内容ですけれども まず １

の指導主事の派遣研修につきましては、指導主

事をＮＰＯ等が開催する研修会に派遣して、人

権教育の理論や指導技術を身につけさせるもの

でございます。次に（２）の参加体験型学習の

教材の作成配付でございますが、これは教職員

が人権教育を行う際の資料となる指導事例集等

を掲載したハンドブックを作成・配付するもの

でございます。

事業費につきましては、262万7,000円をお願

いしております。以上でございます。よろしく

お願いいたします。

、○太田委員長 執行部の説明が終了しましたが

まず、議案について質疑を行います。何かあり

ませんか。

これは学校政策課になりますか○長友委員

ね、320ページ。学校安全推進費の中の２番「地

域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」2,208万

というのが計上されておりますけれども、この

中にスクールリーダー等に関するお話もありま

したが、スクールリーダーに関する予算関係、

また内容といいますか、どういう内容が含まれ

ているのか、ちょっと教えていただきたいんで

すが。

。○飛田学校政策課長 答えさせていただきます

地域ぐるみで学校安全整備推進事業につきまし

ては、大きく２つの予算の使い方を考えている

んですが、１つは、専門家によるアドバイスを

いただくというのがスクールガードリーダーと

いう方々です。警察官ＯＢ、それから警備会社

の専門家を40名程度委嘱しまして、その方々に

学校を巡回していただいて、学校の警備上の問

題を学校に指導をいただく、あるいは実際に生

、徒が登校しているときの状況を見ていただいて

直接見ていただくこともですが、アドバイスを

いただくという専門家の集団をお願いしている

というのが１つの事業です。

それから、もう一つは、地域ぐるみで子供た

ちを守るということをお願いをしたいというこ

とで、スクールガード、いわゆる見守りをして
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いただく地域の方々をお願いしているところで

すが その方々に講習会というか スクールガー、 、

、ドの集いというような言い方をしたりしますが

講習会をするための予算、これが主なものでご

ざいます。実は、昨年度は数千名参加していた

だければいいのかなということで最初考えて

おったんですが、実際に活動をいただいている

方がスクールガードとしては２万人近くの方が

最終的に活動いただいたということで、そうい

う機運の醸成をしていただいたということを非

常に感謝しているところです。以上でございま

す。

スクールリーダーの話もさっき○長友委員

ちょっと出てきたと思うんですけども、ここに

ついてはどうですかね。

スクールガードリーダー○飛田学校政策課長

でございましょうかね。２つありまして、いわ

ゆる地域人材・シニアパートを利用した見守り

の方をスクールガードと呼んでおります。その

方々のリーダーということでスクールガード

リーダーという言い方をしております。そのス

クールガードリーダーという方が、警察官ＯＢ

とか警備会社の専門家、そういう形で活動いた

だいているところです。以上でございます。

もう一点、あとは、生涯学習課に○長友委員

なりましょうかね。333ページ美術館資料整備費

というのでございますが、前からいろいろ問題

になっておりまして、財政事情等から新たな収

蔵品の購入等は全く差し控えているという状況

でございますけれども、私、かつて書について

の収蔵についてお尋ねをしたことがありますけ

ど、いまだ、その状況というのは変わってない

のかどうかですね。書についての収蔵に対する

考え方というのをちょっとお尋ねしたいと思い

ます。

書につきましては、伝統○勢井生涯学習課長

的な文字文化の継承ということで、書の鑑賞機

会の提供につきましては、非常に意義あるもの

。 、 、と考えております ただ 本県におきましては

美術館のほうにまず所蔵がございませんので、

実際の展示につきましては、県美術展の開催、

あるいは各種の書道展での名義後援等でこうい

う機会の確保を図っているところでございます

が、展示につきましては、県総合博物館あるい

は図書館のほうが所有しております作品の展示

。等をことしの１月に行ったところでございます

そういうことで、展示については、どういう形

でできるかというのを調査検討してまいりたい

と思いますが、収集につきましては、現在のと

。ころまだ非常に厳しい状況かと思っております

そういう諸般の事情があることは○長友委員

、 、存じておりますが いろんな本県における文化

そういうものの集積をすこしでも図っておかな

くてはならないんじゃないだろうかと、ちょっ

と話が違いますけれども、観光等におきまして

も非常に文化的な観光資源といいますか、これ

がやっぱり古代というか、それを除いて乏しい

わけですね。現代のそういう書とか美術とかい

ろんな物を合わせて美術館とか博物館とかも一

つの観光のスポットということになっていこう

かと思うんですよ。そのときにそのようなもの

がもちろん県で全国に伍して活用できるような

ものがあれば、そういうものはやっぱり収集し

ておく必要もあろうかなと思うんですよ。だか

ら、これは引き続き要望としておきますけれど

も、そういう文化財等のいろんな収集につきま

しては、ひとついろんな考え方をめぐらしてい

ただいて、もし可能であれば、そのようなこと

をまたお願いをしておきたい、保留にしておき

たいと思います。
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もう一点、同じく博物館費についてでありま

す。343ページ、県民文化ホールが解体と、こう

いうことになりまして、跡地利用につきまして

今の御説明では駐車場と、こういうことになり

ました。それも大変重要な活用方法であろうか

。 、と思います 西都原の考古博物館といいますか

これが結構力が入っておりますので、神宮の森

の一角にあるこの博物館、この存在が少し薄い

かなと思うんですけども、やはり博物館等も県

を代表する顔になろうかと思うんですね。これ

も私はかつて一回お話をしましたけれども、博

物館があること自体、外側からなかなか見えな

いような状況で森の中にあるわけですね。だか

ら、観光で入っていくとしても、なかなか観光

バスとか何とかで行けばそれは自動的に連れて

いくわけでありますけれども、各人で行こうか

となった場合なんか特に全くわかりにくいとい

うこともあります。したがって、宮崎県にふさ

わしいという形でもいいんですけれども、やは

り博物館の中に入っていけば、それ相応のしっ

かりしたものがあるなという形での整備という

のが必要じゃないかと思います。一つの顔でご

ざいますから、そういうことにも心がけて、こ

れはもう駐車場等であろうかと思うんですけれ

ども、駐車場の整備にしましても、少し心配り

をしていただいて、そういう立派なものにして

いただきたいなと思います。何か特に説明があ

ればお願いしたいと思います。

まず、博物館の駐車場のこ○井上文化財課長

とでございますけれども、現在、これは博物館

が当初建設されました当時はまだ現在ほどの車

社会になっていなかったということもございま

、 。して 乗用車80台分の駐車場しかございません

今回、県民文化ホールを解体した跡地を利用さ

せていただきまして、こちらも駐車場にさせて

いただくことになりますと、現在の駐車場とほ

ぼ同じ面積でございますために、80台分が加わ

るということになろうかと思っております。た

だ、今、大型バスを駐車するスペースが必ずし

も整備されておりませんので、現在の駐車場の

ほうに大型バスの駐車スペースを５台分設ける

というふうな、駐車場につきましては整備の形

を考えております。

それから、総合博物館のほうが考古博に比べ

てやや地味な印象があるというふうなお言葉で

あったかと思いますけれども、実際に入館者を

比べてみますと、平成18年度における考古博物

館の入館者数は13万人超でございますが、総合

博の方は常設展と特別展をダブって数えること

もややありますけれども、20万人を超えており

ます。したがいまして、議員がおっしゃるよう

に、森の中にありますがために、人の出入りが

やや見づろうございますけれども、実際は大い

に利用されているという実態がございます。以

上であります。

特に、高齢者がふえてくる社会、○長友委員

それからまた、身障者の方々の社会的参加も非

常に多くなっておりますので、駐車場がすぐ近

くにあるというのは非常に大事なことになって

くると思いますね。そういうことに本当に大い

に気を配っていただいて、使いやすいものにし

ていければというふうに要望しておきます。

313ページの県立学校運動場整備に○福田委員

ついてお尋ねいたします。

佐土原高校の名称が出ましたが たしか ちょ、 、

うど開校20年目を迎えますですね。当時、運動

場についていろんな地域周辺からのクレームも

あったんですが、最近では落ち着いておったん

ですが、今回の改修ではどういうことをなされ

るんですかね。
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佐土原高校につきまして○靍田財務福利課長

は、防球ネットの整備工事を行いたいと思って

おります。

開校当初問題になった、運動場の○福田委員

砂の飛散対策は 今はうまくいっているんでしょ、

うね。

恐らくその辺は大丈夫○靍田財務福利課長

じゃなかろうかと、先ほど御説明申し上げまし

た都城商業高校のほうは、防球・防砂ネット、

それから今、委員御指摘の佐土原は防球ネット

でございますので、現場、校長先生等の御意見

等を踏まえた、そういう対応というふうに理解

しております。以上でございます。

次は317ページ、私のコンプレック○福田委員

スからこれは質問するんですが、小学校におけ

る英語活動の推進事業、今、小学校はどれぐら

いの程度のそういう英語教育に対する取り組み

が、本県では、平均的にはされているんですか

ね。

語学教育としての英語と○飛田学校政策課長

いうのではございません。言うならば……。

それはわかっていますから……。○福田委員

学校数としましては、県○飛田学校政策課長

内の全小学校で実施をしております。

小さい時期から英語になじむとい○福田委員

うことで、現実、我々は10年ぐらい習っても全

然英語が使えない状態ですから、国際化の中に

おいて比較的英語に弱い我々日本、その辺から

そういう小学校の英語教育が本格的にこれから

導入されるのかなと思っているんですが、この

指導者は現場の先生を教育するんですか。

今、委員の御指摘のこと○飛田学校政策課長

が一番の課題でありまして、小学校の先生で英

語の実際語学として指導のできる免許を持って

いる教員というのは、県内の小学校教員が3,000

超えるぐらいなんですが その中で 40名から50、 、

名程度という状況です。それで、その英語活動

という形で取り入れられた歴史も、平成11年に

学習指導要領が改訂になりまして、総合的な学

習の時間の中で、今、おっしゃったような意味

で、日本人が英語が使えるような意味でも期待

は大きいと、ただ、語学として英語を指導でき

るような体制というのは十分ではありません。

それで、我々が一番考えているのは、現状で

きちっと、ある質の高い教育をやりたい、それ

で県内に10カ所程度研究推進の拠点校をつくり

まして、そこに県の指導主事等が、小学校の英

語の専門家というのは今までいなかったわけで

すね。中学校や高校の英語の先生というのはい

るんですが、まず、教師に指導できるスタッフ

、 、を養成して そして集まりやすいということで

県内を10ブロックに分けまして、それで研修を

して、ある程度の、親しめる、触れるという意

味での英語活動の均質化を図りたいというのが

この事業のねらいでございます。

非常に時流にマッチした予算であ○福田委員

りますから大賛成でありますが、ぜひ、私ども

のような世代がまた生まれないように、徹底し

た、受験英語ではなく、実用の会話等ができる

ような初期段階の英語になれ親しむような施策

をしてほしいと思います。

もう一点、今、ふるさと納税に絡む問題で、

この前ある記事を読んでいましたら、大学の先

生が「いや、ふるさとで教育をしたと言うけれ

ども、実際、その教育の費用は国が面倒を見て

いるんだ」ということをおっしゃっておられた

んですよ 私も今 予算を見てなるほどなと思っ。 、

たんですが、教育委員会の予算の大半はこれは

先生方の人件費ですよね。この人件費九百数十

、億のうちのどのくらいの部分が県の持ち出しで
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あとどれぐらいが国が手当てしているんですか

ね、金額的には、この実数で見た場合に。３分

の１とか２分の１とかいろいろ言われてます

が……。

御案内のとおり、小中学校につ○高山教育長

きましては、義務教育でございますんで、義務

教育国庫負担が改正されまして、国が２分の１

から３分の１というふうになりまして、県はそ

の残りを持っていると、高等学校につきまして

は、義務教育ではございませんので、全額県費

で対応しているという状況でございます。

それなら、そういう御意見に対し○福田委員

ては高等学校は全額県費だよと、あとは全国一

律３分の１国費だよということで反論ができる

わけですね。これはふるさと納税制度の創設問

題に絡んで「いや、地方交付税で多額を措置し

ているから人材の養成ができているんだ」とい

うことをいろんな場でやられますとね、大変、

我々も心外でありますから、はっきり聞いてお

こうと思って。間違いないですね。ありがとう

ございました。

319ページの産業教育振興の農業高○野辺委員

、校の就農教育推進事業というのがあるんですが

これは就農を推進するために取り組まれた事業

ということになるんですかね。

まさに委員、おっしゃる○飛田学校政策課長

とおりの事業でございまして、今までどちらか

というと、知事部局・農政と農業高校というの

がいろんな取り組みは連携してやっていたんで

すが、もっと深い連携が必要だということで農

政、それから関係団体等が一緒になりまして、

農業高校ごとにそこの地域でいろんなプログラ

ムを開発して、例えば、先進農家が高等学校に

来てお話をしていただくとか、そういうような

ことを一つのプログラムとしまして、就農者を

ふやしてこうと、具体的に言いますと、今まで

の教育というのは、農業につくという子供をサ

ポートするということはやっていたんですが、

農業の魅力を農業高校に入ってきた生徒、ある

いはその下の段階まで、主としては農業高校の

生徒になるんですが、広めまして、できれば自

営をしようか、あるいは集落営農の担い手にな

ろうか、あるいは農業法人に行こうかというよ

うな子供がそういう目を広げるところまでも含

めて、幅広い取り組みをしたいということで始

めた事業でございます。

その背景には、やはり余りにも就○野辺委員

農する生徒が少ないというのがあるんでしょう

かね。今の実数はどれくらいになっているんで

しょうか。

農業高校を卒業して就農○飛田学校政策課長

する生徒、それから農業高校以外の学校を卒業

して農業大学校等に行かれる生徒さんおられま

すが、大ざっぱな数字で言いますと、農業高校

を卒業してすぐ自営をされるという方は、非常

に少のうございます。ただ、研修先で自営を意

図して研修される、あるいは農業大学校に行く

とか、いわゆる農業高校を卒業する段階で農業

に行こうという生徒さんが、大体昨年の状況で

言いますと、私がつかんいる数字では94名、100

名を若干下回るぐらいの数字ですが、それぐら

いの生徒がおります それ以前は 15年 16年 17。 、 、 、

年当たりは80人前後でしたので若干、しかし、

１年のことですからわかりませんけど、ふえて

いるかなと、そういう状況でございます。

、○野辺委員 就農する人が少ないということは

農業高校あたりで就農の教育が多少は欠落して

おったというのが背景にあるんですか。

これは委員がおっしゃる○飛田学校政策課長

点がないということはないと思うんですが、子
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供たちの就職状況、いろいろ考えてみますと、

やっぱり雇用、それから条件とかいろんなこと

がございます。ですから、総合的な視点で考え

ていく必要があるということで、農政とか関係

団体とも一緒に取り組ましていただいていると

ころです。学校の教育でも大いにそういうこと

。を奨励していく必要はあると認識しております

直接は関係ないんですが、学校再○野辺委員

編に関係しますけれども、今のは農業の後継者

ですが、林業の後継者ですよね、今、ようやく

国産材時代が到来したと言われてきつつあるん

ですが、そういう中で、私、以前から心配して

おりますように、林業教育については、日南農

林高校しかなかったというのもありますが、21

年スタートでしたかね、再編整備の中で林業教

、 、 、育 林業の後継者を育てるという面からの 今

再編整備の中での取り組みはどのようになって

いるんでしょうか。

まさにそういう視点は非○飛田学校政策課長

常に大事にすべき視点だと思っておりまして、

どう対応するかというのは実に苦慮しておりま

す。というのは、生徒数減の中で、子供たちに

質のいい教育を提供するときに、どうしても職

員数とかあるいはその農業に関する学科の生徒

数も少なくなります ただ 今 委員がおっしゃっ。 、 、

たような視点を十分踏まえながら、当事者の学

校と、私ども教育委員会の担当スタッフで研究

をしているところでございますし、門川農業高

校に総合学科に改編いたしましたフォレスト系

列ということも考えております。そういう視点

は持ちながら、現実的に子供たちにいい教育が

提供できるように、十分研究していきたいと考

えております。

文化財課の地下マップ作成事業270○野辺委員

万余り組んでありますが、これは一定の何か目

新しいものが出てきたんですかね。どんなでし

たでしょうかね。何か以前委員会であったと思

いますが、皇室のほうにお願いしていったよう

な経緯もあったんですが、その後の調査では何

か目新しいものが出てきたとかいうのはないん

でしょうかね。

まず、平成16年度から18年○井上文化財課長

度にかけまして、男狭穂塚・女狭穂塚がござい

ます陵墓参考地内のうち、墳丘墓以外の一部に

ついて調査を行ったその結果は報道等でも御存

知のことかと思いますけれども、この調査によ

りまして、女狭穂塚・男狭穂塚の形態が明らか

になったということ、それから、男狭穂塚・女

狭穂塚、この両古墳をめぐります周壕が重なっ

ているのかいないのかということが従来論争の

的でございましたけれども、重なっていないと

いうことがわかったと、こういうふうに著しい

考古学上の成果が上がりました。この非常に期

待以上の効果が上がったということがございま

して、この地下レーダー探査が非常に有力であ

るということがわかりました。この成果、有力

であるという認識を踏まえまして、これならば

西都原全体について地下レーダーでもって調査

をすれば、西都原の地下は当然今、見えていな

いわけでございますから、今、得られている以

上の各種データを得ることによりまして、３世

紀後半以降から古墳が築造されてきたわけでご

ざいますけれども、その古代史のなぞが今より

一層解明されるということは明らかでございま

すので、この期待をもって進めさせていただこ

うということでございます。

ただ、陵墓参考地内につきましては、これは

改めて宮内庁の了解を得ることが必要でござい

まして、先般、教育長を初め、この件につきま

しても宮内庁のほうにお願いをしてきたところ
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でございます。こちらのほうもこの５年計画の

中では、多分また改めて調査ができると思いま

すので、３年間の調査におきましても、著しい

成果が見られておりますので、５年間の調査、

西都原台地全体の調査ということで行われた暁

には、多大な成果が得られるものと思っており

ます。以上でございます。

今後も調査をされていくというこ○野辺委員

とになるんですかね。ちょっとよくわからない

んで……。

はい、本年度を初年度とい○井上文化財課長

たしまして、平成23年度まで５カ年計画で西都

原台地上全体の調査をするというものでござい

ます。以上であります。

地域の特性を生かした多様な一貫○井上委員

教育の研究授業のことについてちょっとお尋ね

したいんですけど、フォレストピアの中高一貫

、 、校ができて 一貫校というイメージというのは

五ヶ瀬のイメージ、それから今度は西校にでき

たののイメージ、いろいろ考えられるわけです

けど、この研究授業のあり方がですよね、私も

一貫校というのがちょっといまいちわからない

ところがあるわけですけれども、過疎地のいわ

ゆる小中学校の統廃合と同一視される可能性も

ですよね もうちょっとよくわからないとこ―

ろがあるわけですよね。そのあたりがちょっと

テーマとしてというか、授業の目的の立て方と

しては、これはあるというふうに、これをない

とは私も言わないわけですが、何かそれちょっ

と進んでいくと、今まで統廃合、小学校が地域

からなくなったり、中学校がなくなったりする

ということについては、非常に不安感があった

んだけど、一貫校とかと言われると、何かそれ

でよしとしたような感覚を受けざるを得ないよ

うなところもあるわけですよね。このいわゆる

多様な一貫教育研究授業というのの考え方とい

うのをちょっと一回説明していただけたらと思

います。

２つに分けてお答えをさ○飛田学校政策課長

せていただこうと思いますが、１つは、一貫教

育の枠組みのことについて少しお話をさせてい

ただこうと思うんですが、中高一貫校というパ

ターンは、いわゆる入試の接続の段階でもつな

がっていくのが中高一貫校でございます。例え

ば、五ヶ瀬中等教育学校は６年間、いわゆる途

中でふるい落としと言ったらちょっと言葉が適

当じゃないかもしれませんけど、選抜の入学試

験は全くありません。ですから、中学校段階で

選考されて入った子供さんは６年そのまま行き

ます。これが中等教育学校というタイプの学校

です。それから併設型中高一貫校というのがご

ざいますが、宮崎西校の附属中学校がそれに当

たりますけど、これは中学校と高校は一応別で

、 、ございますが 附属中学校に入った子供たちは

入学試験を受けないまま高等学校の方に進学を

します。ただ、どこが中等教育学校と違うとこ

ろかというと、高校で入学試験を受けて入る生

徒さんがおられます。ですから、高校のほうが

広がりがあるという点が違います。それから、

本県では例がございませんが、例えば、隣の鹿

児島県で言えば、与論島に与論中学校と与論高

校というのが連携型の中高一貫校という形に

なっていますが、これは普通の県立高校等の入

学試験をしなくて、例えば、面接と作文とか、

そういう簡便な入試をしまして、それは接続を

前提とした形で市町村立の学校と普通都道府県

立の学校をつなぐという連携型の学校がござい

。 、ます 今回研究をしている事業につきましては

そういう入試の接続はありません。あくまでも

カリキュラム、授業内容とか指導の課程を一貫
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をしていこうというための研究でございます。

現在の学校教育をめぐる問題にはいろんな課

題がございます。例えば、規範意識、先ほどか

ら話題になりましたが、それから学力低下への

懸念、じゃ、これをどうやって今の枠組みの資

源を生かしながら解決していくか、そのときに

系統性、一貫性を重んじて、例えば、小学校で

こういう学習の仕方をしていて、それが中学校

１年にもずっとつながっていくというようなこ

とができたら課題解決はできるであろうと、あ

るいは具体的な実践研究を指定校でやっている

県外の例もあるんですが、中学校１年生とか高

校１年生、あるいは小学校１年生で前段階の学

校から進学をしてくるとき、非常に戸惑いがあ

る、小１、中１ 中一ギャップなどと言いま―

すが、いわゆるそのことによって不登校があっ

たり、あるいはほかの問題行動につながったり

する例がありますが、それを知っている学校、

小学校と中学校がかなり一貫したカリキュラム

で先生方も交流があって知っている学校で 知っ、

ている先生方、よくわかった先生、そして、１

回か２回か３回か、もっとになるかもしれませ

ん、学校に行ってわかっている学校、そういう

意味で非常に接続をよくして、そういうギャッ

プをなくしていこうという課題もあります。

それから、先ほど委員の御指摘の件に直接つ

ながってくることですが、それはどっちが先か

ということは難しいですが、例えば、小さい学

校においては、枠組みとして子供たちが生徒数

が少ないとコミュニケーションの場がありませ

ん。あるいは集団で活動する場がなかなか少の

うございます。そういう少人数の児童生徒の学

校において、じゃ、社会性をどう育てるか、コ

、 、ミュニケーション能力をどう育てるか それは

そういう学校が、実は、宮崎県おいて小学校で

今、学年１クラスの学校というのが大体６割程

度あるんですね。もう現在そういう状況でござ

います。そういう中で子供たちをどういう人間

関係を豊かにしていこうか、そういうことを考

えるためにどうしたらいいかというのを去年、

実は「教育改革推進協議会」という外部から意

見をいただく会をやりました。実は、それは有

識者とか大学の先生方とかが上部会としてある

んですが、それの実際の実務部隊の会としては

小学校・中学校の先生方、あるいは保護者の

方々、いっぱい入ってもらっているんです。そ

の中でいろんな意見をいただきましたが、やっ

ぱりそういうことを解決をするのには、今言っ

た３つの問題、いわゆる規範意識とか、学力に

対する不安の問題、あるいは学校接続段階での

安心感を得るような教育、あるいは少人数の中

で子供たちの社会性をどうやっていくか、そう

いうことにはやっぱり今の枠組みの中でこうい

う方向で踏み出すことがより質の高い、子供た

ちにいい教育を提供できるんじゃないか、そう

いうことの意見をいただきました。そういうこ

とを解決し、子供たちにいい教育を提供すると

いうことで私たちは研究をさせていただいてい

ます。

ちょっとまだぴんと来てないとこ○井上委員

ろもあるわけですが、入試に接続しているとい

うことについては理解ができるし、後段の部分

のところがちょっと感覚的に私とちょっと違う

ところもあるのかもしれないんですけど、教育

においても状況によっては地域間格差があると

いうふうに言われています。全体的な宮崎県内

の学力の調査ももちろん頭に入っていらっしゃ

るから余計にこういうことも考えられたんだと

思うんですよね。教育的環境といいますか、学

校間格差がもっと出るではないかというのが非
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常に心配もされているわけですけれども、そう

いう意味で言えば、宮崎で言えば宮崎の市内に

いたほうが得なのかとかという感覚というのが

皆さんあると思うんですよね。それで各教育事

務所ごとに、そういうブロック的な感覚で、そ

ういう一貫教育をできるような状況をつくって

いかれるイメージなのか、ちょっと私も具体的

なイメージというのがまだつかめないでいます

が、そういういわゆる親からしてみれば、教育

的格差が出てくるではないかというところの、

それをクリアできるようなものまで仕上げてい

けるような状況になるのかどうかですよ。そこ

はどういうことなんですか。

先ほど各地域の特性に応○飛田学校政策課長

じた一貫教育というお話をさせていただきまし

たが、実は、非常に井上委員のおっしゃった点

は我々も問題意識として持っているところです

が、単に、学力というのがそのペーパーテスト

、ではかられる学力だけでないと思うんですけど

そういう課題意識を持ちまして、県で学力テス

。 、トをやっております その中での状況でみると

必ずしも大きい規模の学校が有利だとかいうよ

うなことは結果は出ておりません。それで、い

ろんな仮説が成り立つんですが、少人数である

から先生方の指導が行き届くだろうということ

が言えます ただ そのことはそのことできちっ。 、

と検証しながら、今、我々がやっているのは各

教育事務所ごとに、教育事務所管内の状況を把

握して、それで先ほどの英語の話とも重なりま

すが、できるだけ先生方が集まりやすい、研修

しやすいということで教育事務所ごとに課題の

ある領域、あるいは課題のある教科についてど

ういう授業を組み立てる、いわゆる生徒に教え

、 、る授業をですが 施策としての授業じゃなくて

その授業をどう組み立てればいいかということ

の研修会をやっております。そういうことで、

どの地域においてもそういうことが取り組める

ようにやっていきたいと。

それは、この一貫教育につきましては、先ほ

ど申し上げましたような視点で課題を解決して

いって、メリットありますので、いろんな考え

がありますが、こういうよさを先ほど申し上げ

ましたけど、実践高を10地域ぐらいつくります

が そこで中学校 小学校 あるいは地域によっ、 、 、

ては高校までになりますが、教育課程、そのつ

、ながりをどういう教育課程をつくったらいいか

あるいはどういう指導のやり方をやったらいい

か、そういう事業の分ですね、それから生徒指

導だとか、家庭との連携のこととか、そういう

のを一つの手引きみたいな形にまとめて、これ

、をいろんなところに提供させていただきながら

参考にしていただくというようなことで、全県

的にそういういいノウハウというのは、どこに

でも適用できるように広げていきたいというふ

うに考えているところであります。

これは全国のレベルでいけば、こ○井上委員

の多様な一貫教育研究事業というのは、宮崎発

ですか、それとも他県で同じような研究事業を

やっているところってありますか。

全県下でやっているかど○飛田学校政策課長

、 、うかというのは私 ちょっと掌握してませんが

手元の資料では、全国で100地域ぐらいのところ

が一貫教育の研究をしています。ですから、１

つの学校でやっていらっしゃるところもありま

す。手法は大きく２つあるんですが、宮崎県で

で幾つかのところをやっておりますように、構

造改革特区を利用しているところ、それから文

部科学省が学校に指定をかけるんですが、研究

開発学校というのがございます。実は、今の学

習指導要領の枠にとらわれないで、新しい形で
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子供たちを伸ばすにはどうしたらいいか、研究

、をしていただくというのが研究開発学校ですが

その２つの手法で全国大体100地域、100地域と

は言えませんね。地域であったり、学校であっ

たりしますが、取り組んでいるということはつ

かんでおります。以上でございます。

これが、例えば、後で出てきます○井上委員

宮崎の就学前教育すくすくプランとか、すべて

にリンクしていくわけですよね。地域の子供た

ちをどうきちんと宮崎で教育できるかというリ

ンクにずっとなっていくと思うんですが、そう

いう意味からいうと、この多様な一貫教育の研

究授業というのは、ありとあらゆることを想定

した上で、それで総合政策本部なんかとも地域

、間にある教育的な施設関係もそうですけれども

いろんな意味でもっと地域力みたいなのをちゃ

んと精査した上で議論をしていって それとベー、

スとしては、先ほど私も言いましたとおり、平

均的に学力がみんなが上がっていって、そして

その地域にいて、どこにいても安心して教育が

受けられるということがとても大事だと思いま

すので、目的として突出した子供たちを幾つか

つくるということが必要なのではなくて、宮崎

県内の子供たち全体の学力が向上し、そして自

分が何かを選択しようとするときに、選択の幅

が広がるということがとても大事なわけで、そ

の環境が公平に、平等に享受できるという体制

というのがとても大事だと思うんですよね。

この議論を単に何というんですかね、お任せ

議論ではなくて、分野横断的というのが前にい

ろいろ議論されましたが、そういう形で、いろ

んな意味で議論が各部ともされないと、その教

育委員会だけでひねっているだけではちょっと

問題的にいろいろあるのかなということも考え

られますので、もうちょっとほかの部に対して

も提起をする。例えば、移住の問題を今、知事

が一生懸命やっておられますが、やっぱり教育

環境が整ってないから宮崎には来れないという

人もいらっしゃるわけですよね。ですから、そ

ういう意味で言っても、この環境が整うという

ことは移住の一つの条件にもなるということな

ので、納税者をふやすための条件にもなるとい

うことなので、それで、山間地にいて、林業の

担い手になってもそれも大丈夫と言われるよう

な状況というのをつくり上げないといけないと

いうふうに逆に思うわけですね。だから、何を

特色とするかということにも問題点はあると思

うんですが、ここをちょっとそういう意味での

議論の展開というのはいかがなんでしょうか。

非常に示唆に富んだ御提○飛田学校政策課長

案だと思っております。実は、どっちから先に

いこうかと今、考えながら迷ってしまったんで

すが、すくすくプランをつくったときに、私た

、 、ちどこと一緒にやったかというと 地域生活部

それから福祉保健部、いわゆる児童家庭課とか

生活文化課ともかなり連携をしながらやらせて

いただきました。実は、今度の地域の特性を生

かした一貫教育におきましても、特区をかけて

いる地域にしましても、県下、ある地域じゃな

くて、別々の地域でございます。それから、特

区以外の地域も今から考えて、市町村と今、事

前にずっとお話をさせていただいているんです

が、いろんな地域がございます。その中で特区

の場合は地域学という素材をやろうと、それは

まさに今、委員がおっしゃったように、自分の

、 、 、郷土の自然 歴史 それから産業等を見直して

そこを知って、子供たちがそこに誇りを持って

いけるようなものをやりたい、まさにそういう

ようなことを目指してやろうとしております。

そういう部分については、地元の人材等もかか
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わっていただくようなことになりますので、い

ろんなところでそういうアピールをしていくこ

とは必要だと考えております。

今、出ました一貫教育の研究事業○米良委員

の件ですけども、むしろ、中高一貫教育につい

ては、宮崎県は先駆者という全国に名をとどろ

かせた１つの例があるわけでありますが、やっ

ぱりそこ辺からの五ヶ瀬の中高一貫教育の成果

といいますかね、そこらあたりから各市町村の

教育長を初め教育委員会の皆さんたちが、いろ

んな示唆に富んだ計画を今練ってますよね。例

えば、日向では宮副教育長のもとで平岩の小中

一貫ですか、そういうものがちらちらしてきだ

しましたよね。県内教育委員会でですよね。そ

の場合に、ここでありますように構造改革特区

区域４市町というのが挙げられておりますけれ

ども、そういう特区制ということも大事であり

ましょうけれども、やっぱりある程度ここまで

きたら、時代の流れに乗っていくということか

らすれば、むしろ県の教育委員会がそれぞれの

市町村教育委員会に何らかのアドバイザーとし

ての働きかけといいますか、五ヶ瀬を例にとっ

てあれですけれども、そこ辺の大きな成果を踏

、 、まえてね こういう子供たちの教育については

今までの実績があるんですよというくらいの、

特区制じゃなくて、むしろそういうものをどん

どん奨励をしていくような方向づけというのを

県教委はやっていく時期に来たんではないかな

と、こう私は思えてならんのですが……。

、 、それからもう一つは 少子化の時代を迎えて

もう小学校も中学校も高校もですけれども、空

き教室がどんどんふえてきた。高校も統廃合し

なきゃならんという時代になってきたという、

そういう時代背景からしますとね、むしろ小中

一貫教育というのは、これから宮崎県、特に過

疎県でありますからね。田舎におきましては、

そういうことも含めて、統廃合という形を前提

にした小中一環教育という、そういうものの組

み立てというのは、課長、どういうふうにこれ

から考えていこうとしているのか。

五ヶ瀬の成果等を踏まえ○飛田学校政策課長

て市町村へアピールをしていき、そしてまた、

それが一つの新しい教育をつくっていくという

意見、本当にそのとおりだと思うんですが、実

は、五ヶ瀬の成果等につきましては、今度西高

の附属中をつくったときに、検証を随分させて

いただきました。実際、卒業生とか関係の方に

学校政策課に直接郵便でアンケートを返してい

ただくというような形で。その中でやっぱり一

貫教育のカリキュラムのよさ、それから、異学

年集団での社会性とか、ゆとりを利用して体験

活動をやるよさとかというのがいろいろ出まし

た。それを一つのベースとして西高の附属中を

つくってきたということでございますが、この

事業につきましても同じような視点で、先ほど

もちょっと触れましたが、手引をつくりたい、

我々はノウハウを共有したいと思います。

ですから、特区で指定を受けている地域は４

地域ですが、10地区を今考えているのは、特区

を受けてないところでも、そういう子供たちに

とっては一貫性持った教育、系統性を持って効

、率のいい教育というのは大事だと思いますので

。特区以外のところも一緒に取り組んでいきたい

それでいろんなやり方を、ノウハウ集といった

らちょっとおかしいですが、手引としてまとめ

て市町村にお返ししたいと思いますし、いろん

な形で今、市町村の教育長さん、いわゆる各市

町村での教育行政の担当者である方々にずっと

いろんな話をしておるところですし、また、全

体の市町村教育長さんの会の中でも、そういう
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説明をさせていただこうと、そういう紹介をし

ていきたいと考えております。

繰り返しになると思いますけれど○米良委員

も、やっぱりもうそういう時代ですから、どん

、どん先導的なそういう一つの役割といいますか

県の教育委員会の指導的な立場でどんどん奨励

をしたほうが僕はかえっていいんじゃないかな

という、今の井上委員ももちろん否定的ではあ

りませんけれども、そういう気がしてならんの

ですよ。ぜひひとつお願いしたいと思っていま

す。

それから、委員会資料の９ページであります

が、発達障がいに対応した指導力向上事業、こ

れが367万円組まれておりますけれども、これも

新しい事業だと思いますが、今、幼稚園・保育

所におきましては、特に発達障がいの子供たち

が非常に多くなってきたということですよ。こ

れは何でかなと思って、私もよく聞かされて頭

をひねるときがありますけれども、なかなかそ

、ういう原因についてはもちろんわかりませんが

実際にそういう子供たちを抱えてこれから専門

的な指導をされていく先生たち、これは宮崎県

にどれぐらいいらっしゃって、そしてまた、そ

、の先生たちを育てていくための何といいますか

先生たちをどのくらい見ていらっしゃるのか。

何十名の先生を育てないかんのかということだ

と思いますけれども、これは県内７カ所でセミ

ナーを行うということでありますが、これ、理

解啓発セミナーですから、まず、教育事務所単

位かなと思うんですけれども、できましたら、

市町村がそういうことで困っておるようなとこ

ろがたくさんあると思うんですよ。だから、そ

ういう調査をされたのかどうか、それによって

こういう組み立てをされたのかどうか、そこ辺

の実情もあわせてちょっとお聞かせいただきた

い。

発達障がいについて○有馬特別支援教育室長

は、御存じのように、喫緊の課題となっており

まして、ここ２～３年特に目立ってきておりま

す。文部科学省の調査によりますと、小学校中

学校に在籍している児童生徒の約6.3％が発達障

がいが疑われるのではないかと、断定している

わけじゃなくて、疑われるんではないかと言わ

れております。

それで、県教育委員会としましては、３年前

から特別支援教育コーディネーターの養成を

行ってきました。それで３年間で約888名の特別

支援教育コーディネーターを養成してまいりま

した。それで、現在は、すべての小学校、中学

校に１人ずつはそういった発達障がいについて

の研修を受けた特別支援教育コーディネーター

が配置されている状況であります。今、委員の

ほうから御指摘のありましたように、幼稚園や

ら保育園などにおいて大変お困りの状況があり

ます。これにつきましてもこういったコーディ

ネーター養成研修の中に幼稚園やら保育園の先

生方も参加してもいいということで養成をして

まいりました さらに 県内の14カ所の盲・聾・。 、

養護学校、今、特別支援学校と言っております

が、その特別支援学校のコーディネーターが地

域を巡回しまして、そういった方々への相談を

行うということも取り組んでおります。

、 、それから 先ほどのセミナーに関してですが

こういった発達障がいの、例えば幼稚園とか保

育園で発達障がいではないかなと幼稚園の先生

方がお気づきになって保護者の方に 「専門機関、

に行って診断されたらどうですか」というふう

、 、に促しても 外見上は障がいが見えませんので

なかなか同意していただけません。場合によっ

ては今、幼稚園・保育園は少子化しております
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ので、そこを強く要求しますと「もうここの幼

稚園はやめる、保育園はやめる」というような

。 、ことになってしまいます 幼稚園や保育園でも

こういったものに気づいておられてもなかなか

言えない状況があります。そこで、私たちは保

護者の方とか、一般県民の方に、やんわりとこ

ういった問題についての理解をしてもらうこと

がまず大事かなということで、今年から教育事

、務所管内ごとにセミナーを実施していきまして

専門家を呼んでそういったことの概念をお知ら

せしていきたいと思っております。

課長、その場合にですよね。発達○米良委員

障がいですから、家庭での子育ての途中におけ

るその過程で障がいが起こる場合と、何といっ

たらいいかね、情緒の関係かな、医学的にそう

、 、いうのがあったんだと あるんだという障がい

いろいろ考えられると、今課長がおっしゃるよ

うに難しい面があると。その場合におけるこの

教職員のいわゆる高い専門性を確保するための

ということがありますけれども、医学的にはど

うなんですか。あるいは家庭的なそういう情緒

不安定といいますかね、そこ辺から来る障がい

というのも考えられると思うんですけども、そ

ういう３つの視点からいったときの先生方のこ

れに対する対応というのは非常に難しいなと、

こう私は思うんですが 研修の内容としてもやっ、

ぱりそういうことを考える必要があるんじゃな

いでしょうか。医学的な立場からとかね、そこ

辺はどうですか。

御指摘のとおりでし○有馬特別支援教育室長

て、非常に医学的な問題とも絡んでおります。

、 、私たちが今 言っている発達障がいというのは

環境によって引き起こされるものではなく、先

天的にそういった気質を持って、医学的に診断

される子供たちのことを対象としております。

、 、例えば 家庭環境が非常に劣悪で学力不振とか

そういったものについては発達障がいとは呼ん

でいないわけであります。そういう意味では医

学的な知識がなければ、適切な対応はできない

ということになります。

したがいまして、先ほど御説明させていただ

きましたが、特別支援教育に関する高度な専門

性の確保という意味で、今年度ステップアップ

研修というのを考えておりまして、先ほど申し

ました888人養成しましたが、その中の特別支援

教育コーディネーターの方々に、もっとより専

、門的なことを学んでいただきたいということで

研修センターでの上級、中級のレベルアップの

研修 さらには宮崎市に発達障がい支援センター、

というのがありますが、そこにいわば体験的に

そのコーディネーターが行っていただいて、そ

このドクターのもとで教育相談のあり方とか、

保護者への支援のあり方とか実地研修していた

だくと、そういうことも考えております。医学

的な知識がないとなかなか対応できないことで

ありますので、そこあたりも今年度は力を入れ

ていきたいというふうに思っております。以上

です。

それからもう一つ、幼稚園、保育○米良委員

所ならわかりますけれども、小学校まで。高等

学校の研修ということになってくると、これは

どう理解をすればいいんですかね。

先ほどから申してお○有馬特別支援教育室長

りますように 小学校 中学校においては コー、 、 、

ディネーターを養成してきました。幼稚園・保

育園 高等学校については そういったコーディ、 、

ネーターがまだ十分養成されておりません。一

部の学校では自主的に参加されてそういったこ

とを研修を受けておられる方もございます。た

だ 発達障がいの子供は２歳３歳の時点から除々、



- 44 -

に芽を出してきますので、２次障がい、３次障

がいを引き起こしております。その子供たちが

高校になって発見されたときには非常な問題を

内包しています。

、 、私たちは できるだけ早い時期に発見したい

対応したいというふうに考えております。しか

し、不幸にして高等学校段階でそういうことが

、 、発見された生徒に対しては 周りの先生だとか

保護者だとか、級友がその子供を支援するよう

な教育環境を整えることが必要だと思っており

ます。まず第１には、高等学校の先生方にこう

いった子供たちへの基本的な知識を持っていた

だきたいということで、これまでにもかなりの

件数、特別支援学校の先生方が高校に行って、

職員研修の場でいろんなことを説明をしており

ます。そういったことを今後も深めていきたい

というふうに思っております。

むしろ、これは遅きに失したとい○米良委員

いますかね、多分本会議でもどなたか質問か何

かしましたよね 私は聞いておって 今に始まっ。 、

たことじゃなかったがな、いわゆる教育的な用

語として出てきたことであってね 今までもずっ、

と何か隠れた部分がひょっとしてね、あったよ

、 、うな気がしてならんかったもんですからね 今

室長がおっしゃいますようにね、非常に大事な

ことでありますから、いろいろ考えられること

を十分含めていただいてね、そして、それぞれ

市町村で反映をしていただくように要望申し上

げておきたいと思います。

それから、もう一つ最後に、委員会資料の10

ページに教師力アップ事業ということで改めて

事業が取り組まれておるわけでありますが、教

職員の人材育成という観点から、当然、先生方

には授業力とか管理能力とか、あるいは幅広い

社会性と、ここにも書いてありますけれども、

そういう実力に富んだ先生たちというのはこれ

は当たり前の話でね、むしろこれ、欠けておっ

たということになってくると問題の先生である

ということはこれは言をまたぬところでありま

すが、それぞれのところにいわゆる当てたとき

ですよね、今まで指導主事の役割というのがあ

りましたよね。学校現場における指導主事の役

割、課長ね、ありましたよ。今、その指導主事

というのは、どのくらいおられて、どういう形

で各学校の教職員との接点があるのかね、どう

なんですか、その人たちの能力というのは、選

び抜かれた人たちが対応しておったんですけれ

ども。指導主事というのは今、先生たちはどの

くらい……。

正確な人数は所管課のほ○飛田学校政策課長

うでお答えいただきますが、仕事をどんなこと

しているかということを紹介させていただこう

と思うんですが、学校に直接指導する指導主事

は、高等学校においては教育委員会事務局の中

に、例えば、私ども学校政策課、そしてスポー

ツ振興課、それから一ツ葉にあります教育研修

センター、あるいは人権同和教育室とかにおり

ます。そして、それぞれ領域に応じて大きく３

つぐらいの仕事をしているんですが、いろんな

研修の場での先生方へのいろんな働きかけ、そ

れから、学校が課題を抱えているときに、ヘル

プという手が挙がったり、あるいはこちらから

ヘルプをしたほうがいいと思ったときに学校へ

出かけていきます。学校へ行って 「こういう課、

」題についてはこうやったらいっちゃないですか

というような話をします。

それからもう一つは、全体的に学校へ訪問い

たしまして、学校の課題を一緒に共有するため

に学校を見て、そしてやっていくと、教科の研

修等では、もちろんいろんな研修会の講師もし
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ております。基本的には高等学校においても、

盲・聾・養護学校 盲・聾・養護は特別支援―

教育室にも指導主事おりますが、特別支援学校

につきましては、事務所にも同じような指導主

事がおりまして、同じような仕事をしておりま

す。

、 、 、ただ この事業との違いというのは 例えば

ちょっと例えが悪いかもしれませんが、パソコ

ンを習うのに何日か行って、非常に示唆を与え

ていただくということはありますが、隣で使っ

ている人、あるいは日常的に使う人、それから

学ぶということは非常に大事です。ですから、

そういうことも加味しながらいろんなトータル

のプランとして教職員課の方で検討されたのが

教師力アップ事業で、もちろん指導主事がそう

いう先生方の授業力、あるいは生徒指導、いわ

ゆるトータルとしての教師の力量をアップする

ことに一生懸命やっていることは事実でござい

ます。そういうのを、いろんな複合的な要素で

教師の指導力を上げていこというふうに考えて

いるところでございます。

これは国の補助事業でしょうか。○米良委員

それとも宮崎県教育委員会オリジナルでしょう

かね。

この宮崎教師力アップ事業○堀野教職員課長

でございますけれども、これにつきましては、

県単でございます。

当然、ここで最初、課長、今さっ○米良委員

、きおっしゃったようなことでいいと思いますが

教師力アップ事業ですから、教職員には選び抜

、かれた能力を持った先生たちばっかりですから

当然、授業力という、いわゆる指導力というの

はあるはずですよ。アイテムの授業力とかマネ

ジメント力とか、こういうふうにあるもんです

から、そこらあたりに視点を当てたときに、当

然、指導主事としての役割というのがここに出

てきていいじゃないかなと、こう思ったもので

すからお尋ねしたところなんですよ。改めて、

こういう事業が出てくるというのはそれはいい

と思いますけれども、やっぱり教職員の人材育

成ということからすると、それぞれの教育委員

会に派遣をされておる、あるいは教育事務所に

おられる指導主事の専門性としての力量という

のがそこで問われてきそうな気がするもんです

からね。お尋ねしたところなんですよ。

同じく関連して宮崎の教師力アッ○長友委員

プ事業ということですが、生徒にとって最大の

教育環境、それは教師だと、こういうことなん

です。施設とかいろんなことも大事になってく

るんでしょうけれども、教師自身というのが一

番大事になってくるわけですね。したがって、

こういう事業というのは非常に大事になってく

るわけですが、例えば①の校内研修推進モデル

事業、モデル校15校ということで設定をされま

して、先ほどもちょっとお話の中では校内研修

みたいな感じかなとも思いましたけれども、も

うちょっと具体的に、どんな感じで教師力アッ

プしようとされるのか、学校の中で。ちょっと

具体的な考え方を教えてください。

、 、○堀野教職員課長 現在 各学校におきまして

特に小学校とかにおきましては、水曜日に１時

間程度の終了後に校内研修をやっております。

各自各学校で独自な取り組みをいただいている

んですが、なかなかマンネリ化している傾向が

ありますので、こういう事業を通しまして、15

校程度手を挙げていただいて、その中で自主的

に各学校でお考えいただいて、異業種交流とか

も含めていろんな研修をやっていただきたいと

思っております。その研修を１年間終了後に事

、 、例集として取りまとめて 各学校にお配りして
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さらに各学校でやっていただきたいというふう

に考えているところであります。

大体小中高、何校程度にするんで○長友委員

すか。

小中高で15校程度考えてお○堀野教職員課長

ります。

その内訳……。○長友委員

この15校について内訳は特○堀野教職員課長

に考えておりません。それぞれ手を挙げていた

だいて、トータルで15校選びたいと思っており

ます。

予算措置というのはどんなふうに○長友委員

なりますか。

各学校に15万円程度の経費○堀野教職員課長

を小中学校でいけば補助金的に、また県立学校

については事務費として補助したいというふう

に考えております。

小学校あたりは非常によく研修さ○長友委員

れているという状況を我々も身近に感じている

わけですが、高校あたりになりますと、それぞ

れ偉い先生がたくさんおられまして、なかなか

これは難しい状況のような気がするんですが、

ちょっと高校あたりのがぴんと来ませんけれど

も、高校あたりで本当そういう時間が確保でき

るかどうか心配ですけれども、モデル校が出れ

ばそれはちょっと見にいきたいような感じがい

たしますので。

もう一点は、授業力リーダー養成事業、これ

。は研修センターかどこかでやるんでしょうかね

どういう形にこれ、なりますか。

この授業力リーダー養成事○堀野教職員課長

業つきましては、小中高、小学校２塾、中学校

２、高校１程度の塾を考えております。これは

それぞれ教科別に考えおりまして、意欲のある

先生、授業力にすぐれたベテランの教師の方を

中心に小学校でいけば事務所単位、中学校、高

校になりますと、教科的に限られてまいります

ので、全県的に募集いたしまして、５名程度の

塾生を募集いたします。そして、その班長、塾

生５名、あと、世話役というのを１人考えてお

りますけれども、計７名ぐらいでそれぞれの学

校なりに集合いただいて、実践的に模擬授業と

かをしていただいて、その中で指導力、授業力

を上げていただくというような仕組みを考えて

おります。

もう一点。スーパーティーチャー○長友委員

制度ですね、スーパーティーチャーの 済み―

ません これ もう一回定義といいますか スー、 、 、

パーティーチャー、教科の指導力とか生活指導

にに関する指導力とか、学級経営に関する指導

力とかすべてあると思うんですよね。このスー

パーティーチャーというのは、どんなふうに定

義されて、本県の場合は小中高でどれくらいい

らっしゃるものなのか、そのあたりちょっと教

えていただきたいんですけど。

スーパーティーチャーは、○堀野教職員課長

昨年度から試行的にやっている制度でございま

す。現在、18年は７名、小学校２名、中学校１

、 。名 県立学校４名の計７名を委嘱しております

選考基準につきましては、昨年度は試行的とい

うこともございまして、自己推薦及び校長の推

薦の中から選びました。それは授業力にすぐれ

た方ということを前提に、実際の授業をやる上

で、教材研究の深さとか、学級経営のやり方と

か、そういったものを個々に判断して、７名の

方を委嘱したということでございます。

その方々が、どういう活躍をされ○長友委員

ているか、あるいはまた、先ほど出ました指導

主事との関係性といいますか、それはどうなっ

ているのか、そのあたりを……。
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このスーパーティーチャー○堀野教職員課長

の方々は、１学期に１回の公開授業をやってい

ただきまして、学校の先生に来ていただいて見

ていただくと、あとは研修会等で講師になって

いただく それと あと 各学校の先生方が困っ。 、 、

たときの相談窓口的な、そういった役割を期待

、 。しておりますし 昨年もやっていただきました

指導主事の関係は、指導主事の方々はそれぞ

れ学校訪問されていろいろ指導されると思いま

、 、すけれども スーパーティーチャーについては

自分の学校において授業を公開することによっ

て、皆さんの授業力を上げていくというような

ことを考えております。

指導主事と兼務の方はいらっしゃ○長友委員

らないんですね。

、 。○堀野教職員課長 はい いらっしゃいません

わかりました。いずれにしろ、す○長友委員

ぐれた授業が行われ、またすぐれたそういう人

間的な指導といいますかね、それができるとい

うことが大事になってくるでしょうし、いま一

つ「知 「徳 「体」と、こういうことなんです」 」

が、本当に感じることは、いじめの問題とかい

ろんな問題にしましても、強い子供というか、

生きる力の強い子供というか、それを養成して

いかないと、集団でいじめるなんていうのは弱

いからやるわけですよね。本人が強く生きてお

れば周りをいじめるということはしないと思う

んですよね。だから、本当にそういう意味で、

もう一つ「知 「徳 「体」のベースになるもの」 」

として、強い生き方、それができるような子供

の教育というか、そこらあたりを少しまた考え

ていただきたいなと、強ければほかに対しても

また優しい心で接することができるといいます

か、そういう集団をつくっていけば、また一つ

の新たな活路は見出せるんじゃないかなととい

うふうに思います。これは一つの感想でありま

すけれども、とにかく非常に大事な役目を担っ

た教師の集団の方々でありますので、頑張って

いただくように、この事業がまた実りあるもの

、 。になるように 心からお願いしたいと思います

323ページの養護学校スクールバス○宮原委員

整備事業、延岡の南養護学校３台購入されると

いうことのようですが、別の養護学校にはもう

すべてこれ、整備が大体終わっているんですか

ね それとも○で入っているから これからずっ。 、新

と整備をある程度されていくのか、そこを聞か

してもらえませんか。

現在、スクールバス○有馬特別支援教育室長

は年次的に 計画的に整備をしておりますが 19、 、

年度が延岡南養護学校にスクールバスを導入す

るということでありまして あと５校程度スクー、

ルバスが配置されてない学校がございます。

スクールバスが現在運行○靍田財務福利課長

されているのは８校、具体的には盲学校、宮崎

養護学校、延岡養護学校、日南養護学校、宮崎

南養護学校、都城養護学校小林校も走っており

ます。それから都城養護学校、そして清武養護

学校、この８校で運行されております。それに

今回加わるということで御理解賜りたいと思い

ます。

あと、５校まだ整備されていない○宮原委員

ということですけど、あとどれくらいの台数が

今後年次計画で……。

スクールバスの整備につ○有馬特別支援室長

いては、必ずしも全校整備する必要があるとは

考えておりません。例えば、聾学校の児童生徒

、 、等は むしろ将来の自立と参加を考えた場合に

バスを使うとか、列車を使うとかいうようなこ

とのほうがその子供たちのたくましく生きると

いう意味では必要かなと思っております。そう
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いう意味から、今後の整備のあり方につきまし

ては、再編整備計画を今つくっておりますが、

その中で検討していきたいと思っております。

次に、これはスポーツ振興課で、○宮原委員

全国スポーツ・レクリエーション祭ということ

を平成21年の秋を予定されているということな

んですが、これは手挙げ方式というか、それで

誘致したものなのか、それか、順番で回ってき

たものなんですかね。

、○得能スポーツ振興課長 これにつきましては

手を挙げて誘致といいましょうか、事前に手を

挙げて、最終的に回ってくるというものでござ

います。

これまでの実績もあると思うんで○宮原委員

すが、何回目で、どのくらいの人数の方が参加

されて、何日間ぐらい開催される、また何種目

ぐらいの競技があるのかというのを教えていた

だきたいと思います。

今度宮崎県で開催さ○得能スポーツ振興課長

れる予定のが第22回ということになります。期

間は４日間の予定で、大体秋に開催が例年なさ

れている大会であります。人数としましては、

大体３万人規模の大会というふうに考えており

ます。

種目は２種類ございまして、１つは18種目ご

ざいまして、これは各都道府県代表参加種目と

言いまして、グラウンドゴルフだとか、ゲート

ボール、こういったようなものが18種目ござい

ます。もう一つは、開催県のほうで独自に実施

、をするフリー参加種目というのがございまして

これは大体７種目程度でございますが、ペタン

クだとか 健康マラソンだとか レクリエーショ、 、

ンダンスとか、そういったようなものが各県で

も開催をされているものでございます。

他県から来られるときに、代表参○宮原委員

加と言われる方は、やはりそこが幾らか援助さ

れるということになるんでしょうけど、フリー

の参加の場合は、全然そういった補助はない、

自主的に自分のお金で来られるということです

かね。

はい、そのとおりで○得能スポーツ振興課長

。 、ございます 各県代表ということになりますと

予選をして編成をされるチームが随分ございま

すので、旅費だとか、あるいはユニフォームだ

とかいったようなものの補助が考えられるとい

うふうに考えております。

、 、○宮原委員 これ最後にしますが これまでの

例えば前年どこかでかやられていると思うんで

すが、本県からの参加者というのは、過去どの

程度あったのかということを聞かせてもらえま

すか。

人数的には170名程度○得能スポーツ振興課長

が本県から参加をいたしております。

郷土教育推進事業費についてお伺○西村委員

いします。副読本作成費ということであります

が、これは毎年新しい物をつくるのか、少しず

つ新しくなった内容だけ継ぎ足すのか。あと、

これ何年生に使われているものかを教えてくだ

さい。

郷土教育資料につきまし○飛田学校政策課長

ては、データが各年変わってまいりますので、

。 、 、毎年更新しております 例えば 最近であれば

市町村合併等で枠組みが変わっているのに、子

供たちに提供する資料がそのままではいけない

ということですね。それで 「私たちの宮崎県住、

みよい郷土の暮らし｣ということで資料をつくっ

ておるんですが、小学校の３先生と４年生が２

年間ににわたって使っていただくということで

小学校３年生の段階で渡せるようにつくってお

ります。以上でございます。



- 49 -

これは内容を検討する機関という○西村委員

のはどこがやっているんでしょうか。

社会科の担当、先ほどか○飛田学校政策課長

ら話題になっております県の指導主事４名が担

当しまして、あと、関係のところの知恵もかり

ながらやっていきますが、その４名が主に、今

までつくってきた分がございますから、それの

内容を見直しをしながらやっていくと、１年間

いろんなデータを集めて、次年度用につくって

いるという状況でございます。

教科書検定とか難しい問題があり○西村委員

ますけど あれとは全く別個で これだけでやっ、 、

ているんでしょうか。

、○飛田学校政策課長 これは教科書ではなくて

何といいますか、副読本という形で使用してお

りますので、そのための資料として県民の子供

さん方に郷土を知っていただくということでつ

くっておる資料でございます。

財務福利課長にちょっとお尋ねし○井上委員

たいんですけど、耐震関係で校舎の入札にかか

わるものというのが幾つかありますよね。それ

で耐震補強工事というのが10校で13棟で、延岡

のほうで、耐震補強設計が小林のほうだという

のが出ましたよね。これは結局、それとか、こ

この財務福利課の状況ではないけれども、予算

書で上がってきているのの中に入札とかかわり

のあるものというのが幾つかありますよね。そ

れは教育委員会は全く関知せずに、営繕課のほ

うで全部一括やられて、こちらのほうに予算だ

けが上がっているという形ですよね。そのこと

に関してですけれども、それがどんなふうに、

例えば入札が行われて、入札結果がどうであっ

たかということについての報告というのは教育

委員会のほうではきちんと受けるようになって

いるんでしょうか。

今 井上委員 おっしゃっ○靍田財務福利課長 、 、

たように、予算はうちが計上して、実際は県土

整備部、昔の土木部でありますけれども、その

入札の結果は、当然、うちのほうが受けており

ますし、形はうちで働いている技術関係の方々

も同じところで異動していきますので、連携は

十分とれております。したがいまして、基本的

には、入札結果は、本課のほう、私どもの課は

報告を受けております。

例えば、こういうものであってほ○井上委員

しいとか、こうあっていただきたいみたいなの

というのはあるじゃないですか、希望とかいう

ものが。そういうものというのは十分伝わるよ

うにされているのかどうか、そこについてはい

かがなんでしょうか。

その辺については十分現○靍田財務福利課長

場の校長の御意見を賜りながら、関係課、本課

のほうにはつないでおります。以上でございま

す。

予算計上だけをこっちでするとい○井上委員

うことに対する考え方ですよね。それは予算上

やっぱり教育委員会のほうの予算として上げた

ほうが適切なんでしょうか。その考え方として

はどうなんでしょうか。

恐らくこれは行政改革関○靍田財務福利課長

連で入札関係、そういう営繕関係を一本化しよ

うという、そういう大きい流れの中で出てきた

形だと思います。しかし、予算を執行する知事

部局だけでは学校現場の内容等が十分つながり

ませんので、学校現場の意見を聞きながらつな

いでいくという、基本的には予算をうちが持っ

ているということはいいことじゃないかという

ふうには思っております。

文化財課長にお尋ねいたした○河野副委員長

いと思いますが、埋蔵文化財の保護対策に４分
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の１が県の補助と言われていましたが、国から

いくら来っとですか、これ以外で。

２分の１でございます。○井上文化財課長

残りは事業者負担になるわけ○河野副委員長

なんですか。

はい、４分の１は、事業者○井上文化財課長

負担という形になってまいります。

また地元のことを言って恥ず○河野副委員長

かしいんですけれども、清武町の上猪ノ原に竪

穴住居跡が出ましたわね。あれはあとどのくら

いかかっとですかね、調査は。

まず、今の上猪ノ原の遺跡○井上文化財課長

の状況でございますけれども、一時期報道で報

じられました折には、縄文時代草創期の住居跡

が６基出てきたということでございましたが、

その後、調査が進みまして、現在11基判明いた

しております。日本におきます縄文時代草創期

の竪穴住居址が最大の数であります遺跡が群馬

、 。県にございますが こちらは14基でございます

この後調査が進みますと、14基という数を超え

まして、現在の時点で日本で一番目という価値

といいますか、そういう状態に達する可能性が

多分にございます。したがいまして、極めて今

慎重に調査をする必要を感じておりますし、そ

れから、この貴重な遺跡の価値を、でき得る限

り、保っていきたいという必要性を感じており

ます。

いつまでかかるかというお尋ねでございます

けれども、まず、この農免道路のスケジュール

上の枠組みでございますが、平成20年度末まで

に道路建設を終えるということで工事が進んで

おります。それに伴いますところの埋蔵文化財

調査の日程でございますが、これは当初から平

成19年の年末までということでスケジュールが

組まれておりまして、上猪ノ原部分につきまし

ては、実は、当初、本年６月までというふうな

調査スケジュールでございましたが、船引台地

の下の部分につきましては、本年末までという

ことでございます。いずれにしろ、全部の調査

を終えませんと、工事の本格的な進捗はないと

思われるわけでございますけれども、台地の下

の部分につきましては、上猪ノ原についての調

査を終えて、その後、台地の下の部分の調査、

五反畑遺跡でございますね。２カ所ございます

が、五反畑遺跡というところは、上猪ノ原の調

査を終えた後に調査に取りかかるという当初予

定でございましたが、これは今、６月の当初か

ら並行して進めております。したがいまして、

調査全体といたしましては、別段遅延しており

ませんで、今のところ、地元の清武町におきま

しては、この期限内の道路開通を前提に、でき

得る限り上猪ノ原遺跡の価値のほうの保存も目

指したいということで、関係４機関ございます

けれども、そこの調整を今、進めている段階で

ございます。以上でございます。

議案についてはいいですか。あ○太田委員長

りませんかね。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ありませんので、資○太田委員長

料の16ページのその他の報告では「公立学校の

」 、耐震化の状況について というのがありますが

これについてはないですかね。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

次に、その他ということであり○太田委員長

ませんか。

どなたかわかればおつなぎをいた○米良委員

だきたいんですが、将来における、将来という

か、向こう５年間でも結構ですが、宮崎県の義

務教育諸学校の教職員のこれからの改善計画、

、 、定数 小中学校における教職員の定数改善計画
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それと県立学校の教職員の定数改善計画が皆さ

んたちのほうであればお聞かせをいただくと、

ここでは無理と思いますけれども、もし、いた

だけるものなら、後刻でも結構ですが、それに

ついての考え方がありましたら……。

なかなか難しいお話なんで○堀野教職員課長

すけれども、もともと定数自体は御承知のとお

り、国のほうで定数改善計画をつくっておりま

して、それが平成17年度までで終了しました。

これは小中、県立もそうでございます。今は、

総人件費の関係もございまして、毎年計画を定

めております。その関係もございまして、今後

５年間の見込みというはなかなかわからないの

が実情でございます。ただ、児童生徒数が依然

として減っておりますので、それに伴う教諭の

減というのは当然想定はされます。その程度で

しかちょっとお答えできないので、御了解いた

だきたいと思います。

教育長にちょっと聞いてみたいん○野辺委員

ですが、このようなことを聞いていいのかわか

りませんけど、また、関係者には申しわけなく

思うんですが、人権同和教育ですね。これはも

う長年やっとって、一定の成果や目的を達成し

たんではないかなという気がするんですが、こ

れはまだ今からずっと続けていくということに

なるんですかね。

人権同和教育、人権に関しては○高山教育長

非常に大事な事業でございまして、いじめ等に

つきましてもやっぱり人権を侵す卑劣な行為で

、 、ございますので こういった指導といいますか

教育はやっぱり今後とも継続してやっていくべ

き必要があろうかと考えておりますし、また、

県内の小中学校等、他県でもそうでございます

が、いろんなこういった差別の問題等の事例等

も出ておりますし、そういった意味からも含め

まして、人権教育というのは非常に大事なこと

だと思っておりますし、今後とも強力に進めて

いく必要があろうかと私は思っております。以

上でございます。

その他何かありませんか。○太田委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

長いこと議論させていただきま○太田委員長

したが、それでは以上をもって教育委員会を終

了いたします。

執行部の皆様には大変御苦労さまでございま

した。

暫時休憩いたします。

午後３時30分休憩

午後３時31分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

企業局の審査はあす行いたいと思いますが、

御異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにいたしま○太田委員長

す。午前10時の開会といたします。

その他何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

以上をもちまして本日の委員会○太田委員長

を終わります。

午後３時31分散会
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平成19年６月21日（木曜日）

午前10時０分開会

出席委員（９人）

委 員 長 太 田 清 海

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 米 良 政 美

委 員 福 田 作 弥

委 員 野 辺 修 光

委 員 宮 原 義 久

委 員 西 村 賢

委 員 長 友 安 弘

委 員 井 上 紀代子

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

企業局

企 業 局 長 日 髙 幸 平

久 保 哲 博
副 局 長
（総 括）

時 庭 伸 次
副 局 長
（ 技 術 ）

総 務 課 長 岡 田 英 治

経 営 企 画 監 本 田 博

工 務 課 長 郷 田 五 男

電 気 課 長 相 葉 利 晴

施 設 管 理 課 長 山 潤一郎

総 合 制 御 課 長 白ヶ澤 宗 一

事務局職員出席者

政策調査課主幹 田 中 浩 輔

議 事 課 主 査 湯 地 正 仁

それでは、委員会を再開いたし○太田委員長

ます。

本委員会に付託されました議案等の説明を求

めます。なお、委員の質疑は、執行部の説明が

すべて終了した後にお願いいたします。

それでは、企業局の提出議案○日髙企業局長

及び提出報告につきまして御説明をさせていた

だきます。

お手元に、文教警察企業常任委員会資料とい

うのを配付いたしておると思いますが、この資

料をめくっていただきまして、目次をごらんい

ただきたいと思います。

企業局の関係では提出議案が１件、提出報告

。 、が１件でございます 提出議案につきましては

上のⅠの提出議案関係のところにございますよ

うに、議案第３号｢平成19年度宮崎県公営企業会

（ ） 。計(電気事業)補正予算 第１号 ｣でございます

今回の補正は、そこにございますように、新

規事業といたしまして、一つは、企業局｢新みや

ざき創造」支援事業、もう一つは、企業局新エ

ネルギー導入・啓発事業の予算を計上すること

によるものでございます。

下のⅡの提出報告関係につきましては 平成18、

年度宮崎県公営企業会計(電気事業)予算繰越計

算書でございます。

私のほうから、今回の補正予算の概要につき

まして御説明をさせていただきます。

右のほうの１ページをごらんいただきたいと

思います。

議案第３号｢平成19年度宮崎県公営企業会計

(電気事業)補正予算(第１号)｣でございます。

１の補正の理由でございますが、今回は、新

規事業といたしまして 「新みやざき創造計画｣、

、に基づく施策の一部を支援いたしますとともに

企業局庁舎に太陽光発電設備を設置いたしまし
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て、新エネルギーの導入につきまして、県民へ

の普及啓発に努めるための補正を行うものでご

ざいます。

次に、２の補正額のところをごらんいただき

たいと思いますが、申しわけございませんが、

先に下のほうの表の（２）資本的収入及び支出

の表をごらんいただきたいと思います。

まず、左の上のほうに科目がございますが、

この科目欄のところの上から５段目に資本的支

出というのがございますが、補正予定額が３

億7,700万円でございます。内訳は、その下の建

設改良費が7,700万円、これは右のほうの備考欄

に書いてございますように、企業局庁舎に太陽

光発電設備等を設置いたします企業局新エネル

ギー導入・啓発事業を実施するための経費の補

正でございます。

また、その２行下のほうに、貸付金がござい

ますが、この貸付金の補正予定額が３億円でご

ざいます。これは、新みやざき創造計画に基づ

きます施策を支援いたしますために 企業局 新、 「

みやざき創造」支援事業といたしまして、一般

会計に貸し付けを行うための経費の補正でござ

います。

次に、同じ表の上の欄でありますが、資本的

収入をごらんいただきたいと思います。資本的

収入の補正予定額が3,500万円となっております

が、これは備考のところにございますように、

企業局新エネルギー導入・啓発事業の実施に係

りますところの国庫補助金を受け入れるための

補正でございます。なお、この結果、ただいま

の表の一番下のところでありますが、収支残と

いうふうに書いてございますが、補正予定額で

３億4,200万円の不足になります。既決予定額

の11億4,650万5,000円の不足とあわせまして、

合計のところでありますが、14億8,850万5,000

円の不足ということになりますが、この不足額

につきましては、過年度損益勘定留保資金等で

補てんすることといたしております。

次に、上の表をごらんいただきたいと思いま

す （１）の収益的収入及び支出でございます。。

左のほうの事業費のところの４つ下になります

が、営業外費用の消費税366万6,000円の減額と

なっておりますが、これは消費税の処理に伴う

ものでございますけれども、今回、企業局新エ

ネルギー導入・啓発事業の実施に伴いまして、

いわゆる仕入れの消費税、これを事業者に新た

に支払うことになりますので、これを既に予算

化をいたしております売り上げとしての納税予

。 、定額から差し引くものでございます この結果

下の方の収支残のところでありますが、この消

費税減額分366万6,000円が増加いたしまして、

補正後の収支残が計のところでありますが、４

億6,515万4,000円ということになります。

私のほうからは以上でございますが、これら

の提出議案、それから提出報告の詳細につきま

しては、総務課長から説明をさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。

委員会資料の２ページをごら○岡田総務課長

んください。

まず、企業局｢新みやざき創造｣支援事業を御

説明いたします。

、「 」１の目的でありますが 新みやざき創造計画

が策定され、今後４年間で優先的に取り組むべ

き施策が示されましたことから、企業局といた

しましても、この施策の一部を支援するため、

一般会計に低利で貸し付けを行い、一層の県民

福祉の向上に寄与するものであります。

２の事業概要でございます。この事業は、企

業局の業務に関係の深い事業の推進を支援する

ため、企業局の電気事業の資金を貸し付けるも
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のであります。

（１）の貸付金額ですが、19年度は３億円を

計上しております。貸付金の総額は、右に書い

てありますが、平成19年度から22年度までの４

。年間で合計11億円を貸し付けるものであります

次に （２）の事業期間でありますが、先ほど、

申し上げました、平成19年度から22年度までの

４年間としております ３ の貸付利率は年0.1。（ ）

％としております。

（４）の貸付金の使途事業でありますが、本

年度の３億円の使途事業は、一つは、①の「災

害時安心基金設置事業」の財源として１億円を

貸し付けまして、これは19年度から21年度まで

の３カ年で総額３億円を貸し付けるものであり

ます。また、②の「自然と共生した環境にやさ

しい社会づくり」に関する事業には２億円を貸

し付けまして、19年度から22年度までの４カ年

に総額８億円を貸し付けるものであります。

なお、知事部局等への支出額を下のほうの参

考に記載しております。知事部局への支出額は

、 、 、下から４行目 小計の欄でございますが 当初

予定額に11億5,557万7,000円を計上しておりま

すが 今回の補正額３億円が加わりまして トー、 、

タルの14億5,557万7,000円となります。

また、その下の市町村交付金あるいは地方消

費税と合わせますと、合計で、一番下の右端で

ございますが、17億4,553万3,000円を支出する

ということにしております。

次に、右の３ページをごらんいただきたいと

思います。

企業局新エネルギー導入・啓発事業でござい

ます。

１の事業目的でございます。

地球環境にやさしいクリーンな新エネルギー

の導入促進を図るということは非常に重要でご

ざいます。県では率先して積極的な取り組みを

行うこととしております。そこで、企業局にお

きましても、企業局庁舎に太陽光発電設備等を

設置いたしまして、新エネルギーの導入推進に

向けて県民への普及啓発に努めますとともに、

企業局が行っております発電事業のＰＲを行う

ものであります。

次に、２の事業概要でありますが （１）の太、

陽光発電システムの導入でありますが、本県は

太陽エネルギーに非常に恵まれている地域であ

りますので、その地域性を生かした太陽光発電

装置50キロワットを企業局庁舎に設置するもの

であります。下の方にイメージ図を掲載してお

ります。左側の図でありますが、庁舎のイメー

ジ図が描いてあります。庁舎の屋上と庁舎の南

側壁面に矢印が示してあります。太陽光発電装

置をそこに設置するものでございます。

それから （２）の風力発電装置の導入でござ、

います。下のほうのイメージ図をもう一度見て

いただきたいのですが、右側にありますが、

ちょっと見にくうございますが、矢印で示して

おりますところに小型風力発電機２基を設置す

るものでございます。このほか （３）の水力発、

、 、電のＰＲでございますが 庁舎１階のロビーに

企業局の水力発電の運転状況等を表示する啓発

用装置を設置することとしております。

３の事業費でありますが、事業費は7,700万円

で、国庫補助金を3,500万円予定しております。

これらを設置することによりまして、庁舎の年

間電気量が毎年約100万円削減されますととも

に、県民への普及啓発が図られるものと考えて

おります。補正予算の説明につきましては以上

でございます。

、「 」 。次に 予算繰越 について御説明いたします

お手元の平成19年６月定例県議会提出報告書
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の169ページをお開きください。169ページの青

いインデックスで「別紙20」と表示していると

ころでございます。

電気事業に係る予算の繰越でありますが、ま

ず表がございますが、表の事業名のところのま

ず１番目のダム施設整備事業でございます。こ

の事業は、県土整備部で実施する渡川ダムの管

理事務所増改築工事でありますが、基礎施工に

おきまして、建物を支える岩盤が確認できませ

んでしたので、地質の再調査や基礎工法の検討

に期間を要し繰り越されたもので、事業費の一

部を負担しております企業局においても、繰り

越すことになったものでございます。繰越額は

左から６列目のところですが、翌年度繰越

額4,789万1,000円であります。

それから、その下に記載しております（事業

名）綾第一発電所南機主要変圧器取替工事につ

きましては、県道田代八重綾線の災害復旧に係

る通行どめによりまして、主要変圧器の搬入が

。できなかったために繰り越したものであります

この県道は、７月には開通する見通しで、道路

開通後、直ちに現場に搬入することにしており

ます。取替工事は、天候の安定いたします10月

以降を予定しております。繰越額は、同じく左

から６列目でありますが、4,428万3,286円であ

ります。

それから、下の表の営業費用の繰越でありま

すが、この事業は、ただいま御説明いたしまし

た綾第一発電所南機主要変圧器取替工事に係る

もので、同じ理由により繰り越したものでござ

います。繰越額は、352万4,714円であります。

説明は以上でございます。

、○太田委員長 執行部の説明が終了しましたが

議案及び報告事項について質疑はありませんで

しょうか。

この前の新聞に、事業のことが書○福田委員

かれていました。局長が知事にこれを申し出た

ときに、非常に知事が喜んで、新しい事業がで

きるように書いてございましたが、実質11億円

の貸し付けがなされるわけでありますが、企業

局が本来この11億円、３カ年にわたるわけであ

りますが、運用された場合の運用果実はどれぐ

らいになるんですかね。これは0.10、低利貸付

になりますから、本来企業局が財務として運用

、 。された場合の果実との差 どれぐらいですかね

運用の仕方もいろいろござい○岡田総務課長

ますが、現在は国債と大口預金で運用しており

ますが、ちょっと計算が必要でございますが、

例えば、大口預金でございますと、年0.6％で運

用されますので ちょっとあれですが よろしゅ、 、

うございますか。

後でよろしいんですが、実は企業○福田委員

局としては余り大きな負担を経ずして知事部局

に対するお手伝いができたと、こういうふうに

、 、 。解釈をすればいいんですか 局長 どうですか

今回の一般会計に対する貸付○日髙企業局長

につきましては、方法論としては繰出という方

法と、貸付という方法と２つあるわけでござい

ますが、この電気料金で得た収益で一般会計等

に資金を拠出いたします場合には、電気料金、

もともとできるだけ国の政策としても、低いほ

うがいいわけでございまして、そういった経費

をほかの用途に繰り出すということになります

と、電気料金が減ってくるという問題がござい

まして、そのために、例えば九州電力との協議

だとか、あるいは経済産業省との協議だとか、

そういったいろんな煩雑な手続がございます。

それ等もございまして、貸付金ということでご

ざいますと、私どもの局長判断でできるという

ことでございますので 貸付金ということになっ、
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たわけでございますが、今、委員がおっしゃい

ましたように、確かに拠出をする場合と貸付金

の場合、最終的には債権ということでございま

すので、その負担というのが貸付金のほうが軽

いわけでございますが、今回の私どもの貸付金

につきましては、貸し付けの期限は、例えば、

災害安定基金でございますと３年というふうに

しているわけでございますが、３年経過後、ま

た再度一般会計と協議しまして、もう一回延長

するとか、そういったことで繰り返しでも貸し

付けをしていくということも考えているところ

でございます。確かに金利の差については若干

負担を伴うということでございますが、そうい

うことで今回の経緯になっているところでござ

います。

民間ではよくあることであります○福田委員

が、親会社と関連会社ということですね。大変

新しい試みかなと思うのですが、17億4,500万円

。 、 、県側で出すことになりますね 今企業局が 私

長く企業局を見てませんからわかりませんが、

どれぐらいこういう財務的に、知事部局から求

められれば、やむを得んということで出せる資

金といいますか、あるいは今、内部利用されて

いる基金がバランスシートの上にはあるんです

かね。

企業局がどれだけ利益から出○岡田総務課長

、せるかというまず御質問でございますけれども

企業局では、これまで56年度から、地域貢献の

ために地方振興積立金を積み立ててまいりまし

て、市町村振興資金の貸し付けとか、それから

森林整備への貸し付け等を行って、地域貢献等

を行ってまいりました。今回も新みやざき創造

計画の施策を支援するために、今回経営状況も

判断いたしまして３億円が出せる範囲だと判断

いたしまして、今回３億円を拠出することにい

たしました。

。○福田委員 内部留保資金がどれぐらいあるか

電気事業の内部留保資金でご○岡田総務課長

ざいますが、これは委員御存じのように、減価

償却費という費用がございますが、これは現金

を伴わない費用でございます。このようなもの

が事業開始からずっと積み立てられたものでご

ざいますが、電気事業で申しますと、18年の見

、 。込みでございますが 126億ぐらいでございます

これから建設改良積立金とか緑のダムの積立金

を差し引きました損益勘定留保資金は84億円で

ございます。

それはバランスシートで見た場合○福田委員

に、純然たる留保というわけですね、80数億円

が。

84億円でございますが、実は○岡田総務課長

まだ企業債の借り入れもございまして、電気事

業は89億円ほど企業債から借りているところで

ございます。以上でございます。

それはバランスで見た場合には相○福田委員

殺しなくちゃいけませんから、ほぼゼロになる

。 。んですか ほぼゼロという見方をするんですか

今、課長のほうから説明いた○日髙企業局長

しましたように、84億ぐらいの損益勘定留保資

金があるわけでございますが、企業局の借入金

もございまして、これは企業債でございますけ

ど、89億あるわけでございます。企業債につい

ては、毎年少しずつ返還していくわけでござい

ますが、今の損益勘定留保資金84億はまるまる

余っておる金ということではございませんで、

そういった借金等も考えますと、やはりそれだ

けの金は持っておかなきゃいけないということ

がございます。

それから、借入金との関係を今申し上げまし

たけれども、そのほかに、建設改良、これから
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改良していく経費がございます。これについて

は、積み立てをしているわけでございますが、

その積み立てですべて充足できるというような

ことにもならない状況もございますので、その

経費も必要でございます。そういったことを考

えますと、今、持っております損益勘定留保資

金84億については、完全に余裕のある資金とい

うことにはならないというふうに思っておりま

す。

それから、どれだけの一般会計に対して、企

業局として支援ができるかということでござい

ますが、基本的には剰余金の処分の中からどれ

だけ支援ができるかということを判断すべきだ

と思っております。18年度、今、概算でござい

ますが、大体純利益が８億4,000～８億5,000万

円ぐらいになると思いますが、これからいろん

な積立金、例えば緑のダム事業も今やっている

わけでございますが これの経費も将来にわたっ、

ていろいろ発生してきますので、これの積み立

てをする。そういうものを差し引きますと、３

億ぐらいの貸し付けが可能かなということで今

回措置したところでございます。

知事が就任されてすぐの２月の議○井上委員

会のときに、企業局のあり方についてもちょっ

と言及されたことがありましたが、今現在は、

知事は企業局に対して、局長と庁議の中でもお

、話をされることとかあると思うのですけれども

この企業局のあり方については、どんなふうな

御印象をお持ちだと理解されていますか。

知事の公約の中に、電気事業○日髙企業局長

の民営化、それから一般会計編入によります一

般会計の債務の返済、財源の確保の検討という

のがございました。それで、知事のほうに私、

説明を申し上げましたのは、今の企業局の存在

、 、 、意義 それから県財政への貢献 地域への貢献

こういったことを総合的に勘案いたしますと、

企業局を処分するよりも、現状の形でこういっ

た貢献等をやっていくほうが私は財政的にもベ

ターであると思いますというような説明をした

ところでございます。その説明の内容といたし

ましては、本県の企業局、この電気事業は、昭

。和13年からスタートしておるわけでございます

河川総合開発事業ということでスタートしたわ

けでございまして、治水ダムをつくりますとき

に、そこに電気を起こして、そしてその発電で

得た利益でもってダムの管理経費の一部を負担

すると。そして、そのことで県財政の負担軽減

に寄与するということがまずスタートであった

わけでございます。

現状の企業局の経営状況を見ますと、毎年、

多いときには10億ぐらい純利益が出ておったわ

けでありますが、ここ数年は７億超ぐらいの利

益を毎年出しておりまして、そこの中から一般

会計に対しまして、先ほど説明をいたしました

ように 今度の補正後では 一般会計に対して14、 、

億でございますが、過去は大体10億前後ぐらい

。一般会計に対して財政的な支援をしておったと

それから、市町村交付金も含めますと、市町村

が３億ぐらいございますので、トータルでは13

億ぐらい、今回の補正後では17億になるわけで

ございますが、こういった貢献をしておるとい

うことでございます。また、貢献の中身の一番

大きなものとしましては、ダムの管理経費が、

例えば今度の補正後でいきますと トータルで10、

億かかるわけでございますが、この10億のうち

の半分を企業局で負担しているというようなこ

とでございます。そういったものを含めて、先

ほどの負担額になっているわけでございます。

それともう一つは、地域貢献として、企業局

として独自に緑のダム造成事業、これを昨年度
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から始めたというようなことでございます。そ

ういったもろもろの貢献を考えますと、やはり

経営が比較的順調にいってて、利益が出て、一

般会計に毎年そういう支援もしていることがで

きる状況のもとにおいては、現状のスタイルで

やったほうがいいのではないかというふうに私

は思っているという説明をいたしまして、今回

のこの新規事業につきましても 知事のマニフェ、

ストの趣旨は、非常に厳しい財政状況にある一

般会計に企業局の財源を使えないかということ

、が趣旨であるということでもございましたので

その趣旨に従って、今回、こういった財政的な

貢献、協力をしていこうということで出したわ

けでございますが、知事も、私は一応私どもの

意見については理解をしていただいたのではな

いかなというふうに思っております。知事の気

持ちですから知事に聞いてみないとわかりませ

んが、そういうふうに理解をしておるところで

ございます。

それはまた私たちも別の機会に議○井上委員

。論させていただくことにしたいと思っています

ちょっと新規事業の企業局新エネルギーの導

入・啓発事業のことについてお尋ねをします。

この事業概要の３つの事業が7,700万円だとする

と、１、２、３、これは大体個別に言うと、幾

らと幾らと幾らになるんでしょうか。

この事業につきましては7,700○郷田工務課長

万予定していますが、太陽光発電装置、これ

。 、に7,000万円ほど予定をしております それから

小型風力発電装置、これにつきましては500万で

す。それから、企業局発電事業ＰＲ用の装置と

いうことで200万、合計7,700万です。

、○井上委員 ちょっと細かいことで恐縮ですが

この太陽光発電システムの導入の１番のやつ 50、

キロワットを企業局に設置した場合、パネル数

としては何枚ぐらいのパネルになるんですか。

わからなければ後でいいです。パネルの値段が

最近どのごのぐらいになっているのかがちょっ

と知りたいだけで。

それと、風力発電の小型風力発電機２基で、

形としては、簡単に割れば１基が250万ぐらのこ

とになるわけですよね。１基でこれは大体何キ

ロワットぐらいを想定しているわけですか。

小型の風力発電装置でござい○郷田工務課長

ますが、これにつきましては、資料にございま

すとおり、小規模の設置をすることにしておる

わけでございますが、これにつきましては、プ

ロペラ型、ジャイロミル型といいまして、そう

いう形にしておりますけれども、出力としまし

ては、プロペラの型のほうは300ワット、ジャイ

ロミル型のほうが1,070ワット、こういうことで

設置をするということになっております。

これって結局パネル型の自宅の上○井上委員

に上げるのからすると、想定するとこのプロペ

ラのほうが安い、小型風力のほうが安いという

感覚なんですかね。300ワットといったらだめで

すね。３キロぐらいないといかんわけだから。

。 。だめですね だめですねと言ったらいかんけど

例えば、各個人のうちに普及させようと考えた

場合、パネルじゃなくて小型風力関係のだった

ら可能だといううちとかもあると思うのですよ

ね。最近はでき上がった屋根にもパネルはどん

どん載せられるので、またちょっと違うと思う

のですけど、ちょっとそれで聞きたかったんで

すが、この小型風力だったらどのぐらいのあれ

があるのかなと思ったけど、これはあんまり効

果はそうないものなんですね。だめか。だめか

と言ったらいかんですね。わかりました。

、○郷田工務課長 太陽光の話だと思うのですが

太陽光と風力の発電は全くシステムが違います
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ので、一概に比較できないわけですが、太陽光

発電は非常に単価的に高くつくという現状でご

ざいます。

先ほど、パネルの件でお話ございました。パ

ネル数でしますと、今回予定をしておりますの

が 1.3平方メートルでございますが これが280、 、

枚程度ということで予定をしております。

関連です。耐用年数はどのぐらい○西村委員

あるんですか。

太陽光の場合は、耐用年数が○郷田工務課長

今20年と言われております。

関連して、この需要と供給の関係○米良委員

ですよね。例えば、7,000万かけて太陽光の発電

システムを設置すると、20年かかったときにペ

イするというか、そこ辺の関係はどうなんです

か。

それともう一つ、この手のものは各家庭を考

、 。えたときに どのぐらいでできるんでしょうか

今それぞれ各家庭でも設置をしてますよね。

ちょっと後学のために。

今の御質問は採算性というよ○郷田工務課長

うな話だと思うのですが、先ほどお話ししまし

たように、太陽光発電の場合、耐用年数は20年

でございます。庁舎に今回設置しようとしてお

、 、りますのは 50キロワットの規模ということで

これでいきますと、年間約100万円の電気料金、

先ほど総務課長の方からも説明がありましたけ

れども、電気料金を回収できるというような予

定になっております。耐用年数が20年ですの

で、100万円掛ける20年として2,000万というこ

とですが、この太陽光発電自体は7,000万かかる

ことになっております。そのうち、先ほど御説

明がありましたように、半額、3,500万ほどは補

助があるということでございます。結局手出

し3,500万ということになりますので、2,000万

は回収できますが、採算性の面からいくと、非

常に難しいという話になります。

家庭の太陽光発電と比較して○相葉電気課長

申しますと、家庭のは大体３キロワットぐらい

を大体つけておられるんですが、これが大体200

万円から300万円いたします。

採算性の面でございますけれども、先ほど申

しましたように、20年程度かかりますので、こ

れは単価といたしまして 九州電力のほうには25、

円から、その辺高く買っていただけるというの

がございます。20年考えますと、採算性には家

庭用でも若干は厳しいような状況でございます

が、とんとんに近いほうだというところでござ

います。今回のうちの太陽光発電システムの場

合は、非常に規模が大きいと、50キロワットで

ございますので、家庭用と違いますのは、屋上

につけますので、非常に架台の部分の経費が高

うございます。それで考えますと、先ほど工務

課長が申しましたように、採算ベースは、非常

に50キロワットの場合は厳しいというような状

況でございます。と申しますのは、家庭用の場

合、非常に標準化してメーカーがつくっておら

れますので、キロワット当たり100万円以下で業

者のほうがつくっておられますので、非常に採

。算性が近くなってきている状況にはございます

以上でございます。

、 。○米良委員 あくまでも工務課長 あれですね

地球環境にやさしいという そういうことでしょ、

うから、あんまり採算性のことを言うと、非常

、 、識に見られがちですけれども 幸いこの3,500万

半分は国庫補助ということで国も今政策の中で

どんどん推進をしている関係もあってでしょう

けれども、この20年の耐用年数で、これは50キ

ロワット電気ができて、県庁にも配電するんで

すか。
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これは庁舎内で考えておりま○郷田工務課長

す。

それだけの供給量しか考えられな○米良委員

いわけですか。

先ほど話しましたように、量○郷田工務課長

的にそんなにありませんので、庁舎内、この庁

舎自体がエコビル構想というのがありまして、

庁舎自体をエコビルにしようというそういう考

、 。えもございますので 庁舎の中で消費する……

そうなりますと、さっき家庭の話○米良委員

が出ましたけれども、企業局のほうで、これを

契機にして普及啓発ということに努めるという

理解でいいでしょうか。

おっしゃるとおりでございま○郷田工務課長

す。今、委員からお話がありましたように、こ

の新エネルギー 太陽光 風力等は非常にクリー、 、

ンエネルギーで、しかも輸入品に頼らなくて、

純国産でできると。しかも、宮崎県のような場

合は、太陽光を存分に活用できるというような

ことでございますので、これからの取り組みと

して、これは大いにＰＲ啓発をしていく話じゃ

ないかと思います。それで先ほど知事部局の話

もございましたが、環境保全を図るという意味

で、新エネルギーの取り組みというのは非常に

大事だと、重要なことだと思いますので、費用

対効果という面では非常に見えにくいところが

ございますけれども、一般会計予算で取り組め

ないようなところについて支援をしていくよと

いうような意味でも取り組む意義があるんじゃ

ないかと思っております。

今、米良委員は優しいから、はい○西村委員

はいと聞いていただいてますけど、私は、到底

これ、県民は納得できないと思うんですよね。

というのは、一方では県土整備部なんかが、か

なり厳しい業界に対してダンピング競争のよう

な形で入札制度改革をさせて、厳しい、財政が

ないとやってる一方で、企業局自体は潤沢な資

金があるからかもしれませんけれども、一方で

は7,000万ありきで進めていくのはちょっといか

がなものかなと。逆に啓発活動だけに専念する

んだったら、もうちょっと規模が小さくても、

啓発活動に予算を回すなりして、県民に普及さ

せる。別に家庭用のやつが２～３基あって、こ

れで私たちも試してますということでもいいん

じゃないかなと思うのですよね。これをあえて

特殊なやつを企業局の屋上に取りつけて、それ

で啓発活動をやる理由がちょっと。これだけ予

算をかけると納得しかねる部分があるんですけ

ど、私も、環境については非常に勉強させても

らっているんですが、やはり費用対効果とか採

算性に関しては、ちょっとこれでは納得いかな

いです。これはちょっと値を下げる努力という

のはされたんでしょうか。

この新エネの取り組みでござ○日髙企業局長

いますが、今、これは全国的に、あるいは国際

的に地球温暖化問題というのが非常に大きな問

題になっておりまして、この新エネルギーに取

り組んで、そういう温暖化対策に資していかな

きゃいけないというのは大きな課題でございま

す。県でも新エネルギービジョンというのをつ

くっておりまして、太陽光発電あるいはバイオ

だとか、そういった新エネに県が積極的に取り

組むというような、そういう方針が出ていると

ころでございます。確かに採算的な面からいい

ますと、これは非常に厳しい状況にあるわけで

ございますが、やはりこういったものに取り組

んでいくということが 地球環境問題 こういっ、 、

たものを解決していくことに寄与するというふ

うに思っておりますので、そういうことで取り

組んだところでございます。
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それから、県民に対する普及の問題でござい

ますが、企業局が取り組むことによって、やは

り県もこういう新エネに取り組んでいるという

姿勢を見せると。そして、そのことによって行

く行くは県民にそれが普及していくということ

を願うわけでございますが、この普及の問題に

つきましては、これは一般行政の分野でござい

まして、企業局が直接県民にいろいろ事業を施

して、やるということではございませんで、こ

れは知事部局の所管課のほうで推進していくと

いうことになると思っております。ですから、

確かに経費的には採算面は合わないわけでござ

いますけれども、今のこういう情勢を考えたと

きに、新エネへの取り組みというのは、採算面

、 、に合わなくても 行政としては一応取り組んで

そういった姿勢を見せていくことも重要ではな

いかというふうに思っております。以上でござ

います。

大体7,000万かけて2,000万の電気○西村委員

しかつくれない部分で、5,000万とりあえず採算

に合ってないわけですよね。例えば、これがせ

めて1,000万とかそういうことであればまだ理解

は得られると思うのですけれども、まず県が採

算性をとれないものをやって、民間がそれを導

入するわけがない。民間のコスト意識、もちろ

ん一般家庭のコスト意識、非常に厳しいから、

先ほどの話の中で、家庭に３キロのものを導入

するということでも、なかなか普及してある人

の意識は高いかもしれないけれども、とんとん

に近いからこそ、せめて手出し分でもちょっと

環境対策になればということで一般家庭は導入

するわけですよ。これは余りにも差が開き過ぎ

て、県がこれだけ採算がとれないことを認めて

しまっている以上は、民間はより導入しないと

私は思いますよ。

太陽光発電の民間への普及に○日髙企業局長

つきましては、今委員おっしゃいますように、

採算面の問題を解決しなければ、これは確かに

なかなか普及しないと思っております そういっ。

たことで、この普及には、行政としてどういう

ふうに取り組んでいくのかということが課題に

なるんじゃないかと思っております。極端に言

いますと、補助金をばっと出せば、そのことで

採算が合うわけですから、それが普及されてい

くということになると思いますが、それはまた

そういう行政を、どういう施策を展開していく

かということに、これは国を含めてなるんじゃ

ないかというふうに思っております。先ほど申

し上げましたように、私ども企業局としては、

今大きな地球環境問題になっておりますこの問

題に、やはり新エネに取り組むということで姿

勢を示していきたいということでございます。

これは環境森林部とか、ああいう○西村委員

またがったような協力体制なんかあるんでしょ

うか。

この新エネの関係につきまし○日髙企業局長

ては、所管は地域生活部の地域振興課でござい

ます。

ほかの委員の方の御意見も参考に○西村委員

したいんですけれども、これはこの事業計画だ

け聞いて、ちょっと県民の方が、今これだけ厳

しい厳しいと、県の財政が厳しいと言っている

中で、仮に委員の方に理解していただけるもの

かということを委員の方にお伺いします。

これは予定価格なんですか。それ○長友委員

とも何社で入札するんですか。

この件については、一般競争○郷田工務課長

入札という今方向にありますけれども、製造す

るところが非常に限られてまいりますので、そ

こにつきましては、恐らく何社か投げかけをす
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るということになると思います。基本的には条

件をつけて、一般競争入札という方法もあるの

かなと、今のところそういうことで考えており

ます。

だから随契というわけにはいかん○長友委員

でしょう。そうすると、やっぱり財政法上は問

題ないんですか。例えば１社でやるとかいうこ

とになった場合に。そうしないと、県民がもし

この点に注目をしていらしたら、どういう入札

をしたのか、どんな選定をしたのかという話に

なってくるわけですよ。だから、ちゃんとしと

かんといかん。

ちょっと関連していいですか。こ○井上委員

れは非常に業者は少ないんですよ。業者が少な

いといったらおかしいけど、パネル、宮崎県内

もそうだけど、個人発電所のあれをしている人

たちもそうなんだけど、少ないんですよ。それ

で、私議員になったのが平成３年なんですが、

その後、ＮＥＤＯの資料なんかも提供して、個

人発電所の普及、だから補助金を県側も出すべ

きではないかという、パネル１枚の値段がすご

く高いわけですよね。それで、国は何年間か補

助金を出して、その間は少しは普及したんです

よ。だけど、結局パネルの値段というのは下が

らないんですよ、結果として。私、そこは物す

ごく、国は3,500万補助金を出してますが、国が

、 。ずっと これには疑問を持っているわけですよ

１回もパネルの値段が下がらないんですよね。

これほど技術が進んだ時代に、値段が下がらな

い。それで、補助金を出している間は普及しな

いので、補助金ストップしましたよね。国も補

助金をストップして、できるだけパネルを低料

金になるように、競争でさせるようにしたいと

いうふうに言って国もしたけれども、結局なら

ないんですよね、それが結果的に。私、こうい

うことを地方自治体もそうだけど、ちょっとそ

んなことについて意見を出したことがあるのか

、 。なと思って 疑問はずっと持っていたわけです

だから、先ほどちょっとパネルの枚数とパネル

の、割り算をするとすごく高いですもんね。だ

から、結果として、工法にもよるかもしれない

、 、けど 特殊な場合があるかもしれないけれども

パネルの値段が全然下がってないわけですよ。

だから、私は、こっち側もだけど、国のやり方

。もちょっとおかしいと思っているんですけどね

これは何か１社にしているのか。宮崎でいえば

どこですか。

パネルメーカーが約10社ほど○郷田工務課長

ございます。そういうことで、これはいろいろ

条件は考えなくちゃいけないかと思いますけれ

ども、一般競争入札で実施をしたいと考えてお

ります。

これはさっき半分が国庫補助とい○米良委員

うことでありますが、局長、全国的なこれは一

つの流れというか、制度事業というそういうこ

。 。とでしょうかね 全国的にはどうなんでしょう

企業局に関連する一つの新エネルギーというこ

との国の発想のもとに、各都道府県にこういう

制度事業があるからやってみろと、普及啓発に

努力せよという一つのものがあって、半分押し

つけみたいなことかなと思ったり、ちょっと言

い方は悪いけど。

私どもが水力発電事業をやっ○日髙企業局長

ております。水力発電、クリーンエネルギーで

ございます。地球環境問題に発電を通じて貢献

しているという考え方が一つ基本的にあるわけ

でございます。そこの中で、先ほど申しました

ように、地球温暖化問題というのは非常に大き

くクローズアップされております。ですから、

、私ども発電事業をやってる公営電気においても
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基本的には新エネに取り組んでいくべきではな

いかという考え方はございます。

、 、それから もう少し上のレベルでいきますと

国のほうで新エネルギー特別措置法という法律

ができておりまして、これは電力会社に新エネ

の発電並びに自分で発電できない場合には買い

取りの義務も課すという法律があるわけでござ

いまして、そういったことで促進をしようとい

う基本的な考え方がございます。そういったも

とで、現在、全国で取り組んでおりますのは、

公営電気事業者が31事業者あるわけでございま

すが、そのうちで５事業者取り組んでおるとこ

。 、 、ろでございます 具体的に言いますと 山梨県

神奈川県、新潟県、長野県、それから熊本県の

５事業者でございます。それから、風力発電が

ございますけど、風力発電には11事業者が取り

組んでおります。それから、もう一つごみ発電

がございますが、このごみ発電には２事業者が

取り組んでおります。そういったことで、公営

電気でも新エネに取り組んでおるところがござ

います。

これは前向きのことですが、私、○福田委員

かつて宮崎平野に賦存しております天然ガスシ

ステムを使って県が実験しておったんですよ。

これはその当時は千数百万つけて実験したんで

すが、ハウス暖房、天然ガスのハウス暖房、天

然ガスの賦存量はかなり多いようですが 今ちょ、

うど宮崎ガスの１割ぐらいが天然ガスだとこの

前聞きました。宮崎の場合は、冬場の暖房には

使うが、夏場は冷房システムはまだありません

から、一部官公庁に入ってますけど、蒸気にな

るんですね。天然ガスのエネルギー転換やる場

合に電力があると思いますが、もう一つは充填

システム、プロパンのように充填すると。そう

いう技術がローカルでまだ開発されてないんで

すね。開発しようとすると石油価格が下がりま

、 。すから 合わないということでやめるんですね

その天然ガスシステムも20年ぐらい前に県が

やっていただいた。しかし、途中で石油価格が

下がった。とりやめた。今、天然ガスを使って

いるのは宮崎ガスだけですね。輸入のガスと地

場のやつと。ぜひ、電力発電もでありますが、

ほかにいろんな使用方法がありますから、その

辺を企業局、未来永劫に存続するために、新し

い企業として実験取り組みを開始してもらいた

、 、いな 宮崎にあるクリーンエネルギーですから

この辺をひとつ要望しておきたいと思います。

、きょうは新エネルギーがたくさん出ましたから

お願いします。

確かに今委員がおっしゃいま○日髙企業局長

すように、天然ガスは豊富な資源でございます

ので、その活用については、いろいろ議論され

、 、ておるところでございますが これについては

なかなか難しい問題がございまして、法律的に

いろいろ工業法だとか鉱山保安法だとかいろん

な規制があるわけでございます。そういった規

制をまずどうやってクリアしていくかというよ

うなことがございますし、この所管のところは

商工観光労働部になると思いますが、そこでも

いろいろ検討をしておるようでございますが、

これが実用化といいますか、ここに至るまでに

はいろいろクリアしなければならない課題があ

るように伺っているところでございます。そう

いった課題等について、私どももいろいろと研

究はしていかなきゃいけないと思っております

が、ハードルはなかなか非常に高いということ

はひとつあろうかと思っております。

局長がおっしゃったのは、採掘権○福田委員

の件と思います。これは宮崎ではかなりの企業

が網をかぶせられますから、鉱区を設定してい
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ますから、これはだめですよね。だから、採掘

したガスを利用すると、それはクリアしてます

からね。宮崎ガスは鉱区を設定している用土採

掘業者からガスを買っているわけですね。だか

ら、出てきたガスを利用する方法を企業局は考

えてほしいなと、そういう事業が比較的行政と

違ってフリーハンドで行いますから。例えば、

今、宮崎市の佐土原総合支所では、冷暖房に天

然ガスシステムを使っているんですね、地元で

ガスが出ますから。ここが１カ所。かつては佐

土原の大きい企業であります養鰻、これも全

部、20年前は水を30度にアップする熱源として

天然ガスを使った。ところが夏場は要りません

からね。だから需要が特定の時期に集中します

から、なかなかペイしない。あるいは、供給側

としても、夏供給できなければ採算性に乗りま

せんから、そういう問題がありますから、採掘

は鉱区が設定されておりますから問題外ですか

ら、出てきた天然ガスを利用する技術、発電と

かあるいはその他ですね。ひとつ、答弁要りま

せんから、また機会がございましたら勉強して

いただきたいと思います。以上です。

この新エネルギーですが、農業試○宮原委員

験場が太陽光をつけてますよね。あれとどうな

んですかね、大きさというのは。かなり向こう

もでかいのをつけてますよね。

県内の設置状況でございます○日髙企業局長

が、今委員がおっしゃいましたように、一番規

模の大きいのは県の総合農業試験場でございま

して、これは329キロでございます。その次は旧

須木村でございますが、須木村の総合ふるさと

センター、ここに100キロワット、それから同じ

く100キロワットですが、北郷区の総合保健セン

ター、これが100キロワット、そういった状況に

なっております。

この7,700万に対して3,500万の補○宮原委員

助が出ているわけですけど、こういった農業試

験場が330キロのをつくるときも、やっぱりこう

いった国庫の補助事業という形で半分ぐらい出

ていたんでしょうかね。ずっとこういった補助

金というのは、半分まだ今も出ている状況にあ

るということですよね。

補助金につきましては、今回○郷田工務課長

提案しております事業につきましては、平成18

年度からでございまして、平成18年度につきま

しては、規模的に50キロ以上だとか未満とかい

うことで条件がありますけれども、19年度でい

きますと、新技術ということでありますけれど

も、先ほどから話をしておりますように、２分

の１の補助ということになっております。

先ほどだれかからもあったと思う○宮原委員

のですが、５つの公営企業のところがこういう

事業を取り組んでいくということなんですが、

積極的にこちらからやりたいということだった

のか、向こうの方から押しつけですわね、やり

ませんかというお勧めなのか、もう一回聞かせ

てもらっていいですか。

私ども企業局としての考え方○日髙企業局長

でよろしゅうございますか。これは積極的でご

ざいます。新エネの取り組みはこれまでも風力

、発電含めましてずっと検討してきておりまして

今回本県に一番特色のある太陽光に取り組んで

いくということで取り組んだところでございま

す。

あとは入札という形で金額が当然○宮原委員

業者さんが入られるんでしょうけど、一般家庭

を入れられる業者さんというのが県内にもあち

こちいっぱいできているんですが、そういう人

たちの話を聞くと、代理店になりませんかとい

うふうな話をよく聞くんですよね。一般の人た
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ちに。例えば300万の家庭用のを取ると、１つ取

ると50万リベートが入るというような話を一方

では聞いたりするもんですから、実際のパネル

が高いと、今、井上委員の方からありましたよ

うに、高いというふうには思っているんですけ

ど、実際には意外と下がっているんじゃないか

なと。下がっていて、こういう言い方は悪いん

でしょうけど、ねずみ講的に広がるような感じ

があるのかなという雰囲気がして、家にも取り

つけませんかというのはしょっちゅう来ますけ

ど、そういうようなところも感じられるところ

があるもんですから、十分入札に当たっては勉

強していただいて取り組んでほしいなと思いま

す。

家庭用のものに対する国庫補助と○長友委員

いうのはもうなくなってきていると思うのです

よ。これはまだ５割ぐらいの補助率になってい

、 、るわけですけど その辺はどうなっているのか

家庭用、それから規模によって違うかもしれま

せんけど、どんな感じになっているんですか。

今お話のように、一般家庭用○郷田工務課長

に対しては、平成18年度から国のほうからの補

助はなくなりました。それまでは平成６年ごろ

から始まっているんですが、当時は、始まりは

、設置費の２分の１を補助していたということで

その後３分の１に減り、だんだん年を経るごと

に補助の率が下がってきております。平成18年

度からはなくなったということで 補助金があっ、

たときよりも普及率が少しずつ鈍くなっており

ます。今後の普及につきましては、太陽光発電

装置の価格低下というのがかぎになってくるん

じゃないかと思っております。

こういう大型のやつに関しての補○長友委員

助制度というのはどんな感じになっておるわけ

ですか。

先ほど話しましたように、平○郷田工務課長

成18年度には50キロワットの規模で 50キロワッ、

ト未満の場合は、キロワット当たり74万円が上

限ということで、50キロワット以上につきまし

ては 設置費の２分の１補助がございました 19、 。

年度、今年度に入りまして、汎用の機器につき

ましては、34万円が限度ですけれども、新技術

ということであれば、設置費の２分の１が補助

として認められたと。国の補助につきまして、

団体の普及させるという目的で補助をやるとい

うことでございます。

農試は所管が別だからあれかもし○長友委員

れませんけれども、総合農試あたりも２分の１

の補助ということだろうということでいいわけ

ですかね。

続くんではないかと期待をし○郷田工務課長

ておるところですが、これからの取り組みとい

うことで、補助の制度は継続していくんじゃな

いかと思っております。

今課長が言われますように、今度○米良委員

のドイツでありました主要国サミットについて

も、環境サミットでしたわね。京都議定書をも

とにしてね。やっぱりそういう関連から、やっ

ぱり地方にも環境に優しいという一つの国のそ

ういう叫びがあって こういうものでてきた云々、

だろうなと思って、私も皆さんの話を聞きなが

ら思うのですけれども、単独で企業局で7,000万

やるといったらこれは至難のわざですよ。さっ

きどなたかありましたけれども、なかなか県民

、 、の納得のいくような そういうものじゃないと

私もそういう気がしてならんのですけれども、

今の時代ではそういう新しい 優しいエネルギー、

ということの観点からすると、これはやむを得

ないのかなという気もしますので、この点につ

きましては、これからの普及活動ですよね。普
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及啓蒙というのを主眼に置きながら、さっき採

算性の話もありましたから、そういうのを念頭

に置きながらこういうものを進めていかないと

いうと、採算性からいくと、これは20年使った

ときにどのくらいの、もちろん効果はあります

から、その効果を表面に出しながら、そういっ

たこれからの啓蒙普及に寄与していかないと。

なかなか私もさっき家庭での設備費がどのぐら

いかかるかということを聞きましたけれども、

例えば200万も300万もかかって、それが採算に

合うかといったら、家庭でもこれを導入すると

いうことになってくると、なかなか首をかしげ

ざるを得ないという状況でしょうから、そこ辺

を表に出していくということがこれから大事

じゃないでしょうかね。僕はそう思いますよ。

。 、○太田委員長 ほかにありませんか 議案関係

、その他の報告事項についての審査ですけれども

委員のほうからもうありませんかね。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

なければ、その他に移ります。○太田委員長

その他の件で何かありませんでしょうか。

委員になりましたので、この際、○野辺委員

認識を新たにするためにちょっとお伺いしたい

んですが、企業局が行う植林事業ですよね。こ

れは事業名がちょっと何かわかりませんが、こ

れは概要を、例えば何年であって、面積とか投

資額とか、そういうものをちょっと示していた

だけませんか。

事業名は｢緑のダム造成事業｣○岡田総務課長

と申しまして、平成18年度から78年度までの60

年間を予定しております。これは企業局の発電

システムがございますが、発電事業に関係のあ

るダムの上流域の未植栽地等の民有地を購入し

て、そこに植林したり育林したりしていくもの

。 。でございます 水源涵養地の関係でございます

それで、事業規模でございますが、1,000ヘク

。 、タール予定いたしております 事業費は約23億

数字は将来変わってくるかもしれませんが、今

のところ、23億程度見込んでおります。60年間

の中で、まず最初の20年間で土地を買収すると

ともに、木のあるところは育林も進めてまいり

ます。残りの40年間も含めた60年間で育林と除

間伐、下刈り等をやってまいります。土地を買

うのは20年間でございますが、そのような事業

でございます。

それでは何ですかね、広葉樹とか○野辺委員

針葉樹に限らずやっていくんですかね。

、 、○岡田総務課長 混交林といいますか 針葉樹

広葉樹を含めたものを考えております。それか

ら、先ほどちょっと言い漏れがありましたが、

森林伐採後に植林されてない、放置されている

民有林を買収して植林していくということが

ちょっと説明が漏れておりましたので。

地域としては、ほとんどダムの上○野辺委員

流ですか。

企業局がダムとして利用して○岡田総務課長

いる地域としては、11ダムございますが、多目

的ダムと企業管理ダムを含めまして、そのうち

上流域の先ほど申しました未植栽地の土地を買

収していく、そして植林していく。木のあると

ころは育林していくということでございます。

18年からと言われたですよね。18○野辺委員

年は、例えば企業局が取得できた土地とかいう

のがあるんですか。

18年度の実績についてだろう○岡田総務課長

と思いますが、買収した山林が25.9ヘクタール

ほどでございます。以上です。

買収は今後も見通しは立ってると○野辺委員

いうふうにとっていいんでしょうかね。

森林組合等と協議したり市町○岡田総務課長
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村と協議したりしながら、そういう未植栽地の

、土地を検討していかなきゃいけないわけですが

現在のところ、年間50ヘクタール程度買収して

いく予定にしておりますが、相手がいらっしゃ

いますので、なかなか進捗がそのとおり進むか

どうかわかりませんが、頑張ってやっていると

ころでございます。

これは例えば未植栽地に植栽する○野辺委員

場合、企業局独自で、例えば補助がありますよ

ね。それも活用さるんですかね。

森林組合等にお願いして、食○岡田総務課長

林等をお願いする考えで、造林補助の対象にな

るように、市町村に施業計画を出していただい

たりしてやっていくように考えております。

最終的に1,000ヘクタールの植林が○野辺委員

できた場合、水源涵養という面からすると、ど

ういう計算になるんですかね。普通のダムは、

例えば50ヘクタールの水源の水をとかいうこと

になるのか。

計算していないんですけれど○岡田総務課長

も、常識的な話で申しわけないんですが、木が

、放置されている未植栽地がそのままなるよりは

、木を植えたらかなりになると思いますけれども

崩壊したりもしますので、今後とも努力しなが

ら植林をしてまいりたいと考えております。以

上でございます。

もう１点だけ聞きますが、そうい○野辺委員

う計画されているところに、未植栽地というの

が結構多いんでしょうか。現在の状況として、

ダムの上流とか。

実態の調査は、まだ申しわけ○岡田総務課長

ございません。例えば今年度の先月から来月に

かけ、今雨季でございますので、それが明けま

すと山に入りまして、森林組合とか市町村と一

、緒になって地域を見て回るわけでございますが

その際に未植栽地を探して、所有者と交渉した

りしていくわけでございますが、所有者が高齢

になっていたり、あるいは今後もやる見込みが

なくなったところは、交渉して買収していくと

いうことで、実態は申しわけありません。どの

ような未植栽地があるかというのは、行ってか

。 、らいつも探しているところでございます また

もちろん環境森林部等の御意見も伺いながら

やっているところでございます。以上でござい

ます。

将来は、例えば伐採したやつを収○野辺委員

、入として上げていくということは考えてなくて

ただ水源涵養という面からだけですかね。

それは針葉樹の話でございま○岡田総務課長

すか。

。○野辺委員 広葉樹でも針葉樹でもどっちでも

できるだけ長く水源涵養とい○岡田総務課長

う形ですので、できるだけ長く切らないように

したいと考えておりますが、どうしてもやむを

得ず切らざるを得ないときにはまた植林をして

、 。いく 循環させていくという考えでございます

それは23億の投資額の中には入っ○野辺委員

てないですよね。今例えば伐採して、そういう

のは計算に入ってませんよね。

現在の計算の中には入ってお○岡田総務課長

りません。植林と育林、それから買収費でござ

います。

環境保全とか水源涵養ということ○野辺委員

から大変すばらしいことだと思いますので、ぜ

ひひとつ計画どおり頑張ってください。

当然のことですけれども、買った○長友委員

土地の所有というのは、企業局の所有というこ

とでいいんですか。県有林ということですか。

企業局の所有になります。そ○岡田総務課長

して、企業局が管理していく形になります。
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岡田課長、緑のダム造成事業23億○米良委員

円が出たわけですよ。県議会もおっと思ったん

ですよ。何でかといいますと、この山深いあの

地域に何でそういうところにああいう金をつぎ

込むかなと思って、私そういう話を同僚にした

と思うのですけど、今、課長がおっしゃいます

ように、これから将来にわたって、未植栽地と

いうのがありますよね。この前の議会で大分出

ましたけれども、従来の育林・植林とかいろい

ろ除間伐も含めて、今度の予算で県が17億か18

億ですよ。あの当時、西岡局長でしたかね、あ

の人が局長時代ですよね。ほんとびっくりした

んですよ、僕は 「何で」と思って。さっき岡田。

課長がおっしゃいますように、将来にわたって

、 、考えたときに あなたがおっしゃいましたけど

やっぱり森林組合とかあるいは今の山をめぐる

厳しい状況からしますと あの当時23億から今17、

億から18億の補助金が減ってきたんですよ。将

来企業局が、さっき福田委員の内部留保資金の

話が出てきたけれども、これからそういうもの

に対する一つの企業局としての取り組み姿勢と

いうか、方向というか、緑のダム造成事業を起

点にして、これからの中山間地の厳しいあの実

態を考えたときと照らし合わせて、企業局も幾

ばくかのそういう育林、造成あるいは除間伐事

業に対する一つの補助事業みたいな、企業局も

そういうものにかかわり合いを持っていったほ

うが僕はいいんじゃないかと思って、私もつら

つら考えたとこですよ。さっき岡田課長の森林

組合とタイアップしてという話がありましたか

ら、そういう事業の方向に企業局も持っていっ

てもおかしくないんじゃないかなと思いますけ

れども、そこ辺はどうでしょうかね。

今後の企業局のあり方につい○日髙企業局長

ての考え方だと思っていますが 今 委員がおっ、 、

しゃいましたとおり、私どもとしましては、発

電事業だけじゃなくて、やはりこれから地域に

財政面あるいは事業面をもってどういうふうに

貢献していくかということが、私どもの究極の

これからの存在意義を示すものだろうと思って

おります。先ほどもちょっと申し上げましたけ

れども、財政的な貢献は当然していかなきゃい

けません。それと今、緑のダム事業みたいな、

。そういう事業にも取り組んでいかなきゃいかん

この中山間地域の問題につきましては、今のこ

の緑のダム事業のほかに、環境森林部がやって

、 、おります これも森林整備事業でございますが

森林組合、それから市町村が行う森林整備事業

の財源といたしまして、18年度からであります

が、年間３億円、４年間でございますが、３×

４＝12億と。12億を一般会計に、これも融資で

ございますけれども、これも低金利でございま

すが、貸し付けをするということの事業を18年

度から始めたところでございます。そういった

いわゆる地域貢献、財政貢献、こういったこと

をもう少しやっていくという方向でやっていか

ないかんなというふうに今思っているところで

ございます。

くどいようですけれども、今大事○米良委員

な時期ですから、緑のダム造成事業を起点にし

た一つの方向転換というか、そちらの方にも目

を向ける、できましたら今局長がおっしゃいま

すように、そうしてもらうとありがたいなと思

うものですから、今おっしゃいますようなこと

でひとつ検討してみてください。僕はいいと思

いますよ。

関連してなんですけど、確かに国○井上委員

、 、土を守るというか そういう意味で自然を守り

国土を守り、それから環境を守っていくという

点でも山ってすごく大事なんですけれども、こ
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の緑のダム事業は、結局上流部、企業局のダム

のあるところの上流部というと、意外に未植栽

の少ない割と奥深いところではないかなと思う

んですよね。未植栽のところというのは、切り

出しが可能なところなので、結構道路もあって

道路もあってというか、林業関係の道路も―

あって仕事しやすいところあたりだと思うので

すよ。それで、この緑のダム事業が60年間放置

というのじゃなくて、育てながら、育林しなが

らやっていくといったら、本当に効果のある山

、づくりというのは確かにできると思うんですが

環境森林部が持っている山の事業との関係、あ

れが例えば同じベースになっていくと、先ほど

から出るような採算性だけを重視したような方

向性にいかざるを得なくなっていくので、そこ

あたりとの整合性というのは、だからこそ企業

局で所有するのか。ちょっとそのあたりのこと

についてお聞かせください。

緑のダム造成事業は、伐採後○日髙企業局長

の未植栽地、荒れた山を購入してそこに植林を

するということが目的であるわけでございます

が、購入の対象としましては、これは民有林で

ございます。県有林については、公有林につい

ては当然行政がやる話でございますから、いろ

いろ経費的になかなか合わなくても、ある程度

資金を投入してやれるわけでございますが、民

有林ということになりますと、やっぱり採算的

な問題等々でなかなか植栽が進まないというこ

とがございます。ですから、民有林がやる、民

間の人たちがやるところのものをどうしても植

栽とかできなくて荒れていると。売買の希望が

あるというところについては、企業局で購入し

て、水源涵養林として制御していきましょうと

いうことでございまして、そういう意味ではす

み分けというのはされているというように思っ

ております。

それと、私どもずっと購入対象の山を回って

まいりましたが、平地部近くだけではございま

せんで、山のずっと奥のほうもいっぱい伐採し

たところとかございまして、なかなか後継者不

足、それから木材価格の低迷というようなこと

で再造林がされてないところがたくさんござい

。 、ます 個人的な気持ちで言わせてもらいますと

もうこんな山は要らんというような山がたくさ

んございます。そういうところを購入して植栽

していくということが私ども企業局の役割じゃ

ないかなというふうに思っておるところでござ

います。

林業というのを産業というふうに○井上委員

して考えた場合、本当に採算性がとれなくて続

けていくのには厳しい状況というのがすごくた

くさんあると思うんですね。だからこそ放置し

たいし そこで生活していけないという方たちっ、

て非常に多くなってきていると思うんですね。

だから、ちょっと私がよくわからないのは、産

業としての林業を振興させるというために、今

までもみんな工夫してきたし、苦心もしてきた

わけですよね。荒れた山を例えば企業局であれ

どこであれ、県が買い上げるということになっ

たら、そういうこれからも一生懸命そこにへば

りついてでも頑張っていこうという気持ちより

も、手放そうという気持ちのほうが逆に産業と

しての成り立ちよりも、もうどこかに買っても

らって、逆にやってもらった方がいいかなとい

う気持ちのほうが強くなるのかなと思ったり、

山を持っていらっしゃる人たちの気持ちのこと

を考えると、何かちょっとそのあたりのところ

が、正直申し上げてどうしてあげたらいいんだ

ろうという思いもあってお聞きするんですけれ

ども、このあたりのところはどうなんでしょう
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かね。一方で私たちは本当に林業という産業が

やっていけるようにしたいと思っていて、一方

では買い上げないといけないと、こういう形で

。すら買い上げていかないといけないという状態

この状態のバランスですよね。これはどんなふ

うに議論もされ 今後これが政策として成り立っ、

ていくのかというのをちょっとお聞きしたいの

ですけど。

今の御質問の件については、○日髙企業局長

これは林業政策の話になるんじゃないかなと

思っておりますが、林業が順調で、林業で十分

生計等成り立っていけるような状況にしていく

ということが一番の問題だろうと思っておりま

すが、現状からいいますと、今の木材価格だと

、 、か 林業全体に従事する人たちの考え方として

なかなか後継者が育たないと、そういった状況

の中で山が非常に荒れて、そのことが災害だと

か、あるいは濁水問題だとか環境問題等々に非

常に大きな影響を及ぼしていると、そういう現

状のもとにおいては、どこかがそこを植林して

やらなきゃいけないという現状にあると思って

おりますので、基本的には別に企業局が買わな

くて、自分で植栽をして林業を続けていくとい

うことが理想だとは思っておりますが、そうい

うことができないところについて、企業局とし

て取り組んでいきましょうということで取り組

んでいるところでございます。

それから、もう一つは山村地域の活性化とい

う観点では、私どもの事業を取り組むことによ

りまして、地ごしらえが必要であり、そして植

栽が出てまいります。それから下刈りだとかい

ろいろ出てくるわけでございますが、そういっ

た経費も含まれております。森林組合等にお願

いして、また地元の人にそこでそういう仕事を

やっていただくというようなことで、雇用の確

保というものにも貢献できているんじゃないか

。なというふうに思っているところでございます

確かに委員おっしゃいますように、林業で飯が

食えるというか、そういうことが基本ではある

と思っております。そういうことができないと

ころについて企業局として取り組んでいきたい

ということでございます。

お聞きしたいんですが、水源涵養○野辺委員

なり電気事業は順調に推移していますので、新

たな、さっきも出ましたように、クリーンエネ

ルギーという面から太陽光もいいんですが、水

力発電の新たな検討とか、そういうことはなさ

れたことはないんでしょうかね。新規のやつ。

水力発電につきましては、今○郷田工務課長

マイクロ水力といいますか、小さい小水力の発

電ということで、特に農業用水等について、そ

れを利用できないかどうか、そういうことで調

査を今までやってきております。その可能性の

あるところについては、土地改良区ですとか、

市町村のほうで取り組めないかどうか、それを

投げかけをしまして、その取り組みをしていく

ということを考えておりますが、企業局自体と

してどこかに起こすということじゃなくて、市

町村が土地改良区等に取り組んでいただくとい

うようなことで、そういう取り組みを進めてお

るところでございます。

企業局としては、ダムの建設は今○野辺委員

やってないんですよね。何かの多目的ダムとか

を活用してそれを発電しているのか。ダム本体

。 、もつくっているところが…… どうなんですか

その辺は。

12発電所がございますが、こ○日髙企業局長

のうち、企業局が発電のためにダムをつくって

いるところが３つございまして、小金橋ダムと

いうところと、それから寒川ダム、それから浜
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砂ダムの３つございます。小金橋ダムというの

は、綾北川のほうにあるわけでございますが、

、ここは農業用水も利水として含んでおりまして

発電、単独ではございませんが、企業局が取り

組んでいるところでございます。それから、浜

砂ダムは延岡でございます。ここは旭化成の工

業用水とうちの発電ということで、これも企業

局が取り組んでおるところでございます。基本

的には昔のやつは全部総合開発ということで、

治水ダムに発電を設けているということでござ

います。

それから、先ほどの新規開発の問題でござい

ますが、大体発電で採算がとれるところについ

ては、ほとんど開発しておりまして、今調査も

一部しておるところではございますが、ほとん

ど奥地化しておりまして、普通の発電につきま

しては、採算面で非常に厳しいという状況でご

ざいます。小水力については、いろいろ調査し

ておるところでございます。

小水を利用する発電じゃなくて、○野辺委員

やっぱりダムをつくるとなると莫大な事業費が

かかると思うのですが、そういうのもこの余剰

金を出しているわけでございますから、検討し

てみる必要があるんじゃないかなという気がし

たから、ダム本体までつくって発電するとかい

うことも、今後の検討課題として進めていただ

きたいなと思っております。

、 。○太田委員長 その他で ほかにありませんか

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ありませんので、以上をもって○太田委員長

企業局を終了いたします。御苦労さまでござい

ました。

暫時休憩いたします。

午前11時31分休憩

午前11時39分再開

それでは、委員会を再開いたし○太田委員長

ます。

まず、採決についてですが、委員会日程の最

終日に行うことになっておりますので、あす行

いたいと思います。開会時刻は１時としたいの

ですが、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○太田委員長

します。

そのほか何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、以上で本日○太田委員長

の委員会を終了いたします。御苦労さまでござ

いました。

午前11時39分散会
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平成19年６月22日（金曜日）

午後１時７分開会

出席委員（９人）

委 員 長 太 田 清 海

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 米 良 政 美

委 員 福 田 作 弥

委 員 野 辺 修 光

委 員 宮 原 義 久

委 員 西 村 賢

委 員 長 友 安 弘

委 員 井 上 紀代子

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

企業局

時 庭 伸 次
副 局 長
（ 技 術 ）

総 務 課 長 岡 田 英 治

工 務 課 長 郷 田 五 男

事務局職員出席者

政策調査課主幹 田 中 浩 輔

議 事 課 主 査 湯 地 正 仁

委員会を再開いたします。○太田委員長

、 、 、まず 議案の採決ですが 議案第３号に対し

西村委員から修正案が提出されましたので、他

の議案と分離し先決したいと存じます。修正案

はお手元に配付してあります。

提出者の説明を求めます。

議案第３号「平成19年度宮崎公営○西村委員

企業会計電気事業補正事業(第１号)」に対する

修正案を別紙のとおり説明申し上げます。

平成19年度宮崎県公営企業会計補正予算第３

号資本的収入及び支出の予定額を次のとおり修

正いたします。

別紙のとおり、合計だけ申し上げます。

、 、資本的収入 当初3,500万円のところをゼロ円

計3,538万3,000円、資本的支出のところも、３

億7,700万円を３億円に修正いたします。合計17

億9,688万8,000円とさせていただきます。以下

のとおり、収支残はマイナス３億円、マイナス

の14億4,650万5,000円となります。以上です。

提出者の説明が終了しました。○太田委員長

この後、質疑と討論ということになると思いま

すが、まず、質疑のほうは何かありませんか。

この修正案に対する質疑であります。

ということは、きのうの企業局か○米良委員

、ら出された委員会の資料の３ページにあります

新エネルギー導入啓発事業の太陽光発電システ

ムの導入、これについてのみということの理解

ですね……。全部ですな。わかりました。

地球温暖化防止対策というのが非○長友委員

常に注目されておるわけですね。こういう官公

庁としても、その一つの提案と事業になればと

いうような趣旨でやっているわけです。それを

否定するような感じなんですけれども、そのこ

とについての各会派としての考え方はどうです

か。

そうしたら 質疑等は一応終わっ○太田委員長 、

討論に入りましょうか。そういうお互いの考え

方を聞かないかんことについては、討論の中で

ということになっておるようです。この修正案

に対する事実確認等はいいですね。米良委員も

今のでいいですね。

それでは、引き続きまして討論を行います。
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発言をお願いいたします。

このことにつきましては、きのう○米良委員

も相当時間をかけて、目的なりあるいは採算性

の問題なり、あるいはこれからのこれに対する

将来的な一つの県内におけるＣＯ の発生の問２

題とか、きのうも私は申し上げたんですけれど

も、国もこの前先進国首脳会議 サミットが－

ありましたが、その内容も、環境そのもの一つ

に絞っての主要国のサミットでありました。そ

れだけ世界的に環境の問題については新エネル

ギーを導入することによって、世界的なそうい

うものを配慮していくという一つの大きな目的

もありますから、いずれにしましても、採算性

が合わないということでありましても、こうい

うはしりの段階でしょうから、特に県内におき

ましても、啓蒙普及という一つの大きな目的も

あるわけですから、これが今はそうでありまし

ても、将来的にそういうことを長い目で見たと

きに いつかはこういう時代が来ると 来なきゃ、 。

ならんということを考えますと、これはやっぱ

り県は公共事業ですから、そういう公共的な一

つの予算でもって将来にわたる新エネルギー導

入啓発ということになってくると、今はそうい

うマイナスイメージがあるかもしれませんけれ

ども、将来的に大きな効果が出てくるというこ

とからすれば、私は、この事業は否定するべき

ことじゃないんじゃないかと、こういう気がし

てならんわけですけど。

私どももちょっと議論させていた○井上委員

だいたんですが、太陽光発電は、まだ現段階で

。はどうしてもペイできる状況にはないんですよ

これはもう明らかで、私も議員になりまして、

すぐからＮＥＤＯのデータとかも含めて何度も

議会でも議論させていただきました。一方で、

確かにペイできないものではあるけれども、公

共施設については、積極的な導入をすべしとい

う議会で私どもも提案をしております。宮崎県

としては、県の公的な施設のところに幾つもつ

けているわけですね。そのことについて、私ど

もは予算の執行のときにずっと認めてきている

という経過ももちろんあります。確かに今回の

企業局のを精査していくと、ペイできるのかと

いう議論だけだと、ペイはできないんですよ。

これはどなたがあれしても明らかなんですね。

ただ私は、ＣＯ の削減がこれでどのぐらい図２

れるかという計算をしていくと、ペイできない

ものではないと。逆にどのぐらい削減ができる

のかということを考えていくと、やっぱりそれ

なりの森林面積を確保するぐらいのＣＯ の削２

減には寄与することができる、そういうふうに

考えます。それで、私のところも党議の中で議

論をさせていただいたんですけれども、今回の

予算に関しては、やはりいろいろな面を考慮し

つつ、このまま通したほうがいいのではないか

という意見が多数を占めました。

採算性につきましては、きのう随○福田委員

分論議しましたよね。問題は西村委員も指摘が

あったが、価格的に高いのではないかと、もっ

と安く上がるんじゃないかという意見等もたく

さん出ました。それで、当委員会としての考え

は、私は、ほぼ新エネルギーの実験プラントに

対する方向性についてはいいと。しかし、もっ

、 。と節約しなさいと こういう方向だったですね

それで、うちの宮原委員のほうからちょっと質

疑の中で出たんですが、当局としては、場合に

よっては、これは随契かあるいは特命かのよう

なちょっとニュアンスがありましたよね。これ

を後の執行部の答弁の中では、国内に10社あれ

のメーカーがあると。大手はシャープとかサン

ヨーとか京セラなんですが、ほとんど性能的に
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差異がなければ、ぐっと費用が下がるように、

一般競争入札で競りをつける。やれば、私は当

委員会の皆さんの意見がかなり反映された予算

執行になるんじゃないかなと、こういうふうに

考えるんですね。その辺はどうですか、西村委

員は。

まず１つは、地球温暖化対策とい○長友委員

うことが非常に注目を浴びているというか、そ

ういう状況の中で、こういう官公庁を中心にし

ながら積極的な導入啓発を行うことによって、

さらにそういう方向性を高めていこうと、こう

いう流れがあるんですけれども、それを否定す

るということになってくれば、愛みやざきさん

としてそういうものの考え方に、否定するよう

なことになるんだけれども、それについての考

え方を伺いたいというのが一つです。

それからもう一つは、クリーンエネルギーと

いうことになってくれば、原子力、これについ

てもいろいろあるんですが、ただ、これも資源

の限界というのもあるでしょうから、プルサー

、マル方式みたいなやつが出てくるわけですけど

、高知県の町をかけての町長選が行われたように

高レベルの放射性廃棄物の問題というのは本当

に永遠の課題であるわけです。それからまた、

プルサーマルによってプルトニウムなんかとい

う廃棄物になってきますと、これは半減期が永

遠といっていいぐらい長くなってくるわけです

ね。だから、本当に原子力の導入についても異

論がいろいろあると。

それともう一つ、宮崎あたりというのは、太

陽と緑の国で売っているわけですけれども、太

陽光のパネルをつくる工場等が進出してきまし

て、それこそ宮崎を売り出す絶好のものじゃな

いかという気がするわけですよ。そういうもの

が重なっている一つのデモンストレーションと

して、公費導入というのはやるべきである。た

だ、先ほど福田委員のほうからもお話が出まし

たように、この価格については、今入札制度改

革等が叫ばれているように、非常に大変な改革

の時期でありますから、競争性、透明性を高め

て、できるだけ節約する中での導入としてもら

いたい、こういうことで私どもはまとまった考

え方を持って臨んでいるところです。

まとめて質問いただいたことに答○西村委員

弁させていただきたいと思います。

１つは、私どもの考えとしましては、この新

エネルギー事業に対しまして反対という考えは

全くありません。私自身も環境学の大学院を出

たぐらいですから、非常に環境に対して前向き

に思っておりますし、その熱意はほかの会派の

メンバーにも伝えているところであります。そ

の中でまず、井上委員のほうからあったＣＯ２

の削減につきまして、私たちもきのうの話であ

れば、20年間で2,000万円の電気をつくれると。

それに対して7,000万円の予算がかかっているわ

けですから、その差額の5,000万という差をどれ

だけＣＯ の費用対効果、目に見えない部分、２

もしくはＰＲ、デモンストレーションの効果と

いうものにどれだけ反映していけるだろうとい

うことを考えました。その差が例えば1,000万と

か500万の、そのぐらい県が出しても仕方がない

だろうという範囲であれば、非常に同意を得た

と思うのですけれども、平成16年に佐土原の農

業試験場、これは以前、視察に行かれたときの

報告書なんかも参考にさせていただきました。

この中では宮原委員が行かれたと思いますが、

その中で３億8,600万の予算を投じまして、年

間490万円の電力、329キロワットの発電容量を

誇っておりますが、これもやはり20年なんです

よ。これ20年で換算しますと、１億円弱の電気
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しか使わない。それに対して４億円の予算を投

じておるわけですね。これはまだ平成16年です

から、そんなに前の話じゃないんですよ。やは

りそれは担当部局が農政水産部といえども、県

民の共有財産でありますから、やはりそちらの

有効活用ありきで考えるべき、それを有効活用

して、さらに普及がまだまだだということであ

れば、県にも導入してもいいんじゃないかと思

いますが。御存じのように、一般家庭にはぽつ

ぽつではありますが、大分屋根を見れば載って

いる家もふえるようになりました。これは県が

つくったから広がっているじゃなくて、あくま

で企業努力ということもあると思うのですよ。

きょう、いろんなレクチャーを受けた中で、

家庭用のは１キロワット当たり80万円ぐらいの

施工費用、70万、80万ぐらいの施工費用ででき

るということ、ただ県が投じるやつは、特注な

こともあったりして140万円かかるそうです。こ

れは全く性能は同じもの。約２倍です。こうい

うものを踏まえた説明がきのういただけなかっ

たことは、私もきのうの段階で突っ込んだ質問

をできなかったことは非常に残念に思うのです

が、特にＣＯ 削減の問題で、これが多いか少２

ないかは別として 一般家庭の 例えば今度7,000、 、

万かけてつくる費用でＣＯ を39.6トン削除で２

きるらしいです。これは17軒の家庭と一緒だと

いうことです。その17軒の家庭もそんなにする

のかとか、たったそれだけかという意見はあり

ますけれども、これは特に置いときまして、き

のうは細かい数字が出なかったものですから、

けさちょっとレクチャーを受けた中でこういう

数字も得ました。だから、逆にいえば、私たち

は平成16年にやった試験場の有効活用、もしく

はその再検証、再々検証というものがまだまだ

できてないうちに、また新しいものを導入する

ことに対する危機感であるとか、これは、今す

ぐ始めなきゃいけないことなのかというものを

思いました。とても県民の理解が得られるもの

ではないと思いましたので、今回、急ごしらえ

ながら、このような手段に及ばざるを得なかっ

たということは私たちも反省しておりますし、

ぜひこの場でいろんな御意見を出していただく

ことは非常にありがたいことだと思っておりま

す。以上です。

私も、ペイしないから修正しない○野辺委員

といけないということはどうかなという気がす

るんです。平成16年ですか、宮崎県の新エネル

ギービジョンの策定がなされているわけですわ

ね。その中で、公共施設の新エネルギー施設の

導入や公用車におけるクリーンエネルギー、自

動車の導入など率先的な取り組みを行うことに

より、需要の喚起や普及啓発を図るとともに、

これらを活用した環境教育などを推進するとい

うことになっているわけでありまして、そうい

う面からしますと、いろいろ話が出たんであり

ますけれども、私は、逆に考えると、ペイしな

いからそれだけ環境に寄与しているんじゃない

かということも考えるわけです。ペイしないが

ために環境に寄与している。ありましたけれど

も、大体今回の事業は、東京ドームの2.5倍ぐら

いの森林の面積に匹敵するというようなことも

ありますし、先ほど出ましたが、宮崎県の田野

のほうに新しいパネルメーカーやら誘致したと

いう経緯もありますし、そしてまた議会でも井

上委員から出ましたように、今まで一般質問の

中でも新エネルギーとして環境に配慮するよう

な形で導入を図るべきだというようなことも出

ておりますので、ペイしないからこれを修正す

るということには私もいかがなものかと、こう

いう考えを持っております。
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少し整理しますと、きのうの説○太田委員長

明の中では最終的に一般競争入札ということを

最初に工務課長が言われたと思いましたので、

一般競争入札とすると。福田委員が言われたよ

うな、私もそれを同じように感じたものですか

ら、きょう説明に来られたときに、間違いない

ですねということでは確認はいたしましたが、

そのように言ったということでした。一応そこ

は心配なところでした。

それで私が思ったところは、日本○西村委員

に10社しかないということは、かなり特殊技術

も入っているわけですよね。これが今の県の一

般入札みたいに、落札率が70とか65とかに落ち

るようなことというのはまずあり得ないと思う

んですよね。やっぱり特殊事業ですから、恐ら

く定価みたいなものにほぼ近い業者の集まりだ

と思うのですよ。恐らくこれ7,000万という上限

がありきだったら、頑張っても6,800万とかそう

いうふうになることもありますし、逆に企業局

側から、じゃ65％で落としてよ、75％で落とし

てということは当然言えないわけですから、こ

れは入札をさせると言ってもなかなか厳しい。

値下がり分は厳しいんじゃないかなと私は個人

的に思うんですが。

ちょっと数字の確認をします。○太田委員長

今、西村委員が討議の中で言われたのは、佐土

原の農業試験場が３億幾らという数字がありま

したよね。

３億8,600万。○西村委員

これは電気パネルをつける費用○太田委員長

として３億という意味でいいですかね。その他

の費用も含めた３億なのか。

総事業費になりますね。太陽光発○西村委員

電装置の導入に関して、総事業費が３億8,662

万9,000円。これも半分は県の方に補助金が出て

おります。

一般的にちょっと３億という数○太田委員長

。 、字はえらい高いなと 平成16年のことですけど

そういうあれがあるんでしょうかね。

私が質問を取り上げたのは、１キ○井上委員

ロワットで家庭用でつけるパネルが200万ぐらい

、 。していたんですよ 最初パネルができたころは

それで、３キロワットないといけないわけです

よ、個人発電所で。でないと、自宅のあれをし

て売電ぐらいまでいくぐらいにはならないんで

すよね。それで国からの補助金が出て、大体個

人が持ち出しが400万ぐらいというのが相場だっ

たんですね。で、私、個人発電所会議というの

に何回か行かせてもらって、それの勉強会とか

にも行かせてもらって、これが安くなるといい

よねという話はずっと言ってきた。補助金がな

くなってから、だんだんパネルが下がってきた

んですよ。今は大体１キロワットが、家庭用が

。大体70万とか66万にいったりとかするわけです

でも、３枚つけないといけないので、大体200万

以上かかるわけですよ。１世帯で３キロワット

確保しようと思ったら、大体200万ぐらいはかか

るという感じなんですね。それで昨日も宮原委

員のほうから、少し上乗せしたような金額でほ

かの人に広げてくれたら幾らというお金を出す

みたいな、そういう話もありましたけど、１キ

ロワットで大体ＮＥＤＯの計算もあると思うの

ですよ。大体何キロで幾らぐらいというのがで

すね。こういう公共施設につけるパネルという

のは、ちょっと少しあれがあるので、120～130

万とか、それぐらい。140万なんですか。だから

結局これぐらいはかかると思うのですよ。329キ

ロワットなので。

きのう、うちの宮原委員が高いと○福田委員

いうことに対して、執行部のほうは、パネル価
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格のほかに企業局のビルに取りつける架台、仮

設する台のことだと思いますが、それにかなり

の費用が食うんですよということですから、参

考までにパネル分が幾らで、そういう取付架台

分に附帯の工事がどれぐらいかかるのか ちょっ、

と聞いてみたらいいんじゃないですか。

総合農業試験場は新築のときに一○井上委員

緒に建てているから、値段は少しは低いと思う

んですよね。

これは壁にかけてあるんですか。○福田委員

これは壁と上ですね。○井上委員

両方ですね。○福田委員

両方です。だから一回建てたもの○井上委員

に建てるというのは……。

その辺も情報としてきちっとつ○太田委員長

かんでおかないかんなら確認させます。

ほかにはありませんか。

だから、その辺はっきりしておか○長友委員

ないと、一般競争入札をしてもほとんど差がな

かったということになると、またいろいろと大

変なことになるわけですから、この積算の根拠

あたりをもうちょっとしっかりさせておった方

がやっぱりいいですね。

架台は、そこにする場合は、亜鉛○福田委員

用メッキを使ってますよね。どぶ付けといいま

して、鋼材に亜鉛用メッキをしてさびないよう

しております。特に宮崎県は海岸線ですから、

その辺からかなりかかるのかなと思っているで

すが、その比率を知りたいんですね。パネルの

価格と架台の価格と工事費ですね。

ほかにありませんか。なければ○太田委員長

ちょっと休憩をとりますが。

それでは暫時休憩いたします。

午後１時35分休憩

午後２時22分再開

それでは委員会を再開いたしま○太田委員長

す。

先ほど討論の中で、太陽光発電の設置工事費

の内訳等について確認をしたほうがいいだろう

ということでしたので、企業局においでいただ

きました。それではどうぞ。

御説明する前でございますけれ○時庭副局長

ども、今お配りしました内訳書は、単位が万円

でございますので、千円に訂正し、おわび申し

上げます。よろしくお願いいたします。

それでは、太陽光発電の7,000○郷田工務課長

万円分の内訳はどうなっているかということで

ございます。まず、太陽光発電パネル台としま

して、これは製品台でございますが、2,695万、

、 、それから 架台・その他の装置代ということで

これはパネルを載せます台になります。それと

電気に変換する装置というような、そういう装

置代ということになりますが、これが1,208万、

それからそれらの取り付け、工事費になります

が、これが1,653万円、それに諸経費ですとか消

費税、これを加えまして計7,000万という内訳に

なります。以上でございます。

執行部のほうから説明がありま○太田委員長

したが、皆さんのほうからはいいでしょうか。

委員のほうから質問、質疑がありましたらどう

ぞ。

これは例えば架台とパネルと分離○野辺委員

発注ということはできないわけですか。

これは一つの工事全体として○郷田工務課長

見ておりますので、一体的にやっていくという

ことでございます。

諸経費がやっぱり1,000万かかって○宮原委員

いますよね。これは具体的に言うと、あとは取

付とかそういうのはわかりますが、諸経費とい
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うのは。

これは工事をやる場合に、現○郷田工務課長

場を管理する経費ですとか、それから一般経費

といいまして、何といいますか、会社で維持す

るための経費というもの、そういうものを一般

的に見ることになっておりますので、そういう

経費ということになっております。

これは工務部長、あれですか、最○米良委員

低制限価格いろいろありますよね。そのことを

考慮しても7,000万というのはぎりぎりの線で

いってるのか、それともこれからいろいろそう

いうことを考慮して発注していくのか、そこ辺

はどうなんですか。

これは上限としまして、この○郷田工務課長

予定額といいますか、予算としてこれを計上し

たということになります。

そうしますと、昨日の委員会の御○福田委員

説明の中で、一般競争入札に付することになり

ますと、10社ぐらい国内に関係するパネルメー

カーがあるとおっしゃいましたが 例えばその10、

社の一般競争入札に付した場合、かなり工事費

が下がる可能性としてはあるわけですか。

これは入札結果ですからどう○郷田工務課長

なるかわかりませんけど、その可能性は大いに

あると思います。

せっかくおいでいただいたわけで○米良委員

すが、きのうもいろいろありましたけど、やっ

ぱり我々は今の時代に逆行するようなことでも

いかんだろうという議論もさっきしたとこでし

たが、これを一つの基本とした啓蒙啓発にどう

これからＰＲ活動に努めていくかという、ここ

にもありますように、水力発電のＰＲというの

は200万ありますけれども、これはまた別な方の

意味で出てくるでしょうけれども、やっぱり新

エネルギーとしてのこれからの対応していく一

つの県民へのアピール、認識、これは企業局が

ここまできたら中心になってやらんといかんの

じゃないかなという気が強くしてならんのです

よね。だから、今度のこの太陽光の事業にしま

しても、県広報なり、あるいは何らかの媒体を

通して、これだけ県は犠牲を払ってやるんだか

ら、県民の皆さんたちもしっかり認識をして、

これから環境問題に取り組んでいきましょうと

いうぐらいの、そういうＰＲをどんどんしてい

かんと、このままいきますと、いろいろ委員か

らも出ましたけれども、やっぱり費用対効果、

そういうものに対する一つの疑義を感じてなら

んものですから、そこ辺を課長、しっかりやっ

てくださいよ。

現在我々企業局は、年２回なん○時庭副局長

でございますが、発電所親子体験ツアーという

のを持っております。去年までは科学技術館の

ほうとタイアップしまして、向こうのほうで発

電に対するＰＲをやってまいりました。今、米

良委員が言われましたように、そういう親子体

験ツアーなどを含めて、言われましたことにつ

きましてもやってまいりたいと思いますけれど

も、基本的には行政側でございますけれども、

我々は少しでもそのことにつきましても支援を

してまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

これは、今回つくるに当たりまし○西村委員

て、これまでの過去のいろんなところにつくっ

てますよね、県のほかの部署がつくられたと思

うんですけれども、そのあたりの問題点なり、

例えば修正しなけりゃいけないポイントは、施

工のいい点、悪い点等を含めて検討されたんで

しょうか。

過去に県の農業試験場等でやっ○時庭副局長

ておりますけれども、今回我々が導入するに当
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たりましては、我々がつくっております企業局

経営ビジョンとか、そういう中でもあったとこ

ろでございますけれども、今回は新たに現在汎

用していないような新しい型の機器かパネルを

入れようということで研究をしたことがござい

ます。以上でございます。

新しい型とか新しいモデルの導入○西村委員

ということは、それはそれで新しい時代という

か、１年たてば新しいものができるでしょうか

ら それはそうなんですけれども 既に３億8,600、 、

万もかけて同じＮＥＤＯの補助金ももらった上

でつくっているわけですよね。やはりそれの有

効活用ありきをまず考えて、先ほど米良委員が

おっしゃったように、まず県民に対して先につ

くったもののＰＲ効果がどの程度あったのかと

いうことも含めて、企業局がこれから新しい計

画を立てるのであれば、反省ないしまたＰＲ効

果というものを図っていく必要があるんじゃな

いでしょうかね。

おっしゃるとおりだと思いま○郷田工務課長

す。やはり我々も知事部局とは違いますけれど

、 、も 知事部局と一緒になって連携をとりながら

県民に対してどういうふうに啓発を図っていく

か、そして、新しいＮＥに向かって、取り組ん

でいくかというのを知事部局のほうとも連携を

とりながらやっていきたいと思っております。

今回も、7,000万の事業に対しまし○西村委員

て、実際できる電力量というのは20年で2,000万

程度と。この5,000万という部分を行政が先んじ

てやらなければいけない部分とかＰＲ効果とか

ＣＯ に換算するとか、そういうものが5,000万２

に盛り込まれるということですね。その分、赤

字差額分はひっくるめて考えてくださいという

ことだと思うんです。私たちも新エネルギーに

関しましては、非常に前向きな意見を持ってい

るんですけれども、じゃ、平成16年の実際３

億8,600万、その20年間でつくられる電力量が１

億円弱と。じゃそのときに、多分同じような議

論があって、その間の３億円は県が先んじてや

ることだから、またＰＲ効果になるからといっ

て、３年前からやって、じゃその３億分の効果

が今あったんですか。それを県民に、皆表に出

て納得できると思っているんですか。これは部

局が全く違うことですから、私たちはわからな

い、そういうことは反省しますじゃなくて、企

業局としての取り組み、また計画があるなら教

えてください。

企業局としては企業局ででき○郷田工務課長

る取り組みを一生懸命やっていきたいと思って

おります。

私どもは平成８年以前から、今○時庭副局長

現在は水力、それから工業用水、あるいは一ツ

瀬川、やっておりますけれども、平成８年以前

から何か新しいエネルギーに取り組むことが必

要だなということがございましたので、中小水

力とかあるいは風力とか等々につきましていろ

いろ調査研究をして、その中で太陽光もやって

まいりました。その中でエネルギーを電気事業

者という観点から、どうしてもクリーンなエネ

ルギーを入れたいということでございましたの

で、取り組んでまいって、今後ともそういうエ

ネルギーについても研究してまいりたいと考え

ております。以上でございます。

啓蒙宣伝ということでございます○福田委員

から、普通こういう太陽光発電がついていると

ころでは、玄関口等に普通は、民間の企業等で

は 「ただいま当ビルの使用電力の２分の１を、

賄っています」とか、そういう表示がディスプ

レイされますが、これは当然県民啓発事業であ

りますから、外部にそういうディスプレイが必
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要かなという気がするんですが、これは恐らく

玄関ですかね、ついているのは。

現在、私どものビルの１階にご○時庭副局長

ざいますけれども、県電ホールの隣に一応ＰＲ

用の写真等を掲げてございます。今回お願いし

ておりますこの予算の３番目でございますけれ

ども、水力発電のＰＲということでございます

けれども、このときに県内で現在の水力発電の

発電量は幾らかとか、あるいは今回導入します

太陽光につきましても、啓発用のパネルをつけ

まして、その中でどのぐらいのエネルギーが発

生しているか等々についても十分ＰＲをしてま

いりたいというふうに考えております。

わかりやすく 「ただいま企業局の○福田委員 、

ビルの所要電力の２分の１を賄っています」と

か、そういう表示がされると、非常に啓発事業

として効果たらしめるんじゃないかなというふ

うに考えました。

大変貴重な御意見でございます○時庭副局長

ので、この導入に向けて十分研究してまいりた

いというふうに考えております。

資料の写真といいますか説明を見○長友委員

ますと、屋根の部分だけではなくて、外壁とい

いますか、そこらあたりもつくようになってい

るんでしょうか。

今考えておりますのは、屋上○郷田工務課長

の部分と壁面の部分、それから地上の部分、そ

の３カ所を考えておるところです。

ＰＲ効果ということからいきます○長友委員

と、屋上ではなかなか見えにくい部分がありま

すので、壁面等のやつがしっかり見えるように

ということと 新宿で看板等の落下事故等があっ、

て大変な事件が起こってますので、取りつける

からには、安全性がしっかりしたもの、そうい

う面もよろしくお願いをしたいと思います。

今回の導入の工事につきまして○時庭副局長

も、現場管理と検査等を含めまして厳正に対処

してまいりたいと考えております。

質疑はそのほかいいですか。○太田委員長

ないようでしたら、以上をもって質疑を終わ

りたいと思います。執行部の皆さん、どうも御

苦労さまでございました。

暫時休憩いたします。

午後２時37分休憩

午後２時38分再開

それでは委員会を再開いたしま○太田委員長

す。討論の継続でありますが、ありました

ら……。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ほかに討論はなしということで○太田委員長

討論なしと認め、これをもって討論を終結いた

します。

暫時休憩いたします。

午後２時38分休憩

午後２時39分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

引き続き採決をいたします。西村委員から提

出のありました議案第３号の修正案につきまし

て、可決することに賛成の方の挙手を求めます

〔賛成者挙手〕

挙手少数。よって議案第３号の○太田委員長

修正案については否決されました。

暫時休憩いたします。

午後２時39分休憩

午後２時40分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

採決につきましては、議案ごとがよろしいで
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しょうか、一括がよろしいでしょうか。

〔 議案ごと｣と呼ぶ者あり〕「

それでは議案ごとにそれぞれ採○太田委員長

決をいたします。

議案第１号について、原案のとおり可決する

ことに賛成の方の挙手をお願いいたします。

〔賛成者挙手〕

挙手多数。よって議案第１号に○太田委員長

ついては、原案のとおり可決すべきものと決定

いたしました。

次に、議案第３号について、原案のとおり可

決することに賛成の方の挙手をお願いいたしま

す。

〔賛成者挙手〕

挙手多数。よって、議案第３号○太田委員長

については、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。

続きまして、議案第５号について、原案のと

おり可決することに賛成の方の挙手をお願いい

たします。

〔賛成者挙手〕

挙手多数。よって、議案第５号○太田委員長

については、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。

続きまして、報告第２号について、原案のと

おり可決することに賛成の方の挙手をお願いい

たします。

〔賛成者挙手〕

挙手多数。よって、報告第２号○太田委員長

については、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。

次に、閉会中の継続審査についてお諮りいた

します。

教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査につきましては、引き続き閉会

中の継続調査といたしたいと思いますが、御異

議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議ありませんので、この旨議○太田委員長

長に申し出ることといたします。

次に、委員長報告骨子（案）についてであり

ます。委員長報告の項目として、特に御要望は

ありませんか。

先ほどの太陽光発電、一般競争入○福田委員

札にすることが言われてますが、念のために、

やっぱり委員長報告の中にくれぐれも一般競争

入札にすることを盛り込んでほしい、このよう

に思います。

先ほどの件で、これまでの太陽光○西村委員

エネルギー、それを含めた新エネルギーに対し

まして、今後、企業局が中心となっていくとい

う先ほど意気込みを伺いましたので、これまで

部局を超えて協力されてない部分も多々見えま

。 、 、 、した そのあたりも 今後 一致して協力して

企業局が中心となっていくということを盛り込

んでいただきたいと思っております。

さっきもいろいろありましたよう○米良委員

に、これは採算性に合わない一つの大事業であ

、 、りますだけに 県民から誤解を招かないような

これによって将来、大きな効果をもたらしてい

くというＰＲといいますか 普及啓蒙活動でしょ、

うから、そこらあたりを委員長報告のほうで盛

り込んでいただいて、県民に対するＰＲという

。ことをやれということを強調していただきたい

それに関して言えば、企業局が中○井上委員

心というのは、県の組織からしても無理があり

ますので、知事部局、そこのところをきちんと

した認識、今まで公的な機関に対してちゃんと

設置しているわけですから、先ほど西村委員か

らも出ましたけれども、それの効果というのを
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どんなふうに県民に対してもアピールをするの

かということが大事なので、やっぱり知事部局

のそういう部局を超えた分野別、前から議論に

なっていますが、そういう部局を超えたつなが

りというか、そういう政策的な効果がどうあら

われているかということについての検証という

のをしっかりやってもらう そして県民にアピー。

ルしてもらうというふうにしていただけるとい

いと思います。

承っておきます。○太田委員長

ほかにありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それではお諮りいたします。委○太田委員長

員長報告につきましては、ただいまの御意見等

を参考にしながら、正副委員長に御一任いただ

くことで御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。○太田委員長 それではそのようにいたします

暫時休憩いたします。

午後２時45分休憩

午後２時50分再開

それでは委員会を再開いたしま○太田委員長

す。

７月20日の閉会中の委員会につきましては、

御協議のとおりの内容で委員会を開催すること

に御異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。○太田委員長 それではそのようにいたします

次に、県外調査についてであります。県外調

査につきましては、８月21日から24日にかけて

これまでの協議内容などについて実施すること

とし、詳細については、正副委員長に御一任い

ただくことで御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。○太田委員長 それではそのようにいたします

なお具体的な行程等につきましては、後日御連

、 。絡いたしますので よろしくお願いいたします

そのほか何かありませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

。○太田委員長 以上で委員会を終了いたします

。委員の皆様には大変お疲れさまでございました

午後２時51分閉会




